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お断り

　

　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。





底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）





序章

　

　
燭
 しよく

 
台
 だい

 の灯りがぼんやりと照らす薄暗い部屋の中、ハベルはマリーとテーブルに向かい合っていた。今日はいつものような鎧姿ではなく、宴用の正装だ。

　すでに年越しの宴は始まってしまったようで、扉の外からはわずかに人びとの喧騒が響いてくる。

「全部聞いていたのか。どうりで、様子がおかしいと思ったよ」

　やれやれ、といった様子で、ハベルが椅子に背を預けた。

「……お願いします。どうか、おかしな考えは起こさないでください。今ならまだ、間に合います」

　うつむいていたマリーが顔を上げ、
懇
 こん

 
願
 がん

 するような眼差しをハベルに向ける。

「マリー、お前は何も心配しなくていい。お前のことは、兄さんが絶対に守ってやるから」

「で、ですが……」

　なお言い
縋
 すが

 るマリー。ハベルはため息をつき、立ち上がった。

「そろそろ行かないとまずい。しばらくしたら、また時間を取るよ。お前も仕事に戻れ」

「ま、待ってください！」

　マリーが慌ててハベルに駆け寄り、その腕を掴む。

「マリー……」

「こんなの、絶対に間違っています！　こんなの、こんなのおかしいです！」

　涙を浮かべて
懇
 こん

 
願
 がん

 するマリーの頭に、ハベルがぽんと手を置く。

「いいかい、マリー。すべてのいいとこ取りなんて、甘い考えは捨てなきゃならない。信念を貫いた先が絶望だったなんてことになったら、元も子もないだろう？　自分の身は、自分で守らなきゃいけないんだ」

「だからって、何をしてもいいというのですか!?
 　私は……」

　マリーが言いかけた時、部屋の扉ががちゃりと開いた。

「あっ、申しわけございません！　ご使用中の札がかかってな……マリーちゃん？」

　部屋の点検に訪れた
侍
 じ

 
女
 じよ

 が、マリーの姿を見て驚いた。マリーは口をつぐみ、視線を床に落とす。

「ああ、すまない。マリーに話があって、少し部屋を借りていたんだ」

「そ、そうでしたか……あの、もう宴が始まっておりますが……」

　
侍
 じ

 
女
 じよ

 はちらちらとマリーに視線を向けながら、ハベルにいぶかしんだ視線を向ける。

「うん、すぐに向かう。マリー、話はまた後だ。今は仕事に戻れ」

「……はい」

　
侍
 じ

 
女
 じよ

 とマリーを残し、ハベルは部屋を出て行った。





第１章　冬のお祭り

　

　
侍
 じ

 
女
 じよ

 や使用人たちが慌ただしく行き交うナルソン邸の廊下、バレッタはテーブルカートを押して
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋へと向かっていた。カートには、調理場で分けてもらった宴の料理と、日本の食材を使って作った料理が載せられている。

　しばらくの間、調理場はフル稼働となり使うことができなくなるので、大急ぎで先に
一
 かず

 
良
 ら

 の夕食を作ったというわけだ。自分の分も用意してあり、一緒に食事をとるつもりだった。

「あ、カズラさん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋の前に到着し、ドアノブに手を伸ばそうとした時。廊下の反対側から、
一
 かず

 
良
 ら

 がやってきた。手には、厚手の
外
 がい

 
套
 とう

 が２つ握られている。

　それを見て不思議そうな顔をしているバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「夕食を済ませたら、外に行きませんか？」

「えっ、外ですか？」

「ええ。今日は街でもお祭りがあるらしいんで、バレッタさんと一緒に行きたいなと思って」

　そう言って、手にした
外
 がい

 
套
 とう

 を揺らしてみせる。

「部屋に
籠
 こも

 ってるのもつまらないですし、２人で遊びに行きましょう。きっと楽しいですよ」

「っ、はい！　行きます!!
 　急いでごはん食べちゃいましょう！」

　わたわたと扉を開け、部屋に入っていくバレッタ。
一
 かず

 
良
 ら

 も後に続き、部屋に入る。

「お、生姜焼きですか。久しぶりだなぁ」

「はい！　玉子焼きも作りました！」

　バレッタはテーブルの上に慌ただしく食器を並べ、すとんと席に着いた。
一
 かず

 
良
 ら

 も席に着き、いただきます、と手を合わせる。

「さて、ぱぱっと食べ……バ、バレッタさん、そんなに焦らなくても。時間はたくさんありますから」

　バレッタはかきこむようにして、その小さな口いっぱいに料理を頬張っている。

「ふぇほひはんはほっはひはひへふ！（でも時間がもったいないです！）」

「そ、そうですね。俺も急いで食べますね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑しながらも、バレッタに追い付こうと料理に箸を付けた。

　

　それから数十分後。

　２人は屋敷の窓からこっそり抜け出し、お祭りが開かれているという商業区画へと向かって大通りを歩いていた。

　通りにはたくさんの人びとが行き交っており、夜だというのにほぼすべての商店が開いている。

　そのどれもが、たくさんのお客でごった返していた。

「賑やかだなあ。これが一晩中続くのか」

　染みるような冬の寒さに人びとは白い息を吐きながらも、その表情はどれも明るく楽しげだ。

　今年最後の日と新年を盛大に祝って大騒ぎする、というのがお祭りの趣旨らしい。

「すごいですよね。こんなに大きなお祭り、初めてです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の隣を寄り添うようにして歩きながら、バレッタはきょろきょろと周囲に視線を巡らせる。

　２人とも厚手の
外
 がい

 
套
 とう

 を身にまとい、首にはマフラーを巻いていて防寒対策は万全だ。

「そういえば、前にグリセア村のお祭りの話をちょろっと聞いたことがありましたけど、村でも年越しのお祭りってやるんですか？」

「村のお祭りは秋の終わりに行われる収穫祭だけですね。こういった年越しのお祭りはないですよ」

「へえ、そうなんですか。てことは１、２カ月前に村に行けばお祭りに参加できたんですね。見てみたかったなぁ」

「あ、今年はなかったですよ。カズラさんがいないならやっても仕方がないって話になって、また村にカズラさんが戻ってくる日がきたら盛大にやろうってことになったんです」

「え？　俺のせいで中止になっちゃったんですか？　別に気にしないでいいのに……」

「えっと、収穫祭ってグレイシオール様に収穫の感謝を捧げることが目的なんです。なので、祭る対象が不在なのにお祭りをするのって何か違うよねって話になっちゃって」

「そ、そうですか」

　そんな話をしながら、ちょこちょことお店をのぞきつつ通りを進む。

　皆、財布の
紐
 ひも

 が緩み切っているようで、両手にたくさんの荷物を抱えた人びとがそこかしこに見られた。呼び込みの声もそこらじゅうで聞こえ、お祭りの中心である商業区画から離れているにもかかわらず、通りはかなりの賑わいだ。

「ん？　あれは何ですかね？」

　商店と商店の間のスペースで、
目
 ま

 
深
 ぶか

 にフードを被った女が、高さ１メートルほどもある台の上で弦楽器を手に弾き語りをしている。歌のようにも聞こえるが、どうやら曲に合わせて物語を語っているようだ。

　ちょうど１つの話が終わり、ぱちぱちと人びとから拍手の音が響く。続いて、足元にある木箱に硬貨が投げ入れられた。

「あ、吟遊詩人ですよ！　私、小さい頃に見たことがあります！」

「へえ、あれが……本物は初めて見ました。ちょっと聞いていきますか？」

「はい！」

　人びとの輪の一番外側に、２人は移動する。背の低いバレッタからでも、楽器を持った吟遊詩人をちゃんと見ることができた。

「さてさて、本日最後のお話です。今から語るは、この国で生活する皆さんなら誰もがご存知の、グレイシオール様の物語。おっと、そこのお兄さん、『そんなの知ってる』とがっかりした顔をしないでくださいな。このお話はとても珍しい、慈悲と豊穣の神グレイシオールと、一人の娘の悲しい恋の物語。歴史の中に埋もれた、人びとには知られていない真実のお話。お子さんにとっては、ちょいと
艶
 つや

 やかで刺激が強い内容でございます。よく分からなかったら、お家に帰ってからお父さんやお母さんに聞いてごらんなさい」

　女の口上に、人びとは笑いを交えながらも興味をそそられた様子で耳を傾けている。それはバレッタと
一
 かず

 
良
 ら

 も同じで、どんな話なのだろうかと続きを待った。

　ぽろん、ぽろん、と弦の音が響き、女がゆっくりと語り始める。

『その昔、アルカディアという国が今ほど大きくなかった頃――』

　この国では有名な、グレイシオールの昔話が語られていく。
飢
 き

 
饉
 きん

 が起こり、悪い領主によって村々から食べ物は持ち去られ、人びとが飢餓に苦しんでいた時、と、ここまでは一般的に知られている物語の枠を出ない。

『男は村に食べ物を運び、人びとは元気を取り戻した。男は村人たちの願いを受け、村で人びとを助けながら、ともに生活をするようになった――』

　物語が中盤に差し掛かった頃、一般的な言い伝えにはない内容が語られ出した。

　グリセア村での自分たちの出来事とあまりにも似ているその内容に、思わず
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは顔を見合わせる。

『そうしているうちに、男はとある娘と恋に落ちた。娘は男の優しさに惹かれ、男は娘の麗しさに魅了された。高ぶる波のごとき激しい恋は、時間とともにしっとりとした大人の恋へと育っていった。夏の光が差し込む森の中、娘は男の腕に抱かれる。娘は男に愛を語り、男は娘の情熱に応えるように――』

　段々と
艶
 つや

 を帯びていく物語に、このまま聞いていていいのだろうかと
一
 かず

 
良
 ら

 は隣のバレッタに目を向けた。しかし、バレッタは真剣な眼差しで、話にじっと耳を傾けている。

　その後もしばらく男と娘のいちゃつく話が続き、やがて他の村々から人びとが救いを求めて押し寄せ、領主がその
噂
 うわさ

 を聞きつけて村にやってくる場面になった。

　言い伝えどおり、男は領主の剣をかわし、森の中へと消える内容だ。

『男が森へと消えてから、娘は毎日、森の前で男の帰りを待ち続けた。雪の降りしきる真冬の夜も、嵐の吹きすさぶ初夏の朝も。けれども男は姿を見せず、やがて娘は病に倒れ――』

　最後まで男の帰りを待ちながら、娘が息を引き取り話が終わる。何とも物悲しい物語に、話を聞いていた人びとから鼻をすする音がいくつか聞こえた。

「これが、グレイシオールの真実の物語。皆さんも、大切な人を愛することだけに目を奪われて、忍び寄る危険への対策が疎かになりませぬよう。さあさ、お代はこちらに。とっておきのお話をさせていただきましたので、たんとはずんでくださいな」

　女の言葉に、人びとが懐から硬貨を取り出す。バレッタは懐から布の小袋を取り出すと、中から１００アル銀貨をつまみ出した。人びとをかき分け、女の前に置かれた木箱にそれを放り込む。

「まあ！　ありがとう、かわいいお嬢さん。楽しい年末を！」

　女のフードからのぞいた口元が、嬉しそうに弧を描く。

「こちらこそ、素敵なお話をありがとうございました」

　バレッタは女にぺこりと頭をさげ、
一
 かず

 
良
 ら

 の下へと戻ってきた。

「カズラさん、行きましょう」

「うん」

　２人は寄り添いながら、再び通りを歩き始めた。

　

　しばらく歩いて大通りを抜け、高級商業区画へとやってきた。

　円形状の広場の中心には数百本はあろうかというかがり火が並べられていて、広場全体を明るく照らしていた。

　その周囲にはテーブルと椅子が並べられており、その席ではたくさんの人びとが寒さをものともせずに、わいわいと飲み食いしている。

　屋台もかなり出ているようで、多くの人びとが群がっていた。

　シチューやスープなどの、暖かい料理の屋台に人気が集中しているようだ。

　串に刺さった熱々の芋団子や、細長い揚げパン（すり潰した果物を甘く煮詰めたものがからめてある）といった、歩きながらでも食べられる料理を出す屋台もいくつか出ている。

「おお、すごい賑わいだな……てか、いくらなんでもかがり火多すぎじゃないですか？　配置も密集しすぎてて何か変だし」

「そうですよね。もっと分散して置けばいいのに」

　２人は屋台の１つに並び、木のコップに入った暖かいミャギのミルクを購入した。

　屋台の脇に移動して、コップに口をつけながら広場を見渡す。

「私、ミルクなんて初めて飲みます。すごく
美味
 おい

 しいです」

　ふうふう、と大事そうにミルクを飲みながら、バレッタは嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「何かこう、ほっとする味ですよね。疲れきってる時とか、神経が高ぶって上手く寝付けない時とかに飲むとすんなり眠れたりするんで、会社に勤めてた時はよく飲んでましたよ」

「そんな効能もあるんですね。日本で飲めるミルクも、これと同じような味なんですか？　牛乳っていうんでしたっけ」

「似てはいますけど、ちょっと違いますね。もっとサラっとしてて、匂いも薄い感じというか」

　初めて口にするミャギのミルクの味に、
一
 かず

 
良
 ら

 はどう形容したものかと首を傾げた。

　少しだけ感じる獣臭は気になるものの、味はけっして悪くない。

　ほのかな甘みとまろやかな口当たりは、文句なしに
美味
 うま

 いといえる。

「日本のミルクのほうが
美味
 おい

 しいですか？」

「んー……味はこっちのほうが
美味
 うま

 いかなあ。臭いが少し気になるから、これを何とかできればもっと
美味
 おい

 しくなりそうだけど」

「そうなんですか！　今度臭いを消す方法を探してみますね！」

「あ、でも、確か家畜のミルクの臭いを消すのってなかなか難しかったと思いますよ。絞ったミルクをどうこうするんじゃなくて、育て方とか
餌
 えさ

 から何とかしないといけないはずです」

「えっ、そうなんですか。どうすればいいのかな……」

「今度日本で調べてきますね。同じ方法でいけるかは分からないですけど」

　まったりと話しながらミルクを飲み、身体が温まったところで広場をぐるっと回ってみることにした。

　服屋や装飾品店は年末セールをしているようで、店員が大声で呼び込みをしている。

「すごいですね……全品半額って、そんなことして大丈夫なのかな」

　ある装飾品店の前を通りかかった時、呼び込みの声にバレッタが足を止めた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も足を止めて目を向けると、そこは以前リーゼと入った小物屋だった。

「ちょっとのぞいてみます？」

「んー、じゃあ、ちょっとだけ」

　２人して店内に入ると、中では数組のカップルが棚に陳列された商品を眺めていた。

　皆が小奇麗な服装をしており、一見して富裕層だと分かる。

　それぞれの客に店員がひっついており、ここぞとばかりにカップルの女に味方したり男をおだてたりして売込みをかけていた。

「いらっしゃいませ！　お兄さん、彼女さんにプレゼントですか？」

　２人で商品を眺めていると、店員の１人が声をかけてきた。

「ええ、何かいいものがあればと思って。ちょっと見せてもらいますね」

「はい！　今日はほぼ全品割引価格の出血大サービスとなっております！　気になることがありましたら、何なりとご相談くださいませ！」

「はい。ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げて慌しく別のお客の下へ向かう店員を見送り、
一
 かず

 
良
 ら

 は棚に目を向けた。

　店の入口側に置かれている銅製のアクセサリーはすべて半額になっており、一部の銀細工は２割引になっていた。

「全品半額って、銅製品が全品半額ってことか。上手い呼び込みの仕方……バレッタさん？」

「は、はいっ！」

　何やら視線を感じて
一
 かず

 
良
 ら

 が隣を見やると、赤い顔をしたバレッタが素っ頓狂な声を上げた。

「見ないんですか？」

「み、見ます！　うわー、これかわいいですねー！」

「それ、値札に乗ってるただの重石ですよ」

「う……カズラさん、意地悪です……」

「何で!?
 」

　そんなやり取りをしながら、２人して棚の商品を見て回る。

　あれやこれやと手に取りながら見ていると、バレッタがその中の１つを手に取った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 にとっては見覚えのある、花をかたどった銅のペンダントだ。

「お、それですか。やっぱりかわいいですよね」

「あ、カズラさんもそう思います？」

「ええ、前に見た時もかわいいなって思ったんですよ」

「……前に見た時？」

「店員さん、これください」

　急に真顔になって問いかけてくるバレッタから顔をそらし、近場にいた先ほどとは違う若い女の店員を呼び寄せて代金を支払う。

　そしてすぐさま、
一
 かず

 
良
 ら

 はペンダントをバレッタに差し出した。

「はい！　どうぞ！」

「えっ!?
 　あ、ありがとうございます！　嬉しいです！」

　バレッタはペンダントを受け取り、それと
一
 かず

 
良
 ら

 を交互に見やる。

　その様子を見ていた店員はバレッタの仕草に何かを感じたのか、ニヤニヤしながら口を開いた。

「お兄さん、こういう時はお兄さんが首に掛けてあげないと」

「あ、そうですね！　そうします！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は即座にバレッタの首に手を回し、
革
 かわ

 
紐
 ひも

 をかけようとする。

　だが、慌てているせいで上手くいかず、なかなか金具を引っ掛けることができない。

「ほら、離れすぎてるから上手くいかないんですよ。もっと引っ付かないと」

　店員はそう言うと、
一
 かず

 
良
 ら

 の背を押してバレッタと密着させた。

　
傍
 はた

 から見ると完全に抱きついているような格好だ。

「ちょ、店員さん押し過ぎですよ！　近すぎて逆にやりにくいですって！」

「あら、ごめんなさい」

「すみません、バレッタさん。すぐに終わりますから」

「は、はいぃ」

　顔を赤くして硬直するバレッタに、店員はビシッ！　と親指を立てた。

　

「やれやれ、焦ると上手くいかないものですね。あんなに時間がかかるとは」

　小物屋を出て広場を歩きながら、疲れた表情で
一
 かず

 
良
 ら

 が言う。

　バレッタは顔を赤くしたまま、ぽーっとした表情でその隣をひょこひょこと歩いていた。

　
外
 がい

 
套
 とう

 の下には、今しがた
一
 かず

 
良
 ら

 に付けてもらった銅のペンダントが揺れている。

「どこか暖かい店に入って少し休みますか。ずっと歩きっぱなしですもんね」

「はい……そうですね……」

「そこのお店とかどうかな。座れるといいんだけど」

「はい……そうですね……」

「あの、バレッタさん？」

「はい……そうですね……」

「よし、ここに入ろう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタの手を引き、飲食店の扉に手をかけた。

　ギイっと木の扉を開けて中に入ると、喧騒とともにむっとするような熱気が押し寄せてきた。

　大賑わいの店内を進み、カウンター越しに年配の男の店員に声をかける。

「すみません、２人入れますか？」

「悪いね、今満席なんだよ。外のテーブルで食べるってのならできるが、どうする？」

「いや、外はちょっと寒くて。ほか探しますね」

「あ、ちょっと待った。おおい、そこの壁際の家族連れの旦那！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが諦めて外に出ようとすると、店員は壁際に座る男性客に声をかけた。

　その客は家族連れのようで、妻と思われる小柄な若い女と、４人の幼子が一緒の席に着いている。

「ん、俺か？」

「ああ、そうだ。悪いんだが、少し詰めてこの２人を相席させてやってくれないか？　代金１割引にするからさ」

「マジか！　もちろん構わねえぞ！　ほら、リーネは父ちゃんの膝の上な。ロンは母ちゃんの膝の上だ」

「うん！」

「やったー！」

「えっ？　でも悪いですよ。ほか探すんでおかまいなく」

　子供を抱えて膝に乗せようとする男に、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌てて声をかける。

「いいっていいって！　皆で食ったほうが楽しいしな。値引きもしてもらえるんだし遠慮すんな！」

　男が言うと、対面に座る若い女も
一
 かず

 
良
 ら

 ににっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　長いウェーブのかかった金髪とぱっちりとした
瞳
 ひとみ

 が印象的な、人懐っこそうな人物だ。

「どうぞ、お２人ともお気になさらず。ご迷惑でなければ、ですが」

「あ、いや、迷惑だなんてとんでもないです。じゃあ、失礼します」

　男たちの言葉に甘え、２人は向かい合うかたちで席に着いた。

　テーブルの上にはまだ料理が載っておらず、男たちも店に入ったばかりのようだ。

「ルルーナと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

「ロローナと申します。よろしくお願いいたします」

　両親の隣に座る、７、８歳ほどに見える女の子たちが、ぺこりと頭を下げた。

「あ、どうも。カズラと申します」

「バレッタです。よろしくお願いします」

　つられて
一
 かず

 
良
 ら

 たちも頭を下げると、彼女たちはかわいらしく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　２人とも、子供ながらどことなく気品ある雰囲気を
漂
 ただよ

 わせている。

　２人の顔はそっくりで、どうやら双子の姉妹のようだった。

　両親の膝の上にいる４、５歳に見える子供たちは年子のようで、父親の膝の上には女の子、母親の膝の上には男の子が座っている。

　女の子は父親似で、男の子は母親似だ。

　おそらく、女の子のほうが１つ年上だろう。

「おおい！　こっちにミルク２つ追加だ！　あと、何か適当に大皿料理を頼む！」

　父親の男は大声で店員に注文すると、「あ！」と声を漏らして
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

「すまん、つい、いつもの
癖
 くせ

 で勝手にミルク頼んじまった。酒のほうがよかったか？」

「いえ、大丈夫です。ミルク好きですから」

「おお、そうか。お嬢ちゃんもすまねえな。ミルクは奢りだから勘弁してくれ」

「あ、大丈夫ですよ。それに私、
下
 げ

 
戸
 こ

 なんで」

　２人がそう言うと、男はそうかそうかと笑顔を見せた。

「ところで、あんたらはこの街に住んでるのか？」

「ええ。といっても、まだ住み始めて半年くらいですけど。彼女は１カ月前くらいに越してきましたね」

「そうなのか。この街の住み心地はどうだ？」

「いいところだと思いますよ。治安もそこそこいいみたいだし、食べ物も
美味
 おい

 しいし」

「確かに治安はいいみたいだな。でも、食い物はあれだな、どうにも当たり外れが多いように思えてよ」

「えっ、そうですか？」

「おうよ。何といっても子供の舌に合わせた料理を置いてる店が少なすぎる。味が濃すぎたり雑な店の多いことったらねえぞ。王都じゃ下町の店ですら……」

「そういうことを大きな声で言わないの。場所を考えなよ」

「わ、わりい。うっかりしてた」

　妻の一声で、男はしおれるように小声になった。

　この夫婦、完全に妻が夫を尻に敷いているようだ。

「私たち、王都から旅行に来たばかりなんです」

「そうだったんですか。このお祭りが目当てで、ですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問うと、男の妻は「はい」、とにっこり
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「今年はイステール領が貴族の宴の主催をすると聞いたので、せっかくなら一番盛大にお祭りをしている街で新年を迎えたいと思いまして」

「へえ。宴を主催する領主の街だと、盛り上がりかたが違うものなんですか？　私、このお祭りに参加するの初めてなんですよ」

「国中から有力者がやってきますから、街は活気づきますね。そのかたがたが連れてくる供の者は領主の屋敷ではなく街に宿泊しますし、主人が宴の最中は自由時間ですから、みんな街で遊びまわるんです」

「あ、なるほど。団体旅行客が押し寄せてくるってことですか」

「はい。しかも貴族たちは他の貴族に見栄を張って、供の者にたくさん小遣いを渡して『全部使い切ってこい』って言うのが常なので、お店の人たちも気合が違うみたいですよ」

「へええ。初めて知りましたよ。物知りなんですね。ええと……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、彼女ははっとした顔になった。

「あ、失礼しました！　私は、えっと……ティナと申します」

「俺はルグロだ。よろしくな！」

「ちょっ、ああ、もう……」

　にかっと笑って名乗る男に、ティナはげんなりした様子でため息をついている。

　その後、小一時間ほど４人は談笑しながら食事をとり、子供がぐずり始めたので店を出ることにした。

　結局、代金は割り勘ということにした。

　

「うお、こりゃ寒いなんてもんじゃねえな。そろそろ雪でも降りそうだぞ」

　店内の暖かさから一転して冷たい空気を顔に受け、ルグロはぶるっと身を震わせた。

「とうさま、だっこ！」

「わたしもー！」

「ん、よしよし。２人ともちゃんと掴まっとけよ。そうれっ！」

「わー！」

「きゃー！」

　ルグロは下の子２人を抱え上げ、その場でぐるぐると回り始めた。

　子供たちは彼の首に両手でしがみ付き、悲鳴を上げながらもおおはしゃぎだ。

「いいお父さんですねえ」

「ふふ、半分子供みたいなものですけどね」

　双子の娘と両手を繋ぎ、ティナは少し照れくさそうに笑う。

「あの、ティナさん」

「ん、なあに？」

　バレッタに呼ばれ、ティナが振り向く。

「あそこに置いてあるかがり火って、どうしてあんなにたくさん数があるんですか？」

　その言葉に、３人は広場の中心に目を向けた。

　あいかわらず、たくさんのかがり火を囲むようにして置かれたテーブルで人びとが大騒ぎしている。

「あれは１つ１つが翌年の１日を表しているの。『新しい年もこのかがり火のように明るい日々が過ごせますように』、って意味があるのよ」

「新年も明るく、ですか」

「なかなか
洒落
 しやれ

 た意味合いですねぇ」

　納得したように、バレッタと
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

「でも、これって昔からある風習ってわけじゃないらしいですよ。あちこちの商業区画で人を集めるためにかがり火を置いてたら、それがいつの間にか区画ごとに明るさと盛大さを競い合うようにどんどん数が増えちゃったんですって。それで、際限がないからって皆で話し合って、全部の区画が１年の日数分のかがり火を置くことで落ち着いたとか」

「へえ。てことは、新年も明るく過ごせるようにってのは後付けですか」

「そうみたいですね。風習ってこうやってできるんだなって、初めて聞いた時はちょっと驚きました」

「お母様……」

「眠いです……」

　そんな話をしていると、双子がティナの手を引っ張った。

「あ、ごめんね。もう帰ろうね」

　ティナは２人に
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、ルグロを呼び寄せた。

「では、失礼しますね。お二人とも、楽しい時間をありがとうございました」

「いえいえ、こちらこそありがとうございました。楽しかったです」

「またな！　王都に来る機会があったら、そこらの店で俺の知り合いだって言って呼び出してくれ。下町だろうが中心街だろうが、たいていどの店でも顔は利くからよ。また一緒に飯でも食おうぜ」

「分かりました。その時はぜひ」

　ルグロたちは２人に手を振ると、広場に停まっていた馬車をつかまえてどこかへと去って行った。

「さて、俺たちもそろそろ戻りますか。あんまり遅いと抜け出したことがばれちゃいそうだし」

「そうですね……あ」

　その時、寄り添う２人の目の前に、ふわりと１つの雪粒が舞い降りてきた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は空を見上げ、「おー」と口を半開きにして声を漏らす。

「ついに降ってきたか。こんだけ寒けりゃ当然か」

　空を見上げる
一
 かず

 
良
 ら

 の
袖
 そで

 を、バレッタがくいっと引っ張った。

「ん？」

「あの……」

　そう言いかけ、広場に停車する馬車と帰りの大通りをちらりと見て、再び
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

　そんなバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 はふっと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「来た時みたいに、歩いて帰りましょうか。のんびり、その辺を見て歩きながら」

　そう言って差し出された手を、バレッタは嬉しそうに握るのだった。

　

　約１時間後。

　屋敷の中庭を突っ切って、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタはこっそり部屋の外に戻ってきた。

　窓を開け、窓枠を乗り越えて部屋に入る。

　部屋の電気は消えており、
暖
 だん

 
炉
 ろ

 の炎が室内をほのかに照らしていた。

「あら、お帰りなさい」

　声のした方向に２人が目を向けると、ドレス姿のジルコニアがソファーに腰掛けていた。

　どうやらうたた寝をしていたらしく、「んー」とあくびを噛み殺しながら背伸びをしている。

「えっ、ジルコニアさん、どうしてここにいるんですか？　宴はどうしたんです？」

「あまりにも面倒だったので、抜け出してきちゃいました。カズラさんの部屋なら一部の者以外は立ち入り禁止になってるので、のんびりできると思って」

「ええ……いくらなんでも、ジルコニアさんが抜け出すのはまずくないですか？」

「最初の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 には顔を出したので、いいんです。皆の用があるのはナルソンとリーゼですから、私がいなくなってもたぶんバレません」

「絶対にバレると思うんですけど」

「大丈夫、大丈夫。きっとナルソンが上手いことやってくれますから」

　呆れ顔で指摘する
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアは軽い調子で答える。

「カズラさんたちは街に出かけてたんですか？」

「ええ。バレッタさんと一緒にお祭り見物に」

「まあ、いいですねぇ。私も行きたかったな……私、街のお祭りって行ったことないんですよ」

「あ、そうなんですか……って、立場的にそうですよね」

「はい。だから、一度行ってみたくて。今からでも、３人で行きませんか？」

「後で俺がナルソンさんに怒られるから嫌です」

「むー」

「いや、そんな顔されても」

　子供のようにむくれるジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 が困ったように苦笑する。

「もう、こんなことなら仮病でも使って、初めから宴に出なければよかったわ……あ、そうそう。バレッタ、エイラがあなたのこと探し回ってたわよ」

「えっ、エイラさんがですか？」

「うん。何だかずいぶんと焦ってる様子だったから、急ぎの用事があるんじゃないかしら」

「分かりました。ちょっと行ってきます」

　バレッタがコートを脱いで頭の雪を払っていると、コンコン、と扉がノックされた。

　それと同時に、ジルコニアはささっとソファーの陰に身を隠した。

　きょとんとする
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタに、ジルコニアは人差し指を唇に当てて「黙っていて」のポーズをする。

「カズラ様、おられますでしょうか？」

「あ、はい。どうぞ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が返事をすると、失礼いたします、とエイラが部屋に入ってきた。

「よかった、お戻りに……あっ、バレッタ様！」

　エイラはバレッタを見つけると、あからさまにほっとした表情になった。

「リーゼ様が宴の会場にてお待ちです。急ぎ、ご準備を」

「えっ、リーゼ様がですか？　それに宴の会場って……」

「え、えっと、とにかく急いで連れてくるようにと申されまして……あの、そこにうずくまっているのは……ジルコニア様でしょうか？」

　エイラがそう言うと、ジルコニアの肩がびくっと揺れた。

　バレッタの背後の鏡に、ソファーの陰でうずくまっている姿がばっちり映っていた。

　そうっと顔を覗かせたジルコニアに、エイラはぺこりと頭を下げる。
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「ここにいらしたのですか……急ぎ、会場にお戻りください。皆様、捜しておられます」

「も、もう少ししたら戻るわ。ちょっと調子が悪くて」

「『引きずってでも連れてこい』とナルソン様より屋敷中に指示が飛んでおります。その、少々お怒りのご様子なので……早く戻られたほうが……」

「うっ……分かったわ」

　ジルコニアは半死人のような動きで立ち上がり、エイラに連れられてバレッタと一緒に部屋を出て行った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 もコートを脱いで雪を払い、一息つく。

「なんだか腹減ったな……皆忙しいだろうし、冷凍食品でもチンして食べるか」

　キュウキュウと鳴る腹を
擦
 さす

 り、冷凍庫から冷凍タコヤキを取り出して電子レンジにセットする。

　ヴーンという無機質な電子レンジの駆動音に紛れて、遠くの宴会場からの華やかな音楽が微かに聞こえてきた。

　先ほどまで触れていた街の喧騒を思い出し、無性に寂しい気分になる。

「……ちょっとだけ、調理場でものぞいてこよう。人のいるところにいたい」

　ほかほかのタコヤキをレンジに残し、
一
 かず

 
良
 ら

 は部屋を後にした。

　

　数十分後。

　バレッタはエイラに連れられて、１階の宴会場へと向かっていた。

　首回りの大きく開いたパーティードレスを身にまとい、
裾
 すそ

 をつまんで早足で歩く。

　普段着慣れないせいか、どうにも落ち着かない。

「あの、やっぱり私なんかが宴の席に行くのはまずいと思うんですけど……それに、こんなこと初めてでどうしたらいいか……」

「申しわけございません。リーゼ様がどうしてもとおっしゃっていて……立ち回りはリーゼ様が上手く計らってくださると思うので、それに合わせていただければ大丈夫ですから」

　困惑するバレッタに、エイラは心底申しわけなさそうな表情で言う。

　ドレスを着せられている時にも、「なぜ自分が」とバレッタは質問したのだが、エイラも正直に理由を話すわけにはいかずに言葉を濁していた。

　廊下を抜け、ホールへと続く大きな扉をエイラが開く。

　途端に、がやがやと語り合う人びとの喧騒と、華やかな弦楽器の音楽が耳に飛び込んできた。

　たくさんの
燭
 しよく

 
台
 だい

 の灯りに照らされた室内は、
煌
 きら

 びやかな衣装に身を包んだ男女でいっぱいだ。

　２人がホールへと足を踏み入れると、近場にいた何人かの視線がバレッタに集まった。

「目が合ったら会釈する程度で構いません。私に付いてきてください」

「は、はい」

　緊張するバレッタにエイラは小声でそう言うと、人びとの間を
縫
 ぬ

 って歩き始めた。

　バレッタはエイラとの隙間を空けないように、ぴったりとその後ろを付いていく。

「おい、どこの家のご令嬢だ？」

「いや、分からん。貴殿は？」

「私も知らないな」

「か、かわいい……」

　すれ違う人びとの
囁
 ささや

 き声に、バレッタはなおのこと緊張してうつむきながらエイラに付いて行く。

　幸い声をかけられることもなく、２人はホールの奥へと進んで行った。

　少し歩き、何人かの男に囲まれているリーゼの下へとたどり着いた。

　何やら話が盛り上がっているらしく、リーゼを中心に皆が楽しげに言葉を交わしている。

「リーゼ様、バレッタ様をお連れいたしました」

　エイラの呼びかけにリーゼは振り返り、バレッタを認めるとにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　その場にいる皆に視線を向けられ、バレッタは緊張と気恥ずかしさでおどおどしてしまう。

「よかった、来てくれて。ごめんね、急に呼び出しちゃって」

「い、いえ。大丈夫です」

「リーゼ様、そちらの女性は？」

「私の友人のバレッタです。無理を言って、宴に来てもらいましたの」

　そっと背中に手を添えられ、バレッタは慌てて姿勢を正した。

「バレッタです。よろしくお願いします」

　バレッタがぺこりと頭を下げると、男たちも一様に礼をして名を名乗った。

「失礼ですが、バレッタ嬢はどこの家のご令嬢で？」

「あ、彼女は貴族ではなく平民なんです」

　リーゼがそう言うと、男たちは一様に驚いた様子で互いに顔を見合わせた。

「ただの平民の娘をこの宴にお招きに？」

「はい。せっかくの楽しい宴ですから、親友である彼女にも一緒に参加して欲しくて」

「……ふむ、リーゼ様は日頃から市民と交流が厚いですからな。気の置けない友人までお持ちとは、さすがです」

「身分に分け隔てなく接せられるその懐の広さ、感服いたします」

　リーゼの話に合わせるかのように、彼らは口々にリーゼを
褒
 ほ

 め称える。

　バレッタはどこか居心地が悪く、床に目を落とした。

「では、私はこの娘と一緒に少し何かつまんできますね。皆様、また後ほどお話しさせてください」

　リーゼはそう言って会釈すると、バレッタの手を引いてそそくさとその場を後にした。

「来てくれてありがとう。ちょっと外に出よっか」

「はい」

　繋いでいた手を離し、廊下へと続く出口に向かう。

　だが、少し歩くたびに誰かしらがリーゼに声をかけてきて、何度も足止めをくってしまう。

　リーゼはその一人ひとりに丁寧に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をし、二、三言葉を交わしては別れるということを繰り返した。

　しばらくしてようやくホールを出て、リーゼ専用に用意された休憩用の別室へと移った。

　リーゼはソファーにぽすんと腰を下ろし、深くため息をつく。

「はあ、やっと抜け出せた。ずっと囲まれっぱなしで大変だったのよ。衣装替えしたらなおのこと人だかりができちゃうし、もうヘロヘロ」

「あ、それで私をお呼びになられたのですね」

「んー……本当はそうじゃないんだけどね」

　リーゼはそう言うと、対面のソファーに腰掛けたバレッタに、ずい、と上体をせり出した。

「呼びに行かせてから来るまでにかなり時間がかかってたけど、どこにいたの？」

「えっ、そ、その……ずっと資料室にいました」

　じっと目を見つめられ、バレッタはつい嘘をついてしまった。

　リーゼはすぐに言葉を返さず、わずかな間、沈黙が流れる。

「……そうだったんだ。ずっと１人で？」

「は、はい」

「ふーん……」

　リーゼは視線を、バレッタの目からその胸元へと滑らせた。

　そこには、先ほど小物屋で
一
 かず

 
良
 ら

 に買ってもらった銅のペンダントが揺れていた。

「それ、私もいいなって思ってたんだよね。同じものを売ってるお店が屋敷の資料室にあるなんて知らなかったわ」

「う……も、申しわけございません」

　あっという間に看破され、バレッタは気まずそうに頭を下げた。

　リーゼは「あーあ」とわざとらしくため息をつくと、大げさな仕草でソファーに背を預けた。

「カズラと街に出かけてきたの？」

「はい……」

「いいなー、２人でお祭りデートかぁ。まあ、私が同じ立場でもチャンスだって思うだろうし、誘って連れ出すのは当たり前か」

「……」

「ん、どうかした？」

「い、いえ」

　バレッタの雰囲気に何かを感じたのか、リーゼがいぶかしげな視線を向ける。

　バレッタは慌てて、ごまかそうと話題を探した。

「あ、あの……リーゼ様も、このペンダントが売っていたお店に行ったことがあるのですか？」

「うん。前にカズラと出かけた時に寄ったよ。そこで、これを買ってもらったの」

　そう言い、胸元のペンダントをつまんでみせる。

　枝に留まった鳥をモチーフにした、金のペンダントだ。

「かわいいでしょ。お店で一目惚れしちゃってさ」

「はい、すごくかわいいです。それ、いつも着けてますよね」

「うん、一番のお気に入りなの。そっちの花のペンダントもいいよね。ぴかぴかに磨いた銅細工ってとっても
綺
 き

 
麗
 れい

 。これとどっちにしようかなって、すごく悩んだんだ」

「そうだったんですか。どうしてこれにしなかったんですか？」

「ほら、私っていろんな人に会うじゃない。その時に首に下げてるものが銅のペンダントだと、いろいろと都合が悪いのよ」

「都合が悪い……高価なものじゃないとダメってことですか？」

「うん」

　複雑そうな表情で、リーゼが
頷
 うなず

 く。

「身に着けてるものが安いものだと、会う人によってはそれだけでバカにしてかかってくるのよ。なめられるって言ったほうがいいのかな」

「……」

「あ、ご、ごめん！　悪い意味で言ったんじゃないの！　そういう人もいるっていう話で！」

　黙ってしまったバレッタに、リーゼは慌てて弁明する。

「せっかくカズラが買ってくれるものなら、付け替えたりしないでいつも着けていたいって思ってさ。それ、カズラが最初にみつけて『これかわいいぞ』って教えてくれたやつだし、本当はそっちのほうがいいなって思ってたんだ」

「そ、そうだったんですか……」

　バレッタは自身の胸元に揺れるペンダントをつまみ、それに目を落とした。

　どことなく嬉しそうにしている様子に、リーゼはほっと息をつく。

「そのドレスにもすごく合ってるよ。そういえば、ドレスのサイズは大丈夫だった？　きつくない？」

「あ、はい。胸のところが少しきついだけで、他は大丈夫です」

「……」

「……あ！　き、きつかったのは着る時だけでした！　慣れればちょうどいいサイズですよ！」

「そう……」

　その後も30
 分ほどだらだらと雑談し、話が途切れたところでリーゼは「さてと」と立ち上がった。

「はあ、そろそろ戻らないと。バレッタも一緒にいかない？　夜明けまでずっと立ちっぱなしになるけど」

「い、いえ、私は部屋に戻らせていただければと……」

　バレッタがそう言うと、リーゼは「だよね」と苦笑した。

「分かった、戻っていいよ。呼び出しちゃってごめんね」

「いえ……えっと、頑張ってくださいね。いってらっしゃいませ」

「ん、ありがと」

　腰を折って礼をするバレッタにリーゼは
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、部屋を出て行った。

　

　一方その頃。

　
人
 ひと

 
気
 け

 のない廊下を、アロンドは真っ赤な顔でよろよろと歩いていた。

　
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を交わした貴族たちに酒をしこたま飲まされて、これ以上は無理だと何とか隙を突いてホールを抜け出してきたのだ。

　アロンドもリーゼほどではないが、年越しの宴では多くの貴族から
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を受ける。

　そしてその都度、まあ一杯どうぞ、と酒を勧められるのだが、アロンドは他の者に比べてやたらと飲まされる傾向にあった。

　というのも、アロンドは仕事柄あちこちの食事会に顔を出しており、そこでは勧められた酒は絶対に断らずに飲み干すことをモットーとしているからである。

　今回のような長丁場の宴会も例外ではなく、勧められた酒はすべて飲み干していた。

「くそ、ふざけやがって。いくらなんでも飲ませすぎだろうが……まだナルソン様にも
挨
 あい

 
拶
 さつ

 してないってのに……」

　とはいえ、アロンドはリーゼのように酒を真水に変換しているのではと
噂
 うわさ

 されるような奇跡の肝臓は持ち合わせていない。

　かなり酒に強いほうではあるのだが、飲み続ければこのように限界がやってくる。

　近頃は
一
 かず

 
良
 ら

 から大量に物流の仕事を任されるようになったため、その急激な出世ぶりに嫉妬した他の役人たちからの『祝いの酒』と称した嫌がらせが飲みすぎの主な原因だった。

　ふらつく身体に
鞭
 むち

 を打ち、吐き気を抑え込みながら休憩室の空きを探して廊下を進む。

『使用中』と書かれた札の下がった部屋をいくつか通り過ぎた時、すぐ背後の部屋の扉ががちゃりと開いた。

　振り返ると、そこには正装姿のハベルがいた。

「……兄上？　大丈夫ですか？　顔が真っ赤ですが」

「お、ハベルか。見てのとおり、あまり大丈夫じゃないんだよ。悪いんだけど、俺も一緒にその部屋で休ませて……」

　弟の姿に表情を緩めてそう言いかけたアロンドだったが、急に目付きを鋭いものに変えた。

　ハベルの背に隠れるようにして、マリーがこちらの様子を
窺
 うかが

 っていることに気づいたからだ。

「……おい、ハベル。そいつとここで、いったい何をしていた？」

　急に底冷えのするような声で問いかけてくる兄に、ハベルは
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情になった。

　マリーは
怯
 おび

 えた様子で、ハベルの後ろで身を縮こませている。

「いい加減にしろよ。そいつが家の恥さらしだと、何回言ったら分かるんだ？　まさか、お前がここまでバカだとは思わなかったぞ」

「いきなりどうしたというのですか。何を勘ちがッ!?
 」

「きゃあ!?
 　ハベル様!!
 」

　ハベルの言葉をさえぎって、アロンドはハベルに詰め寄るとその
頬
 ほほ

 を思い切り殴りつけた。

　部屋の中に吹っ飛んだハベルに、マリーが慌てて駆け寄る。

「まさかとは思っていたが、そういうことだったのか！　お前も父上と同じだとはな！」

「ち、違います！　これは、私がハベル様に……」

「黙れ。耳障りな声を出すんじゃない」

「っ……」

　ギロリと
睨
 にら

 みつけられ、マリーはびくっと肩を震わせて硬直した。

　ハベルは口元の血をぬぐって立ち上がり、マリーを
庇
 かば

 うように一歩前に出るとアロンドを
睨
 にら

 みつけた。

「マリーは恥さらしなどではありません。発言を取り消してください」

「……なんだと？」

　アロンドは部屋に入り、乱暴に扉を閉めた。

　いつもの穏やかな表情からは想像もつかない、憤怒に染まった
瞳
 ひとみ

 でハベルを
睨
 にら

 みつけている。

「そいつには
奴
 ど

 
隷
 れい

 の血が流れてるんだぞ。血統に
奴
 ど

 
隷
 れい

 の血が混じるってことがどれだけ不名誉なことか、どうして分からないんだ？」

　アロンドの詰問にハベルは動じず、真っ直ぐに彼を
睨
 にら

 み返した。

「マリーは私たちと同じ父を持つ兄妹ではないですか。本人ではどうにもできないような理由で、マリーに辛く当たるのはやめてください」

「てめえ！」

　アロンドは激昂し、再びハベルに殴りかかった。

　だが、酒のせいでふらついており、身構えていたハベルに簡単に避けられてしまう。

「兄上、落ち着いてください。酔った身体でそのように動いては……」

「うるせえッ！」

　再び殴りかかってきたアロンドの拳を、ハベルはひょいと軽く避ける。

　アロンドは勢いあまって、置かれていた丸テーブルを巻き込んで派手に転倒した。

　だが、すぐに身を起こすと、ハベルの腰元めがけて体当たりをした。

　２人してもつれるように床に倒れこみ、アロンドはハベルに馬乗りになって胸倉を掴むと拳を振り上げた。

「あ、兄上！　やめてください！」

「この大馬鹿野郎が!!
 」

　アロンドは怒鳴りながら、ハベルの
頬
 ほほ

 に拳を振り下ろした。

　ガツッと鈍い音が響き、再びハベルの口から血が流れる。

「お前は家のことをなんだと思ってやがるんだ!?
 　お前らがこいつを特別扱いするせいで、『ルーソン家は
奴
 ど

 
隷
 れい

 交じり』と陰で笑われているんだぞ!!
 　お前までこんな……」

「やめてっ!!
 」

　アロンドが再び振り上げた右腕に、マリーが飛びつくようにしてしがみついた。

「俺に触るな！」

「お願いです！　もうやめてください!!
 」

「このっ……!?
 」

　アロンドはマリーを振り払おうとして、その右腕がびくとも動かないことに気づいてぎょっとした。

　その一瞬の隙を突き、ハベルはアロンドを両手で突き飛ばした。

「ぐっ……て、てめえら……」

　アロンドが尻餅をついたまま顔を上げると、マリーに支えられながら身を起こすハベルと目が合った。

　ハベルは冷めた目付きで、アロンドをじっと
睨
 にら

 みつけている。

「目先のことしか考えられないバカどもが……！」

　アロンドは吐き捨てるように言うと、ぎりっと音がするほど強く歯を食いしばった。

　そしてふらふらと立ち上がり、そのまま部屋を出て行った。

　

「カズラさん、まだ起きてるかな……」

　休憩室を出たバレッタは、廊下を小走りし
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋へと向かっていた。

　いったん衣装部屋に戻って着替えてこようかとも考えたのだが、このドレス姿を見せたら
一
 かず

 
良
 ら

 はどんな反応をするだろう、と思い立ち、着替えずに向かうことにしたのだ。

「きゃっ!?
 」

　そのまま廊下の角を曲がった時、向かいからやってきた人物に、バレッタは思い切りぶつかった。

　相手は派手に転倒し、ごん、と頭を床に打ち付ける鈍い音が廊下に響いた。

「す、すみません！　大丈夫ですか!?
 」

「ぐ……どこ見て……」

　後頭部を
擦
 さす

 りながら顔を上げたアロンドは、相手がバレッタだと気づくと言葉を止めた。

　バレッタもアロンドの顔を見て、あっ、と小さく声を上げた。

「アロンド様！　申しわけございません！　お
怪
 け

 
我
 が

 はありませんか!?
 」

「……ああ、大丈夫だよ。ちょっとタンコブができただけだから」

　アロンドはそう言って身を起こそうとするが、すぐに立ち上がることができなかった。

　バレッタは慌てて駆け寄り、彼の背に手を添えた。

「あの、大丈夫で……あっ！　て、手から血が！」

　アロンドの右拳に血が
滲
 にじ

 んでいることに気づき、バレッタは慌ててその手を取った。

「申しわけございません！　私、なんてことを……あ、あれ？　傷が……」

　その拳に傷が見当たらず、バレッタは困惑した。

　そうしてアロンドの顔に目を向け、その顔色を見てぎょっとした。

「アロンド様、顔色が……大丈夫ですか？」

　アロンドの顔は真っ赤で呼吸は荒く、明らかに具合が悪そうだ。

　心配するバレッタに、アロンドは力なく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「ちょっと飲みすぎちゃってね。空いてる休憩室を探してるんだけど、どこも埋まっててさ」

「あ、それなら、空き部屋が１つありますよ。向こうの奥から２番目の部屋なのですが……」

　バレッタは今来た廊下を振り返り、もう一度アロンドに目を向けた。

　彼は苦しそうに肩で息をしており、自分で立ち上がるのは難しそうだ。

「部屋までご案内します。私に掴まってください」

　そう断りをいれ、アロンドの右腕を自分の肩に回させた。

　彼の腰に手を回し、支えながらゆっくりと立ち上がる。

　アロンドは足に力が入らないらしく、ほとんどバレッタに寄りかかるような状態だ。

「……ありがとう。すまないね」

　息も絶え絶えな様子のアロンドにバレッタは
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、彼を支えながらゆっくりと歩を進めた。

　身長が１８０センチ以上あるアロンドと１５０センチ少々のバレッタでは体格差がありすぎて支えにくいが、バレッタは彼が転ばないようにしっかりと支える。

　お互い無言のまましばらく歩き、先ほどリーゼと休んでいた休憩室へとやってきた。

　バレッタが扉を開き、２人で中に入る。

「ここなら誰も来ませんから、ゆっくり休めると思います。今、お水を入れますね」

　バレッタはアロンドをソファーに座らせ、棚から銀のコップを取ってきた。

　水差しからコップに水を注ぎ、アロンドに差し出す。

「はい、お水です。飲めそうですか？」

「ああ……ありがとう」

　アロンドは水を一口飲むと、ソファーにもたれてうなだれた。

　そんなアロンドの顔を、バレッタは心配そうにのぞき込む。

「気分はどうですか？　気持ち悪かったりしませんか？」

「……正直、かなり悪いね。今にも吐きそうだ」

「それなら吐いちゃったほうがいいですよ。我慢してると急性アルコール中毒になってしまうかもしれないです」

　聞きなれない単語に、アロンドはバレッタにいぶかしんだ目を向けた。

「急性アル……ごめん、それはなんだい？　聞いたことないんだけど」

「お酒の飲みすぎによる中毒症状のことです。下手すると死んでしまうこともあります。一緒にトイレに……は、ちょっと無理そうですね。水桶か何か持ってきます」

「ああ……飲みすぎで倒れてそのまま死ぬやつのことか。そんな正式名称があったんだね。キミは物知り……」

　アロンドはそこまで言いかけて、口に手を当てて動きを止めた。

　バレッタはとっさに近くにあった果物が載った銀皿を取り、ひっくり返して中身を捨てるとアロンドの口元に差し出した。

　それとほぼ同時に、アロンドが激しく
嘔
 おう

 
吐
 と

 した。

「大丈夫です、そのまま全部吐いちゃってください。落ち着いて、ゆっくり息を吸ってください」

　皿から跳ねた
吐
 と

 
瀉
 しや

 物が手やドレスにかかるのにも構わず、バレッタは皿を持ちながら彼の背をゆっくりと
擦
 さす

 る。

　アロンドは何度か
嘔
 おう

 
吐
 と

 を繰り返し、激しくむせながら空気を吸った。

　ぜいぜいと苦しそうに呼吸をしながら、顔を上げる。

「はあ、はあ……くそっ、何てザマだ……あっ、す、すまない！　ドレスが……」

　
朦
 もう

 
朧
 ろう

 とした様子で謝るアロンドに、バレッタは皿を床に置くと優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「気にしないでください。気分はどうですか？　すっきりしました？」

「ああ、楽になったよ……その、本当にすまない。
侍
 じ

 
女
 じよ

 を呼ばないと……」

「いえ、私がやりますから大丈夫です。アロンド様は休んでいてください」

　バレッタはそう言うと、近場にあったテーブルナプキンで手とドレスを軽く
拭
 ふ

 き、小走りで部屋を出て行った。

　そして10
 分もしないうちに、タオルの入ったカゴと水の入った水桶を持って戻ってきた。

　服装もドレスではなく、普段着姿になっている。

　バレッタはタオルを水桶で絞ると、アロンドに差し出した。

「これでお顔を
拭
 ふ

 いてください。動けそうですか？」

「あ、ああ。大丈夫だ。ありがとう」

　バレッタは嫌な顔一つせず、床にこぼれた
吐
 と

 
瀉
 しや

 物を手際よく拭き取る。

　アロンドはそんな彼女の様子を、どこかぼんやりとした様子で見つめていた。

「大丈夫ですか？　まだ気分が悪いとか……」

「あ、いや、気分はもう大丈夫だよ。ちょっとぼうっとしちゃってさ」

　心配そうなバレッタの視線を受け、アロンドは慌ててタオルで口を
拭
 ぬぐ

 った。

　バレッタは汚れたタオルをカゴに入れ、もう一度床とソファーを確認した。

　幸い、ソファーはほとんど汚れておらず、
綺
 き

 
麗
 れい

 に拭き取ることができたようだ。

「窓を開けて空気を入れ替えますね。寒くなるので、このひざ掛けを巻いて少し我慢しててください」

　バレッタはアロンドにひざ掛けを渡し、窓を開けた。

　粉雪交じりの冷たい風が、びゅうっと部屋に流れ込む。

　
暖
 だん

 
炉
 ろ

 の炎がゆらゆらと揺れ、壁に掛けられていた
燭
 しよく

 
台
 だい

 の炎がふっと消えた。

「やっちゃった……ごめんなさい、少しの間だけなので」

「大丈夫だよ。それより、キミも寒いだろ？　こっちにおいでよ」

「えっ！　そ、それはちょっと……」

　バレッタが即座に断ると、アロンドは一拍置いて、ああ、と頭をかいた。

「いや、ごめん。俺まだ服がゲロまみれだもんな。はは、何言ってるんだか……」

「あ、いえ、そういうことでは……」

　バレッタがそこまで言った時、ばん、と扉が開いた。

「アロンドさん！　大丈夫で……暗っ!?
 　寒っ!?
 」

「カ、カズラ様!?
 」

　部屋に入ってきたのは
一
 かず

 
良
 ら

 だった。

　アロンド用にと適当に
見
 み

 
繕
 つくろ

 ってきた着替えを小脇に抱え、空の水桶と湯気の立ち上る銅のピッチャーが入った木箱を持っている。

　なぜか服の上からエプロンをつけており、腕まくりまでしていた。

「よかった、飲み過ぎて倒れちゃったわけではないんですね。吐いたって聞いたから、心配しましたよ」

　ほっと胸をなでおろす
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが駆け寄る。

「少し前までは歩けないくらいふらついていたんですけど、だいぶ良くなったみたいです。着替え、ありがとうございます」

「うん。大き目のやつを選んできたんだけど、アロンドさんのサイズに合うかな？　とりあえず窓を閉めましょうか」

　窓をバレッタに任せ、
一
 かず

 
良
 ら

 はテーブルに向かうと木箱を置いた。

　棚から新しいコップを取ってきて、ピッチャーからお湯を注ぐ。

「ええと、確か飲みすぎの時はハイビスカスとミントでいいんだったよな……く、暗い」

「ごめんなさい、今火を……あ、あれ？　ここの
暖
 だん

 
炉
 ろ

 、火かき棒しかないです。火箸ないのかな……」

「それならここにライター……じゃなくて、廊下の
燭
 しよく

 
台
 だい

 から火を取ってきたらいいですよ」

「あ、そうですね。あと、ハーブティーより先にアロンド様に着替えを……」

「いけね、そうだった」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はハーブの袋を置き、着替えを持ってアロンドの下へと向かう。

　バレッタは
燭
 しよく

 
台
 だい

 の
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 を取って廊下へ出ると、火を灯してすぐに戻ってきた。

「すみません、うっかりしてて。はい、上着の替えです。ズボンは大丈夫みたいですね」

「ありがとうございます……あの、どうしてカズラ様が……」

「調理場で皿洗いを手伝っていたら、バレッタさんが水桶を取りに来たんです。そこで、アロンドさんの様子を聞いて」

「そ、そうだったのですか。お恥ずかしいところをお見せしてしまい、申しわけございません。しかし、カズラ様にこのようなことをしていただくわけには……」

　ふらふらと立ち上がろうとするアロンドを、
一
 かず

 
良
 ら

 は「まあまあ」と押しとどめる。

「そんなこと気にしないでください。あと、このことは私とバレッタさんしか知らないので、安心していただいて大丈夫です。服も今夜中に洗濯して、朝までには乾かしてお返ししますね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、アロンドは心底驚いたような表情になった。

「そこまで気を使っていただけるとは……感謝の言葉もございません」

「お礼ならバレッタさんに言ってあげてください。他の人に気づかれないようにって、気を回してくれたのは彼女ですから」

　そう言われ、アロンドは
燭
 しよく

 
台
 だい

 に火を移すバレッタに目を向けた。

　バレッタはその視線に気づき、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「さて、酔い覚ましに効く薬湯を
淹
 い

 れますね。たぶん、これを飲めばすぐに全快すると思います。ちょっと待っててください」

「カズラさん、私、お洗濯してきちゃいますね。アロンド様のこと、お願いします」

「了解です。部屋の木箱にドライヤーが入ってるんで、それ使って乾かしちゃってください」

「分かりました」

　バレッタはアロンドにぺこりと頭を下げると、小走りで部屋を出て行った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその背を見送り、使い捨てのティーバッグにハーブを詰める。

「これ、少しすっぱくて驚くかもしれませんが、飲みすぎにはとてもよく効くんです。……あ、すっぱいものは平気ですか？　苦手なら別のものを考えますけど」

「……」

「アロンドさん？」

　ぼうっとした様子でバレッタの出て行った扉を見つめるアロンドに、
一
 かず

 
良
 ら

 が小首を傾げる。

「あ、いえ……あの、一つお聞きしてもよろしいでしょうか」

「なんです？」

「もしかして、彼女はカズラ様の
妾
 めかけ

 なのですか？」

「えっ!?
 　ち、違いますけど？」

　思わず手を止めて
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、アロンドははっとした様子でばつの悪そうな顔になった。

「も、申しわけございません。いきなり何を聞いてるんだ俺は……その、ずいぶんと仲が良さそうに見えたもので」

「は、はあ」

「リーゼ様ほどの女性と恋仲とあっては、他の女に目が向くはずもないですよね。失礼なことを聞いてしまい、申しわけございませんでした。まだ
酷
 ひど

 く酔っているようでして……私がこのような質問をしたということは、どうかリーゼ様には内緒にしていただきたく……」

「あの、この間も言いましたけど、俺とリーゼはそんな仲じゃないんですって。誤解ですから」

「分かっております。そのことを話の種にするような真似はけっしていたしませんので、ご安心ください」

「いや、まったく分かってないですよね？」

　その後も
一
 かず

 
良
 ら

 は何度もリーゼとの仲を否定したのだが、アロンドは明後日の方向に勘違いしたままだった。

　

　それから数十分後。

　たっぷりとハーブティーを飲んだアロンドは、すっかり体調を持ち直していた。

　真っ赤だった顔色も元に戻り、
若
 じやつ

 
干
 かん

 まとまりがなくなっていた言動も正常な受け答えができるようになっていた。

　アロンドはコップをテーブルに置くと、ふう、と息をついた。

「貴重なお薬を分けていただき、ありがとうございました。これほど効く薬があるとは……おかげで、すっかり良くなりました」

「よかった。今日はこのまま家に帰って、暖かくしてゆっくり休んでください。体も疲れてると思いますし」

「いえ、私はこのままもう一度宴に行ってまいります。まだ
挨
 あい

 
拶
 さつ

 がほとんど終わっていないので、急がなければ」

「えっ、また行くんですか!?
 　今日はもう帰って休んだほうが……」

　驚く
一
 かず

 
良
 ら

 にアロンドは苦笑を向け、立ち上がった。

「いえ、そういうわけにもいかないんです。こればかりは、やらずにおくというわけにはいかないので……カズラ様は、宴には出ないのですか？」

「えっと、私はああいった場所が苦手で……」

「そうですか……あの、失礼ですが、まだ一度も顔を出していないのですか？」

「ええ、ずっと調理場で皿洗いを手伝っていたので」

「そ、そうですか……しかし、せめてリーゼ様にだけでもお会いになられたほうが……」

「うーん……でも、向こうに行くと面倒なことになりそうですし、顔は出さないでおこうかと」

「面倒なこと……ああ、確かに」

　アロンドは
頷
 うなず

 いたが、心配そうな顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた。

「ですが、今頃リーゼ様は一人でたくさんの殿方に囲まれて苦労なされているはずです。せめて、遠くから手を振るくらいはしてさしあげたほうがよいと思いますが」

「いや、それでもやっぱり……」

「なら、カズラ様は入口で待っていてください。私がリーゼ様の下へ行って、カズラ様のことをお伝えしますから、目があったら手を振ってあげてください。さあ、行きますよ」

　そう言い、アロンドは
一
 かず

 
良
 ら

 の手を取った。

「えっ!?
 　いや、毎日顔を合わせてるんですから、わざわざそんなことしなくても」

「いいえ、それとこれとは話が別です。カズラ様といえども、今日だけは私に従っていただきます」

　困惑した様子で引きずられるようにして立ち上がる
一
 かず

 
良
 ら

 に、アロンドは苦笑した。

「カズラ様、女という生き物はこういったちょっとしたことを、いつまでも、それこそ何十年でも覚えているものなのです。
侮
 あなど

 ってはいけませんよ」

「いや、侮るとかそういうことじゃなくてですね」

「まあまあ、悪いようにはしませんので、騙されたと思って私の言うとおりにしてください」

　アロンドは
一
 かず

 
良
 ら

 の手をぐいぐいと引っ張り、半ば無理やり部屋から連れ出すのだった。

　

　その頃、バレッタは小雪の舞う中庭の洗い場で、１人で洗濯をしていた。

　ごしごしと汚れを落とし、水を絞ってカゴに放り込む。

　かじかむ手に息を吐きかけ、一息つくと屋敷を振り返った。

　閉じられた板窓からは、楽しげな人びとの喧騒が響いてくる。

「はあ……ドレス、カズラさんに見てもらいたかったな」

　小さく肩を落とし、とぼとぼと屋敷へと戻る。

　建物内へと続く扉を開けようとした時、先に勢いよく扉が開き、小さな人影が飛び出してきた。

　ごん、とその人物の額がバレッタの鼻っ面にぶつかり、鈍い音が辺りに響いた。

「きゃっ！　バ、バレッタ様！　申しわけございません！」

「あうぅ……今日はこんなのばっかり……」

　バレッタは涙目で鼻を押さえ、その声の主に目を向けた。

「……マリーちゃん？　どうしたの？　何かあったの？」

　そこには、水桶を持ったマリーが立っていた。

　泣きはらしたかのように
瞳
 ひとみ

 は真っ赤になっており、表情も暗い。

「い、いえ……その……」

「……とりあえず中に入ろっか？」

「……はい」

　室内に入って扉を閉め、マリーに目を向ける。

　どうしたのかと声をかけようとした時、彼女が何かを持っていることに気が付いた。

　それが所々に赤い染みの付いたハンカチだと分かり、バレッタは驚いてマリーの顔に目を向けた。

「それ……血？」

「……」

「どこか
怪
 け

 
我
 が

 してるの？　それとも、誰か他の人の？」

「……ハベル様……が……」

　そこまで言ったところで、マリーの
瞳
 ひとみ

 から涙があふれた。

　バレッタはマリーの両腕を掴み、少し腰をかがめて目の高さを合わせた。

「ハベルさんが
怪
 け

 
我
 が

 をしてるの？　傷は
酷
 ひど

 いの？」

　バレッタの問いかけに、マリーはぶんぶんと首を振る。

「大した
怪
 け

 
我
 が

 じゃないのね？」

　こくりと
頷
 うなず

 いたマリーに、バレッタはほっと息をつくとマリーの腕から手を放した。

　そして、ほっとすると同時に、ふと数十分前に見たアロンドの拳に付いていた血のことが頭に浮かんでいた。

「……あの、もしかして」

　バレッタはそこまで言いかけて、言葉を止めた。

　もし本当にアロンドとハベルの間で何かがあったとして、自分がそれを問いただしていったい何ができるというのだろうか。

　ただ
余
 よ

 
計
 けい

 にマリーを苦しませることになるのでは。

　そんな考えが頭をよぎる。

「……申しわけございません。失礼いたします」

「あっ……」

　バレッタが口ごもっていると、マリーは
袖
 そで

 で涙を
拭
 ふ

 き、バレッタに一礼して外へと出て行った。

　バレッタは数秒立ち尽くし、小さく首を振ると
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋へと足を向けるのだった。

　

　翌朝。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは、２人して屋敷の入口でアロンドを待っていた。

　屋敷の中からは、目の下にクマを作った大勢の貴族たちが次々と広場に出て行っている。

　皆が疲労
困
 こん

 
憊
 ぱい

 といった様子で、互いに別れの
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を交わしながらも、表情筋が固まってしまって笑顔が引きつっていた。

　中には酒の飲みすぎで歩くのもおぼつかない者もおり、彼らは従者に支えられながらなんとか馬車に乗り込んでいっている有様だ。

「ううむ、まさに死屍累々って感じだな……貴族ってのも大変なんだな」

「昨日の夕方から今まで、皆さんずっとお酒を飲み続けていたんですもんね……」

　２人も昨晩は一睡もしておらず、あの後一緒に
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋でアロンドの服を乾かした後は、調理場で皿洗いを手伝っていた。

　
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちも総動員で料理や洗い物、そして飲みすぎで体調不良を訴える貴族たちの世話をしていたのだが、その様子はまさに戦場だった。

　この場で元気なのは、主人の金で目一杯街で遊び、宿屋でしっかり休んできた従者や使用人たちだけである。

「カズラッ！」

　２人でその様子を眺めていると、屋敷の中からリーゼが満面の笑みで駆け寄ってきた。

　目の下に少しクマがあるが、他の者たちに比べればかなり元気そうだ。

「おー、お疲れ。元気そうだな」

「うん。少し眠いけど、大丈夫だよ」

「たくましいなぁ。今朝までどれくらい飲んだんだ？」

「んー、コップで30
 杯は飲んだかな？　よく覚えてないや」

「の、飲みすぎだろ、それ。大丈夫なのか？」

「別にこれくらいなんともないよ。同じ人に２杯以上注がれたら倍の量を注ぎ返すようにしてたから、深夜過ぎた頃には誰も最初の１杯以外は勧めてこなくなったし。お酒はもう抜けてるよ」

「お前の肝臓はどうなってるんだ……それだけ強ければ、よほどのことがない限り酔いつぶされないな」

「うん、それだけは自信あるよ。ていうかさ、ちょっと聞いてよ。明け方に私専用の休憩室に行ったらさ、誰かが勝手に使ったみたいで、吐いたみたいな変な臭いが少ししてさ。もう最悪だった」

「お、おう。そりゃ大変だったな」

　そんな話をしていると、屋敷からアロンドが出てきた。

　彼は３人の姿を見つけると、笑顔で歩み寄ってきた。

　やや疲れた顔をしてはいるが、体調は良さそうだ。

　彼はリーゼに丁寧に頭を下げると、カズラに向き直った。

「カズラ様、昨晩はありがとうございました」

「アロンドさん、お疲れさまでした。
挨
 あい

 
拶
 さつ

 は済ませられましたか？」

「はい。おかげさまで、何とか一通り済ませることができました」

「アロンド様、これを」

　着替えの入った布袋を、バレッタが差し出す。

「ん、ありがとう。すまなかったね」

　それを受け取ろうと差し出されたアロンドの右手を、バレッタはちらりと見た。

　手の甲には、やはり傷は見当たらない。

「今日はゆっくり休めそうですか？」

「はい、そのつもりです。といっても、午後からはまた出かけないといけないのですが」

　その
台詞
 せりふ

 に、
一
 かず

 
良
 ら

 はぎょっとした。

「ご、午後からって、さすがに今日は休んだほうがよくないですか？」

「こういったことには慣れていますので。お気遣いいただき、ありがとうございます」

　心配する
一
 かず

 
良
 ら

 に、アロンドは爽やかに
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　そうして「それでは」、と３人に頭を下げ、自分の馬車へと歩いて行った。

「あれ？　カズラじゃねえか」

　その声に、３人が屋敷の入口へと振り返る。

　そこにいた見知った顔に、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは「あっ」と声を上げた。

「ルグロさんじゃないですか。どうしてここに？」

　そこには、他の貴族たちよりもひと際
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な衣装に身を包んだルグロが立っていた。

　彼らの周囲には、護衛の兵士や従者が10
 人近くもいる。

　リーゼはルグロの姿を認めた途端、さっと彼に向き直って丁寧に礼をした。

　彼女の態度に
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタもなんとなく状況を察し、慌てて礼をする。

「どうしたもこうしたも、宴に出てたんだよ。……って、おいおい、そんなかしこまったことすんなって」

「ちょ、ちょっと！」

　気さくに話すルグロの後ろから、焦り顔のティナが顔を出した。

　さらにその後ろでは、彼女たちの４人の子供が不思議そうに
一
 かず

 
良
 ら

 たちと母親を交互に見ている。

　ティナは
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタに気づくと、驚いたような顔になった。

「ん？　……あ！」

　ティナの呼びかけを受け、ルグロは周囲を通り過ぎていく貴族たちの視線に気づき、しまった、という顔をした。

　慌てた様子で表情を引き締め、再び
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直る。

「いや、失礼した……近いうちに昨晩の礼をしたく思うゆえ、折をみて王都に来るがよかろう」

「はい？」

　よく分からない
台詞
 せりふ

 回しに、
一
 かず

 
良
 ら

 がいぶかしんだ声を上げる。

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 に構わず、ルグロは回れ右をすると、皆を引き連れて広場に待機している馬車へと歩いて行った。

　リーゼが頭を下げてそれを見送っているので、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタもそれに倣う。

「……ちょっと、いつの間にあの人と知り合いになってたの？」

　しばらくしてリーゼは頭を上げると、さっそく
一
 かず

 
良
 ら

 に問いかけた。

「いや、昨日の夜に街の食事処でたまたま相席したんだよ。もしかして偉い人なのか？」

「偉いも何も、第一王子のルグロ殿下だよ。この国の王子様」

「「えっ!?
 」」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタが揃って驚いた声を上げると、リーゼは納得したような表情になった。

「昨日、宴が始まった直後から殿下と妃殿下がいないって何人かが捜し回ってたみたいだったんだけど、そういうことだったんだ。どうりで、夜中過ぎまで姿を見なかったわけだわ」

「宴を抜け出して街で遊んでたってことか」

「そうみたいだね。結婚してからはだいぶマシになったらしいんだけど、若い頃は政務もろくにやらないでふらっとどこかへ姿を消すってことが日常茶飯事だったらしいよ。こんな大切な宴を抜け出すなんて、何考えてるんだか」

「そ、そりゃすごい話だな……」

「ティナさんは王女様だったんですね……」

「ティナさん？」

　バレッタのつぶやきに、リーゼが小首を傾げる。

「はい。ルグロ殿下の後ろにいた女性です」

「あの人はルティーナ妃殿下だよ。ティナっていうのは偽名じゃないかな」

「あ、なるほど……でも、ルグロ殿下はそのまま名乗っていたような……」

「まあ、本名を名乗ったからって王子様だなんて誰も思わないだろうし、気にしてなかったんじゃない？　何も考えてないだけかもしれないけど」

「……もしかして、リーゼってあの人のこと嫌いなのか？」

　言葉の節々にトゲがあるように感じ、
一
 かず

 
良
 ら

 が問う。

　リーゼははっとした様子で、少し険しくなっていた表情を緩めた。

　やってしまった、といった表情で、上目遣いに
一
 かず

 
良
 ら

 を見る。

「……顔に出てた？」

「顔にも口調にも出てたぞ」

「うー……」

　リーゼはへこんだ様子で肩を落とし、再びおずおずと
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げた。

「その……許せないの。自分の立場を何にも考えてないような、勝手な行動ばっかりとってるのが」

「……ええと、もっと自分の立ち位置を考えて振るまえってことか？」

「うん」

　リーゼは
頷
 うなず

 くと、彼らの去っていった方向へ目を向けた。

　馬車の前で、ルグロが子供たちと何かを話している様子が見て取れる。

「自分の立場が
窮
 きゆう

 
屈
 くつ

 で、全部放り出して好き勝手やりたいって気持ちはよく分かるよ。でも、親や臣下に迷惑かけてまでやったらダメでしょ？　替えが利く立場ならともかく、あの人は他に代わりがいないんだから。自分が背負ってるものが何なのかくらい、常に頭に置いておくべきだよ」

「……」

「な、何？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がじっと見ていることに気づき、リーゼがわずかに顔を向ける。

「いや、やっぱり真面目なんだなって思ってさ」

「……うう、やっぱり言わなきゃよかった」

「え？　なんで？」

「うー……」

　そうしていると、ルグロと話していた２人の子供たちが、小走りで
一
 かず

 
良
 ら

 たちの下へと戻ってきた。

　昨晩、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタの隣に座っていた、双子の姉妹のルルーナとロローナだ。

　２人は
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタの前まで来ると、同時にぺこりと頭を下げた。

「カズラ様、バレッタ様、お父様から言づてです」

「先ほどは申しわけございませんでした」

「いつでも構わないので、王城へ遊びにきてください」

「下町にある、
美味
 おい

 しいフルーツタルトのお店を紹介いたします」

「果物が
美味
 おい

 しくなる、秋の中旬がおすすめです」

「もちろん、秋でなくても歓迎いたします」

「は、はい。分かりました」

「ありがとうございます、とお伝えください」

　交互に話す姉妹に
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタが答えると、２人はにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　そうしてもう一度ぺこりと頭を下げると、手を繋いでルグロたちが乗り込んだ馬車へと走っていった。

「……なんか、あの人たちって王族どころか貴族って感じすらしないな」

「そうですね。でも、皆さんすごく仲良しで幸せそうです」

「……」

　去っていく双子をほのぼのと見送る２人とは違い、リーゼはわずかに顔をしかめていた。





第２章　真意

　

　十数日後の朝。

　ナルソン邸の作業部屋で、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアと２人で脱油機の中をのぞき込んでいた。

　脱油機は円筒形のもので、上蓋を開けて中に品物を入れる構造のものだ。

　スイッチを入れると中身が高速回転し、遠心力で水分を強制的に絞り出すのである。

　ちなみに、電源は外に置いてある発電機から引いている。

「これでよし。上手く
搾
 しぼ

 れるといいんだけど」

　一抱えほどの大きさの布袋を脱油機の中に入れ、ガチン、と上蓋をロックした。

　布袋の中身は、蒸してからおおざっぱに潰した豆である。

「ここの筒から油が出てくるのですか？」

　ジルコニアは脱油機の前にしゃがみこみ、下部に付いている排油用の筒をのぞき込んだ。

　当然ながら、筒の中は真っ暗だ。

「ええ、回し始めるとすぐに出てくると思いますよ。ジルコニアさんがスイッチを入れてみますか？」

「えっ、いいんですか？」

　タオルで手を
拭
 ふ

 きながら
一
 かず

 
良
 ら

 が言うと、ジルコニアが少し嬉しそうな声を上げた。

「どうぞどうぞ。そこの緑色のスイッチを押し込んでください」

　ジルコニアは立ち上がり、
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に来ると上蓋のスイッチに指を添えた。

　その姿を見て、ふと
一
 かず

 
良
 ら

 の心にいたずら心が芽生えた。

「そうだ、押し込む時は、『ポチっとな』と掛け声をかけてくださいね」

「な、何なんですかそれは。どうしてそんな掛け声を？」

「上手くいきますように、というおまじないみたいなものです。さあ、どうぞ」

「は、はあ」

　ジルコニアはスイッチに向き直り、指に力を入れた。

「ポチっとな」

　そんな気の抜けた掛け声でスイッチが押されると同時に、低い地鳴りのような音が脱油機から響き出した。

　ガタガタと音を立てて小刻みに揺れる脱油機に、ジルコニアは不安げな表情になる。

「あ、あの、これって大丈夫なんですか？　なんか壊れそうなくらい揺れてますし、音も……って、なんで笑いを噛み殺してるんですか!?
 　やっぱり、あの掛け声はいらなかったんでしょう!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の口元がニヤついていることに気づき、ジルコニアが顔を赤くする。

「す、すみません！　悪気しかなかったんです！　それより、ほら、油が出てきましたよ！」

「悪気『しか』って何です……あ、本当！　すごいです！」

　そんなやり取りをしていると、排油用の筒からチョロチョロと油混じりの液体が流れ出してきた。

　うっすらと黄色がかっており、日本で見るサラダ油のような色合いをしている。

　ジルコニアは筒の前に戻ってしゃがみ込み、先ほどのように穴をのぞき込んだ。

「おー、どんどん出てきます……普通は丸一日以上かけて
搾
 しぼ

 るので、これが一台あるだけで効率が跳ね上がりますね」

「そ、そんなに時間がかかるものなんですか……そういえば、これってなんていう豆なんです？」

「これは『冬マメ』という種類の豆ですね。収穫したてのものは採油用に使って、食用にするものは保存が利くように天日干しにするんです」

「へえ、天日干しですか。どんな料理に使えるんです？」

「スープとかお粥とか、煮込み料理に使うことが多いですね。故郷で暮らしていた頃は、冬場になると毎日豆のスープばかりで
飽
 あ

 き飽きしてました」

　そうして15
 分ほど脱油機を回し続け、ようやく液体が出てこなくなった。

　脱油機を止めてフタを開け、中から
搾
 しぼ

 りカスになった豆を取り出して桶に移す。

　新たな豆を袋に詰め、再び脱油機にセットしてスイッチを入れた。

「今日も雪が降ってるんですかね？」

「降ってるみたいですよ。洗濯物が外に干せなくて大変だって、エイラがぼやいてました」

　年が明けてからというもの、この辺りではほぼ毎日雪が降り続いていた。

　カラっと晴れた日は数えるほどで、街はすっかり雪化粧に染まってしまっている。

　気温もかなり低く、早朝に外へ出ると顔が痛いくらいの寒さだった。

「うーん、ここ最近ずっと雪ですね。毎年こんな感じなんですか？」

「いえ、今年は例年に比べてかなり雪が多いですね。夏場は
酷
 ひど

 い猛暑でしたから、その反動でしょうか」

「ああ、夏の暑さが
酷
 ひど

 いと、その冬は寒さが厳しくなるって私も聞いたことが……ジルコニアさん、なんか嬉しそうですね。いいことでもあったんですか？」

　どことなく声色に楽しげなものを感じ、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアに目を向けた。

　ジルコニアはしゃがみこんで液体が出てくる様子を眺めながら、にこにこと嬉しそうにしている。

「これだけ寒ければ、たくさん氷が取れるだろうなって思ったら嬉しくて。今から夏が楽しみです」

「そうですねぇ。
氷
 ひ

 
室
 むろ

 も
氷
 ひ

 
池
 いけ

 も上手く作れましたし、期待できそうですよね」

　山岳地帯に作られた
氷
 ひ

 
池
 いけ

 には、雪が降り始める前にしっかりと水を張ることができていた。

　ジルコニアの口利きでふもとの村に
氷
 ひ

 
室
 むろ

 の管理を任せることができたので、管理体制は万全である。

　このまま順調に寒い日が続けば、たくさんの氷を蓄えることができるだろう。

「天然氷を使ったかき氷がかかってますもんね。そろそろ冷蔵庫の試作も始めないと……そうだ、ジルコニアさん専用の
氷
 ひ

 
室
 むろ

 も今から作りますか？　かき氷用の氷がたっぷり貯蔵できる、少し大きめのやつを」

「あ、それいいですね……って、まるで私が食いしん坊みたいな言いかたですね」

「みたいなって……違うんですか？　もうそういうイメージが定着しちゃってるんですけど」

「ち、違いますよ！　勝手に変なイメージで固めないでください！」

「うそうそ、冗談ですって。ちょっとからかっただけですよ」

「もう……本当に冗談って思ってます？」

「思ってますって」

「何割くらい？」

「……５割くらい」

「半分本気じゃないですかっ！」

　
頬
 ほほ

 を膨らませて怒るジルコニアを、
一
 かず

 
良
 ら

 が笑いながら
諫
 いさ

 める。

　そんなことをしていると、部屋の扉が開いてアイザックが入ってきた。

　一抱えもありそうな大きな木箱を抱え、上蓋からはほかほかと湯気が立っている。

「カズラ様、追加の豆をお持ちいたしました。油
搾
 しぼ

 りは順調ですか？」

「ええ、順調ですよ。バレッタさんのスクリュープレスでも
搾
 しぼ

 れてますし、油の量産は上手くいきそうです」

　バレッタが設計したスクリュープレスは試作機が完成しており、今現在も絶賛稼働中だ。

　豆の収穫量がかなり多かったため、普段行われているような
圧
 あつ

 
搾
 さく

 （隙間の開いた木箱に豆を入れ、上に石などの重しを載せて油を
搾
 しぼ

 るやり方）では油の抽出が間に合わない。それを補うために、大急ぎで追加のスクリュープレスの生産に取り掛かっている状況である。

　その間の穴埋めとして、
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた脱油機を使っているというわけだ。

「よし、こんなもんかな」

　液体の排出が止まったので脱油機を止め、フタを開けて
搾
 しぼ

 りカスを取り出す。

　アイザックから豆を詰めた布袋を受け取り、脱油機に入れた。

　スイッチを入れて液体の排出が始まると、その光景にアイザックが「おお」と声を上げた。

「こんなに簡単に油が
搾
 しぼ

 れるとは……」

「すごいわよね。これ１台で、普段の数百倍は早く油が
搾
 しぼ

 れそう」

「そうですね、この調子なら油の価格が下がって市民の生活も……あ、そうだ。ナルソン様より伝言を預かっております。お２人とも、手が空いたら執務室に来て欲しいとのことです」

「執務室ね。何の用事かは聞いてる？」

「いえ、私は何も。ただ、少々深刻な顔をしておられましたので、明るい話題ではないかと」

　その言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニアは、なんだろう、とお互い顔を見合わせた。

　

「苦情？　バルベールから？」

「うむ」

　数分後、執務室にやってきた２人は、ナルソンの前に並んで座っていた。

　バルベール絡みの話と聞き、ジルコニアは険しい顔つきになっている。

「バルベールの国境沿いの小さな村が１つ、完全に破壊されたらしい。１人だけ生き残った者の証言によると、襲撃者は我が領の方向へと去っていったそうだ」

「たったそれだけの証言で、アルカディアの人間がバルベールの村を襲撃したと決めつけてきたってことですか？」

　驚いた表情で言う
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンが
頷
 うなず

 く。

「そうです。
野
 や

 
盗
 とう

 まがいの連中を野放しにするな、こちらに迷惑をかけるんじゃない、といった旨の苦情を入れられました。苦情と合わせて、賠償金の請求もされております。これが、彼らの使者が持参した苦情内容と賠償請求の覚書です」

「よくも、そんなでたらめを……！」

　その声に
一
 かず

 
良
 ら

 が目を向けると、ジルコニアが憤怒の形相で覚書を
睨
 にら

 みつけていた。

　彼女のこんな表情を見るのは、これで２度目だ。

「え、ええと、バルベールの言ってきていることが本当だという可能性はありますか？」

「まずあり得ないでしょう。バルベールへ向かうには国境沿いにある丘を通らなければならないのですが、そこには我が軍の
砦
 とりで

 があるうえに、所々に監視所を設けて常に兵士を巡回させています。
野
 や

 
盗
 とう

 がそんな危険な場所を通るとは思えません」

「その
砦
 とりで

 を大きく迂回するような経路はないんですか？」

「北西の山岳地帯かクレイラッツ側の山岳地帯を越えて行けば可能ですが、わざわざそんなことをしてまで我が国の国境に近いバルベールの村を襲いに行くメリットがありません。それに、今の時期に山越えなどしようものなら、バルベール領にたどり着く前に雪山で遭難死してしまうでしょう」

「奴らは挑発してきているのよ。10
 年前と同じように。村が破壊されたっていうのも、きっとでたらめか自作自演だわ」

　吐き捨てるように言うジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 とナルソンの視線が集まる。

「こちらが要求に応じなければ、それを口実に休戦協定を破って攻めてくるつもりよ。こちらも準備を整えないと」

「ふむ……」

　ジルコニアの意見に、ナルソンは腕組みして考え込む。

「ナルソンさん的には、どういった見解なんですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の問いかけに、ナルソンは数秒の沈黙の後で顔を上げた。

「ジルの言うとおり、これは敵方の挑発行為とも見て取れます。ですが、それにしてはずいぶんとやり方が乱暴だなと」

「乱暴……ですか？」

「ええ。乱暴というか、あまりにも雑に思えます。やり口が強引すぎて、相手方の目的がよく分かりません。こちらに反発させようとしているにしても、やり口が下手すぎるかと」

「ジルコニアさんがさっき言ったように、休戦協定の期限切れ前に攻めるための口実作りが目的というのは？　反発させるのが目的だから、細かいところは気にしてないとか」

「それもありえない話ではないのですが、そんなやり口で休戦協定を破ったとなれば、バルベールの外交面での信用は失墜します。我が国だけと休戦しているのならともかく、クレイラッツ、プロティア、エルタイルとも彼らは休戦中なのです。１国を攻めれば、直ちに全同盟国を相手取った全面戦争に発展します。同盟国だけではなく、前回の戦争に参加していなかった他国や、苦労して和平を結んだ
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 も態度を硬化させてしまうでしょう」

　ナルソンの見解を聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は首をひねった。

　休戦協定が結ばれてから今年で５年目になるが、バルベールから今回のようないちゃもんを付けられたことは一度もない。

　それがなぜ、ここにきていきなりこのような無茶苦茶な苦情を入れてきたのか。

　外交素人の
一
 かず

 
良
 ら

 には、ジルコニアの意見が一番しっくりくるように思えた。

「うーん……でも、念には念を入れて防衛体制を固めておいたほうがよくないですか？」

「本格的に防衛体制を固めるとなると、軍団を召集して準戦時体制に移行することになります。そうすれば、徴兵を行う関係で確実に経済は停滞します。これから経済が大きく活性化しようとしている矢先にそれを行うのは悪手だと私は考えますが」

「攻撃を受けてからでは遅いのよ。準備不足の状態で奴らの攻撃が始まったら、取り返しのつかないことになるわ」

　強い口調で訴えるジルコニアに、ナルソンがため息をつく。

「ジル、10
 年前から何度も言っているが、戦うには経済力が必要不可欠なのだ。徴募兵とその家族に支払う一時金、軍団を維持するための資金と食料、何につけても金が要る。準戦時体制に移行するということは、それが長期にわたって続くことになるんだぞ」

「そんなことは分かってる。でも、万が一に備えて戦う準備はしておくべきでしょう？　準戦時体制だなんて大がかりな体制に今すぐ移行しろとは言わないけど、一部の市民だけでも徴募して、訓練を行わせておくべきよ」

「こういった事態を補うために国境沿いに
砦
 とりで

 を造っているのだろうが。常備の兵も２個中隊（６００人）置いているし、３０００人近い労働者も生活しているんだぞ。そのうえ、現地にはイクシオスが常駐している。万が一彼らが攻めてきたとしても、
砦
 とりで

 に増援を送れば確実に撃退できるだろう」

「バルベールが攻撃してくると判明した後でも、イステリアからの増援が間に合うってことですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の質問に、ナルソンが
頷
 うなず

 く。

「間に合います。緊急となれば
予
 よ

 
備
 び

 
役
 えき

 を強制召集して、急ごしらえの軍団にはなりますが数日のうちに
砦
 とりで

 に駆けつけることができるでしょう。よほどのことがない限り、遅くとも敵の攻撃が始まる十数日前には到着できます」

「こちらが敵方の動きを察知できないということは？　いきなり
砦
 とりで

 が攻撃を受けたら、常駐している部隊だけでは耐えられないのでは？」

「それもあり得ないでしょう。バルベールという国は、大きな行動を起こす前に元老院での採決が必要なのです。その採決を経て、執政官が軍団の総司令官として戦地へ赴いて全軍の指揮を執ったり、首都から各軍団に指示を出すのです。敵国に大攻勢をかけるとなれば、あちこちに点在させている軍団にも指示を出すはずですし、その動きは大々的なものになります。我々がそれを察知できないはずがありません」

「ああ、だから前回の戦争の時は事前に防衛体制を整えることができたんですか……」

　国の仕組みが違うためか、バルベールはアルカディアに比べて大きな行動を起こすのに時間が掛かるようだ。

　アルカディアは地域ごとの領主の権限が非常に大きく、それぞれの領主がほぼ独裁的な統治を行っているので、物事の判断から行動までが早いのだろう。

「でも、もしかしたら敵方はすでに鉄製の装備を全軍に配備し終えているのかもしれないし、奴らが動き出してからでは徴募兵の訓練期間が……」

「ジル、お前の言い分も分かるが、今の時点でそこまで事を進める必要はない。外交官を送って話を収めることも十分可能だろう。それに、休戦協定の期限までまだ３年以上あるんだぞ。鉄器を手に入れたバルベールは、時間が経てば経つほど我々と戦力差を広げることができると考えているだろう。そう簡単に、協定破りをしてまで攻めてくると思うか？」

「だ、だけど、もし私たちが鉄の精製を始めていることを彼らが知っているとしたら？　こっちが鉄器をそろえる前に攻めてこようって考えてもおかしくないでしょう？」

「それにしたって、鉄器をそろえるのにもかなり時間が掛かることは彼ら自身よく分かっているだろう。なにせ、彼らは我らのように
高
 こう

 
炉
 ろ

 を持っているわけではないんだからな。あちこちに
炉
 ろ

 を大量に並べているわけでもないし、
高
 こう

 
炉
 ろ

 の存在も秘匿している。こちらが鉄器の大量生産を行っているとは考えてもいないさ。もうしばらくして鉄器の流通が始まった後でも、それは変わらんよ」

　ジルコニアは再び何かを言いかけたが、口を閉ざすと視線を膝に落とした。

「しかしそうなると、苦情を入れてきた目的は何なんですかね？」

「そうですな……ただ単に嫌がらせをしてきただけか、そういった行動を取らなければならない何らかの理由が相手方に生じたかのどちらかでしょう」

「相手方の国内の都合ですか。なるほど、そういう考え方もあるんですね」

「はい。例えば、バルベール軍の一部が反乱または暴徒化して付近の村を襲ってしまい、その事実を
隠
 いん

 
蔽
 ぺい

 するためにこちらに因縁を付けてきたという可能性もあります。バルベール国民も、アルカディアに襲われたと説明を受ければ納得……」

　ナルソンはそこまで言いかけて、しまった、といった表情で言葉を止めた。

　ジルコニアは相変わらず、膝に視線を落としたままだ。

「……ナルソンさん？」

「い、いえ、申しわけございません。とにかく、バルベールの動向にはより注意をはらうようにいたします。相手方への対応は、国境付近の警備を増強する旨を提示することとします」

「賠償金の請求についてはどうします？」

「突っぱねます。証拠も何も提示されていないので」

「分かりました。……あの、もしもの話なんですが、バルベールが休戦協定を無視して攻撃してくると仮定した場合、ナルソンさんはどれくらいの時期になると考えているんですか？」

「休戦協定を破ること自体可能性は低いとは思いますが、破るとしたら早くても１年後の夏以降でしょう。入ってきている情報では執政官が昨年の夏頃に交代したばかりですし、新しい執政官の１人は元老院よりも市民の意見を重視する人物のようです。そんな状況のなかで彼らが大それた行動を起こすとは思えません」

「なるほど……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 きながら、隣でうなだれているジルコニアをちらりと見やった。

　何か言いたいことがあるのを我慢しているかのように、ぐっと口を閉ざしている。

　話の流れに納得していないのは間違いないだろう。

「ジル、不満はあるかもしれんが、たとえ一部の市民だけだとしても徴募などしたら、国中にいらぬ不安を広げてしまうことになる。復興に盛り上がっている熱も一気に冷めてしまうだろう。分かってくれ」

　ナルソンがそう言うと、ジルコニアは小さく息をついてから顔を上げた。

「……大丈夫よ。分かってる。出過ぎたことを言ってごめんなさい」

　少し困ったように
微
 ほほ

 
笑
 え

 みながら言う彼女に、ナルソンは「やれやれ」といったふうに息をついた。

　そんな２人をよそに、
一
 かず

 
良
 ら

 の胸にはすっきりしないものがうずまいていた。

　

　一方その頃。

　街なかにある大工工房では、バレッタとアロンドがスクリュープレスの製造を見守っていた。

　本来ならばアロンドがこの場に来る予定はなく、作業
進
 しん

 
捗
 ちよく

 の確認はバレッタが１人で行う予定だった。

　だが、バレッタが工房に来るという話をどこからか聞きつけたアロンドが、彼女が来るよりも先に工房で待機していたのだ。

「なるほどねぇ。こういう仕組みなら、少ない力でゆっくり油を
搾
 しぼ

 れるのか」

　大工職人の手によってスクリュープレスが組み立てられていくさまを、アロンドは感心した様子で見つめる。

「部品は工房ごとの個別製造で効率がいいし、この分ならすぐに数をそろえられそうだね。現場の評判も上々みたいだし、キミの設計は大したものだよ」

「ありがとうございます。では、私はそろそろ……」

「そうそう、ちょっとキミに頼みたいことがあるんだよ。あまり時間は取らせないからさ、少し手伝ってくれないかな？」

「は、はい」

　帰ろうとしたところを引き留められ、バレッタは
若
 じやつ

 
干
 かん

 引きつった笑みを返した。

　年が明けてからというもの、バレッタは幾度となくこうしてアロンドにあちこちへと連れ出されていた。

　初めのうちはちょっとした手伝いだけで、数分立ち話をした後には解放されていたのだが、最近では徐々に拘束時間が長くなってきていた。

　つい数日前も、「作業工程の相談をしたい」と言われて
小
 こ

 
洒落
 じやれ

 た飲食店に連れて行かれ、そのまま２人で昼食をとることになってしまった。

　バレッタとしては、アロンドから仕事を頼まれたり相談を持ち掛けられることは一向に構わない。

　構わないのだが、それに付随してデートのようなことをさせられることに関しては、正直かなり困っていた。

「あ、でも、そろそろお昼だし、一緒にどこかで食事でもしながら話そうか。屋敷には使いを出しておくよ」

「えっ、あの、それなら食事を済ませた後にしていただけると……戻ってカズラさんの昼食の支度をしないといけないので……」

「まあまあ、いいじゃないか。代わりの人間がいないわけでもないんだしさ」

　アロンドは軽い調子で言いながらバレッタの背に手を添えると、そのまま外へと連れ出した。

　バレッタは仕方なしに、停められていた馬車に乗り込む。

　すると、アロンドは当然のようにバレッタの隣に腰かけた。

「ここから少し離れてるけど、
美味
 おい

 しい肉料理を出す店があるんだ。今日はそこで……」

「あ、あの！　できれば近いところで……」

「……キミさ」

　思わず意見を出したバレッタに、アロンドは少し困ったような表情を向けた。

「彼のことは、諦めたほうがいいと思うよ」

「え？」

「カズラ様のことだよ。無理だってことは分かってるんだろ？　あんなに仲のいい２人の間に、どうやって割り込もうっていうのさ」

　突然の物言いに、バレッタはぽかんとした表情でアロンドを見た。

　アロンドは苦笑して、「ごめん、ごめん」と謝ってみせる。

「でも、相手がリーゼ様じゃ、キミに勝ち目はないと思うよ。
妾
 めかけ

 でもいいってキミは思ってるかもしれないけど、リーゼ様やナルソン様がそんなこと許すはずがないしさ。折をみて適当な額の金を押し付けられて、そのまま村に帰されるか遠い街に飛ばされるかがオチだよ」

「……」

「彼のことは辛いかもしれないけど、せっかく手にした出世のチャンスを棒に振るのはもっと嫌だろ？　このままいったら、絶対にそうなると断言してもいい。そんな目に
遭
 あ

 うくらいなら、さっさと彼のことは諦めたほうがいいんじゃないかな」

「……何が言いたいんですか」

　声のトーンを落としたバレッタに、アロンドは
微
 ほほ

 
笑
 え

 みかける。

「俺のところに来なよ。出世は約束するし、いずれキミの家族もイステリアに住めるように手を回そう。家族共々、この街で一生裕福な生活を送らせてあげるよ。キミが俺のものになってくれるなら、ね」

「……」

「どうだい、悪い話じゃないだろう？　幸い、キミが望めば俺の下に付けてくれるみたいなことをカズラ様は言ってたしさ。何なら、俺からカズラ様に伝えてあげても……」

「どうして」

「うん？」

「どうして、そんなお話を？」

　静かな口調のまま、バレッタが問う。

　アロンドは数瞬、考えるように「んー」と
唸
 うな

 った。

「キミをすごく気に入った……いや、好きになったから、かな。なんとしても俺のものにしたいくらいに」

　バレッタは真顔のまま、アロンドの
瞳
 ひとみ

 をじっと見つめる。

　その眼差しに、アロンドは
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを消して真剣な表情で口を開いた。

「正直、打算もあるよ。キミはカズラ様やナルソン様のお気に入りだし、リーゼ様とも仲がいい。なにより、道具や機械の発明にかけては抜きんでた才能を持ってる。キミが俺の右腕になってくれるなら、将来的にいいことずくめだろう。でも、それはおまけみたいなものだよ。俺は、キミのような優しくて賢い女性に隣にいて欲しいんだ」

　その
台詞
 せりふ

 に、バレッタの
瞳
 ひとみ

 が少しだけ揺れたようにアロンドには見えた。

「どうかな、屋敷を離れて俺のところに……」

「ごめんなさい！」

　アロンドが言い終わる前に、バレッタが勢いよく頭を下げた。

　予想とは正反対の反応に、アロンドは口を開いたまま固まってしまう。

「本当にいいお話ですが、お受けすることはできません。私なんかにもったいないお話、本当にありがとうございました。今日はこれで失礼いたします」

　バレッタは頭を下げたまま一息に謝罪を述べると、アロンドの顔を見ないように振り返って馬車の戸に手をかけた。

　アロンドは慌てて、バレッタの肩を掴んで引き留める。

「ちょ、ちょっと！　まだ走行中……じゃなくて、どうしてダメなんだ!?
 　いったい、何が気に入らないんだよ!?
 」

　バレッタはアロンドにわずかながら振り返ると、少し寂しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「気に入るとか気に入らないとかじゃ、ないんです」

「じゃ、じゃあ、どうして!?
 」

　バレッタは正面に向き直り、戸を開けた。

　ガラガラと地面を転がる車輪の音が、ひと際大きく室内に響く。

「……私は、あの人じゃないとダメなんです」

　言い終えると、バレッタはぴょんと馬車から跳んだ。

　器用に地面に着地し、あっという間にその姿が戸口の景色から消える。

　アロンドはしばらく戸口を見つめ、開きっぱなしになった戸に手を伸ばし、ばたんと勢いよく閉めた。

　どかりと腰を下ろし、チッと舌を鳴らす。

「普通、あれだけ言われたら、少しくらいは揺れるだろ」

　すこぶる不機嫌な声で、つぶやいた。

　

　その頃、ナルソン邸の作業部屋では、アイザックが脱油機に豆をセットしていた。

　上蓋をしっかりとロックし、電源ボタンを押す。

　地鳴りのような音とともに油が出てくる様子を見守っていると、部屋の扉が開いてマリーが入ってきた。

　両手には、２段重ねにされた大きな木箱を抱えている。

　マリーは木箱の脇から顔をのぞかせると、アイザックに小さく頭を下げた。

「追加の豆をお持ちいたしました。カズラ様とジルコニア様はしばらく戻られないので、その間、アイザック様は作業を続けるようにとのことです。私は昼食の支度の時間までお手伝いいたします」

「ん、分かった。その豆はこっちに持ってきてくれ」

「かしこまりました」

　マリーはスタスタとアイザックの下まで来ると、丁寧な動作で木箱を下ろした。

「……ふむ」

　アイザックは今しがたマリーが置いた木箱に手を伸ばし、彼女がそうしていたようにそれを２つまとめて抱え上げた。

　そのずっしりとした重みを確かめるように木箱を見つめ、ちらりとマリーに目を向けた。

「こんな重いもの、よく持ってこれたな」

「えっ？　は、はい！」

「重くなかったか？」

「お、重かったですが、ギリギリ持てるくらいで……」

「そうか」

　アイザックは木箱を下ろすと、脱油機に目を向けた。

　ガタガタと揺れる脱油機を、２人並んで黙って見つめる。

「……最近」

「はい？」

　しばらくの沈黙の後、脱油機に目を向けたまま言葉を発したアイザックに、マリーは顔を向けた。

「最近、何かあったのか？」

「えっ？」

「ここ１カ月くらい、ずっと元気がないように見えてな」

「い、いえ、特にそのようなことは……」

「ハベルと、何かあったんじゃないのか？」

「えっ」

　驚いた声を上げるマリーに、アイザックはちらりと目を向ける。

「やはりそうか。最近、お前たちが妙にぎくしゃくして見えたんだ。あいつにもそれとはなしに聞いてみたんだが、とぼけられてしまってな。ずいぶん経っているが、まだ解決しないのか」

「……」

　マリーはうつむき、足元に視線を落とす。

　アイザックも脱油機に目を戻した。

「何があったのか知らないが、１人で悩んでいても解決しないことなのだろう？　誰かに話してみるのもいいかもしれないぞ。愚痴って気分が切り替えられることもあるからな」

　きっとハベルと喧嘩でもしてしまったのだろう、と見当をつけて、軽い調子でアイザックは言う。

　マリーは返事もせず、うつむいたままだ。

「話せる相手がいなければ、俺に話してくれてもいいぞ？　絶対に他言なんてしないし、何なら俺が間に入ってあいつに説教してやったっていい。こんなかわいい妹を悲しませるなんて何事だ、ってな。はは……」

「……」

　まったく反応を返さないマリーに、アイザックは額に汗を浮かべて言葉を探す。

　思えば、日頃から彼女と顔を合わせているバレッタやエイラですら、おそらく何も聞き出せていないのだ。

　数えるほどしか会話をしたことがない自分に、マリーが悩みを打ち明けるはずがない。

　むしろ、逆に委縮させてしまっているのでは。

　そんな考えが頭をもたげる。

「そ、そうは言っても、やはり同じ女同士のほうが話しやすいか。まあ、あまり悩んでいても辛いだけだからな。折を見て誰かに話すなり、ハベルと話し合ってみるなり……」

「……本当に」

「ん？」

　かすれるような声が微かに耳に入り、アイザックはマリーに顔を向け、言葉を止めた。

　マリーはうつむいたままで、その表情を見ることはできない。

「本当に……秘密は守って、くださいますか？」

「あ、ああ！　もちろんだ！　祖先の名に誓おう！」

　即答するアイザックに、マリーはゆっくりと顔を向けた。

　マリーの
瞳
 ひとみ

 は涙で満ちており、今にもあふれてしまいそうだ。

「助けて……ください……」

　すがるような表情で、マリーは
懇
 こん

 
願
 がん

 した。

　

　数日後の深夜。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自室で一人、工作作業に勤しんでいた。

　中央部分を水に漬けた薄い板を
暖
 だん

 
炉
 ろ

 であぶり、じわじわと曲げる。

　先に曲げておいたもう１枚の板と重ね合わせ、中心を出す。

「むう、少しずれてるな。同じように曲げるのって難しいんだな……」

　ぶつぶつと独り言を漏らしながら、ノートパソコンの画面に目を向ける。

　そこには、持ってきた書籍を参考にしながら描き上げたクロスボウの図面が表示されていた。

「……」

　マウスをカチカチと操作し、別の資料を開いた。

　画面に映し出された資料の端には、『グリセア村徴兵名簿』と記載されている。

　数十人の名前と年齢が羅列されており、その中の半数ほどの名前には戦死（病死含む）を示す線が引かれていた。

　一番上にはバリンの名前が書かれており、その下には『シータ』という名前が書かれていて、線が引かれている。

　バレッタの母親の名前だ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は息をつくと、気を取り直して作りかけのクロスボウに目を戻した。

「意外と作るのに手間がかかるなぁ。……よし」

　パーツを何とか組み合わせ、クロスボウ試作１号機が完成した。

　弓部分は、薄い板を２枚重ねにして
蝋
 ろう

 と樹液を混ぜて作った接着剤で接合したものだ。

　板は１枚ずつ火で
炙
 あぶ

 ってまったく同じように曲げ加工しなければいけないため、工作素人の
一
 かず

 
良
 ら

 にとってはかなり難しい作業だった。

　持ち手の部分は木材を削って持ちやすくしたもので、後方に引き金が付いている。

　弓部分と持ち手部分の接合には釘を用いた。

「よし、試し撃ちしてみるか。ちゃんと飛ぶだろうか」

　用意しておいた木製の矢を持ち、弓の弦を掴んだ。

　力を込めて引っ張り上げ、引き金の留め具にセットする。

　中心に丸が書かれた板を壁際に置き、数メートル離れたところから狙いを定めて引き金を引いた。

　勢いよく矢が射出され、鈍い音とともに板の端に突き刺さる。

「あれ、思いっきり的の中心から外れてるな……軸がずれてるのかな」

　その場にしゃがみ込み、ぶつぶつと独り言を言いながらお手製クロスボウをこねくり回す。

　しばらくそうしていた時、ふと背後に気配を感じて、
一
 かず

 
良
 ら

 は振り返った。

　目の前数センチの位置に、エイラの顔があった。

「おわあっ!?
 」

「ひゃあっ!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の上げた大声に驚き、エイラがのけぞる。

「エ、エイラさん、いつの間にそこにいたんですか。心臓が止まるかと思いましたよ」

「も、申しわけございません。扉をノックしたのですが、ご返事がなかったので……入室した際もお声がけはしたのですが、お気づきになられなかったので……」

「マジですか。すみません、集中しすぎてたみたいで全然気づきませんでした……で、何か用ですか？」

「あ、えっと……調理場にお越しにならないので、どうしたのかな、って……」

　少し気恥ずかしそうに、エイラが言う。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はベッド脇に置いてある時計に目を向けた。

　針は、間もなく深夜１時を指そうとしている。

「うわ、もうこんな時間だったのか。すみません、待たせちゃいましたね」

「あ、いえ、私が勝手に待っていただけですから。カズラ様は、まだお仕事をされるのですか？」

「んー、そうですね。あと少しだけやろうかな。あ、でも、お茶もしたいな……」

「では、ここでお茶にいたしましょう。お菓子も持ってきてあるので、よろしければ召し上がってください」

　そう言って、エイラはテーブル上の銅のピッチャーを手に取った。

　どうやら、調理場からお湯を持ってきていたようだ。

　陶器のティーポットにお湯を注ぎ、茶葉が煮だされるのを待つ間に菓子の乗った皿をテーブルに並べた。

　今日の茶菓子はガレット（小麦粉にバターをたっぷり混ぜて焼き上げたお菓子）だ。

「お、ガレットですか」

「はい、昨晩見せていただいた本のものがとても
美味
 おい

 しそうだったので、さっそく作ってみました」

　初めて深夜のお茶会をした数カ月前の日から、
一
 かず

 
良
 ら

 が外出している日を除けば、２人は一晩も欠かすことなくお茶会を行っていた。

　別段２人で示し合わせているというわけではないのだが、お互いが気を使い合って調理場に顔を出しているうちに、いつしかそれが当たり前になってしまったのだ。

　昨晩は
一
 かず

 
良
 ら

 がお菓子のレシピ本を持ってきて、それを２人で読みながら１時間近く喋っていた。

「これは
美味
 おい

 しそうですね。バターはエイラさんが作ったんですか？」

「いえ、マリーちゃんにお願いして作ってもらいました。でも、作ってるうちに人が集まってきちゃって……」

　エイラは今日の昼休み中にマリーに頼んで、ミャギのミルクからバターを大量に作ってもらっていた。

　バターの作り方は至極単純で、生乳を煮詰めると浮いてくるクリーム状のものを集め、それを密閉された容器に入れてぶんぶんと何度も振るのだ。

　そうすると、べちゃっとした半固形状のものと水分とに分かれるので、半固形状のものを取り出して塩を混ぜ、数時間冷やせばバターの完成である。

　ちなみに、バター作りは今回が初めてではなく、数カ月前に調理場で
一
 かず

 
良
 ら

 とエイラとマリー、そして複数の
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちを交えて作ったことがあった。

　その時も容器を振る係はマリーだった。

「またバターを作ってるって言ったら、皆が自分も使いたいって言いだしたんです。しばらくはマリーちゃんが作ってくれてたんですけど、お昼休みが終わった後は見学していた警備兵さんがやることになって……『こんな大変な作業、マリーちゃんよくできたな!?
 』って驚いてました」

　バターを作るために容器を振る作業は、かなりの重労働である。

　マリーのように身体能力が強化された人間でなければ、連続して作り続けるのは難しいだろう。

「ああ、あれはきついですからね……あの、さっきはお茶したいなんて言いましたけど、時間大丈夫ですか？　明日も朝早いんじゃ……」

「私、明日はお休みなんです。特に予定もありませんし、夜更かししても大丈夫です」

「あ、そうなんですか。お休みなのか、いいなあ」

「カズラ様も、たまにはお休みを取られたほうがよろしいのでは」

「うーん、ナルソンさんたちが全然休まないんで、自分だけっていうのも気が引けるんですよね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言うと、エイラは心配そうな顔になった。

「あまりご無理はされないでください。一日が無理なら半日だけでも、お仕事から離れてゆっくりする時間を取られたほうがいいですよ」

「そうですねぇ……今度、皆を誘って一日休みにすることを提案してみますか。皆でどこか出かけるとかじゃなくて、自由にダラダラ過ごすってことで」

「それがいいですよ。あと、バレッタ様はここ最近
酷
 ひど

 く疲れているように見えるので、早めにお休みの提案をしたほうがいいと思います」

「え、バレッタさんが？」

　驚いた様子で聞き返す
一
 かず

 
良
 ら

 に、エイラは「やっぱり」と苦笑した。

「はい。ここ数日、ぼうっとしていたりため息をついていたりすることが多いように感じます。声をかけても『大丈夫』としかおっしゃらないので、心配で」

「マジですか……ううむ、全然気づかなかったな」

「カズラ様の前では努めて元気に振舞っている様子でしたから、仕方ないですよ。きっと、心配をかけたくないのだと思います」

「そうだったんですね。教えてくれて助かりました。彼女、いくら疲れてても際限なく頑張っちゃうみたいなんですよね。気を付けないと」

　その後、何だかんだで２時過ぎまで、２人は会話を続けた。

　さすがにそろそろ寝なければ、ということで、食器を片付けてエイラが席を立つ。

「遅くまでお邪魔してしまい、申しわけございませんでした」

「いえいえ、こっちこそお茶に付きあってもらったうえに片付けまでお願いしちゃってすみません。お菓子、すごく
美味
 おい

 しかったですよ」

「ふふ、ありがとうございます。また今夜、何か作ってきますね」

　エイラはそう言って
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、壁に立てかけてあるクロスボウへと目を向けた。

「カズラ様、くれぐれもご無理はされませんよう。何かお手伝いできることがあれば、言ってくださいね。私、何でもしますから」

「ありがとうございます。あと、これのことは……」

「大丈夫です。バレッタ様や、もちろん他のかたにも話したりはしませんので、ご安心ください。では、失礼いたします」

　そう言ってぺこりと一礼すると、静かに部屋を出て行った。

「……うーん、あの人には敵わないな。ほんと、頭が上がらない」

　ぽりぽりと頭を掻き、再びクロスボウを手に取った。

　

　それから数日後の午後。

　小雪の舞う高級商業区画を、バレッタは小走りで駆けていた。

　厚手のコートを着込み、手には大きな木のカゴをぶらさげている。

　カゴの中には、フライス領産の最高品質のパン麦粉の大袋が１つ。

　その他に、あちこちの店を探し回って買い集めたドライフルーツや木の実が入っている。

「今夜のうちにバターとカッテージチーズも作ろうかな。果実酢、確か調理場にあったよね」

　何を作ろうかな、と考えながら、次の店へと急ぐ。

　明日は、丸１日休みである。

　何日か前に突然
一
 かず

 
良
 ら

 が「皆で休みを取ろう」と言い出して、賛否両論が出た末に、全員が１日休暇を取ることが決定した。

　ナルソンは最後まで渋っていたが、ジルコニアの「たまには息抜きも必要」との言葉で折れてくれた。

　マリーやハベル、アイザックとエイラも休みを取ることになり、各々好きに過ごすようだ。

　突然降って湧いた休日に、バレッタはどうしようかと考えた末、１日中料理をして過ごすことに決めた。

　普段から
一
 かず

 
良
 ら

 のために食事を作ってはいるが、仕事も兼任しているうえにマリーも一緒に短時間で作業を行うため、あまり凝った料理を作ることができずにいた。

　なので、明日１日を使っていろいろな料理に挑戦し、レパートリーを広げようと計画したのである。

　ちなみに、今持っている材料で作ろうとしているのは、カッテージチーズを使ったチーズケーキだ。カッテージチーズとは、温めた生乳に酢を混ぜるだけで作ることができるチーズである。

「やあ！」

「うひゃあ!?
 」

　トコトコと走っていると、急に背後から両肩を掴まれた。

　驚いて振り返ると、そこには笑顔のアロンドがいた。

「ア、アロンド様……」

「いやあ、こんなところで奇遇だね……って、そんなに嫌な顔しなくてもいいじゃないか。傷付くなぁ」

　あからさまに表情を曇らせたバレッタに、アロンドが肩をすくめて苦笑してみせる。

「あ、いえ、そんなことは……あの、どうしてここに？」

「どうしても何も、たまたま買い物に寄ったらキミを見かけたから声をかけたんだよ。ほんと、偶然だよね」

「そ、そうですね」

「キミも買い物かい？　パン麦粉に干した果物……あ、分かった。フルーツケーキかクッキーを作るんだろ？」

「はい。そんなところです」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 表情を引きつらせながら、バレッタが答える。

　引き抜きの誘いを断ってからというもの、仕事や食材の買い出しで外出すると、ほぼ必ずアロンドと
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 するのだ。

　今日は会わずにほっとしていたのだが、結局こうして捕まってしまった。今日こそ気分を切り替えて楽しく過ごそう、と考えていたのだが。

「今から帰って作るのかい？」

「いえ、作るのは明日です。おやつ時に合わせて作ろうかなと」

「お、いいねえ。俺も明日は用事があって屋敷に行くんだけど、食べにお邪魔してもいいかな？」

「は、はい」

　断るわけにもいかず、やや引きつった笑みを浮かべてバレッタは
頷
 うなず

 く。

「まだ何か買うものはあるの？」

「はい。アルカディアン虫を20
 匹ほど」

「アルカディアン虫？　今の時期だと、かなり手に入りにくいんじゃないかな？」

「そうなんですが、どうしても欲しくて。カズラさんの大好物（だとバレッタは思っている）なので」

「ふーん……」

　あえて
一
 かず

 
良
 ら

 の名前を出したバレッタに、アロンドは薄い反応を返す。

　アロンドとは仕事で繋がりがあるため邪険に扱うわけにもいかないうえに、バレッタから見ればかなり目上の人間なので強く言うことはできない。

　なので、何とか諦めてもらおうと事あるごとに
一
 かず

 
良
 ら

 を引き合いに出しているのだが、彼は一向に諦める様子がない。

　しいて変わった点といえば、
一
 かず

 
良
 ら

 の名前を出すとやや不機嫌そうな様子が見られるようになってきたことくらいだ。

「まあ、買い物が終わるまで付きあうよ。食用虫の品ぞろえがいい店を知ってるから、そこに行こうか」

「は、はい」

　半ば強引に話をまとめられ、バレッタは仕方なくアロンドに付いていくことにした。

　以前のように強引にあちこちに連れ出されることはなくなったものの、こうしてアロンドはバレッタに付きまとうようになっていた。

　自分の仕事はしなくていいのかとそれとなく聞いたこともあるのだが、彼曰く「問題ない」とのことらしい。

　一度断っているにもかかわらず、こうしてしつこく付きまとわれ、バレッタはかなり困っていた。

　あれやこれやと話題を振られ、適当に返事を返しながら商業区画を進む。

　そうして目当ての店にたどり着き、２人して店内に入った。

「いらっしゃいま……アロンド様！　ようこそいらっしゃいました！」

　棚の商品をチェックしていた店員の若い女は、アロンドを見ると深々と礼をした。

　アロンドと高級商業区画へと出かけると、行く先々で出会う人びとの多くがこの店員と同じような反応を取る。

　リーゼほどとまではいかないにしろ、アロンドもかなり顔が広いようだ。

「やあ、久しぶり。アルカディアン虫を探してるんだけど、あるかな？」

「アルカディアン虫ですか。サナギでよろしければ少しありますよ」

「だってさ。どうする？」

「うーん、サナギですか……」

　アルカディアン虫は真冬の間にサナギになり、春になると成虫へと羽化する。

　成虫は直径15
 センチほどの枯れ枝のような色をした、ナナフシのような見た目だ。

　サナギも食べることができるが、あまり
美味
 おい

 しくはない。

　成虫は硬すぎて食べることはできない。

「クロコ虫の成虫とかどうだい？　油で揚げたやつとか、そこそこ
美味
 おい

 しいと思うけど」

「いえ、幼虫のペーストをケーキの生地に混ぜたいので、まろやかでコクがある虫がいいんです」

「それなら流木虫は？　あれならどの時期でも幼虫は採れるし」

「あれはコクはありますけど、苦みが少し強いので……それに、ちょっとだけ
泥
 どろ

 臭いような風味がありますし」

「あー、確かに。俺も昔、ハベルと川遊びしてた時捕まえてよく食べたけど、ハベルは嫌な顔してたなぁ。俺は好きなんだけどね」

「それなりに
美味
 おい

 しいんですけどね。焼くと苦みは消えるけど
余
 よ

 
計
 けい

 に臭みが増しますし、ちょっとケーキには入れられないかなと」

「そっか、焼くから生でってわけにはいかないのか」

「はい、なのでどうしようかなって」

「うーん。じゃあさ……」

　あれこれと２人で虫談議をしていると、バレッタは店員が
微
 ほほ

 
笑
 え

 ましそうに自分たちを見ていることに気が付いた。

　いつの間にかアロンドに寄り添われており、慌てて一歩距離をとる。

「え、えっと、やっぱり虫は諦めます。ありがとうございました」

　そう言ってぺこりと店員に頭を下げ、急いで店を出るのだった。

　

「じゃあ、何か代わりのものを探しにいこうか。この先に、
贔
 ひい

 
屓
 き

 にしてる果物屋があるんだ」

「あ、あの、やっぱり今日はもう帰ろうかと……」

　肩を抱こうとしてくるアロンドの手を遠慮がちに拒みながら、バレッタが言う。

「まあまあ、そう言わずに行ってみようよ。
美味
 おい

 しいケーキを作るなら、
美味
 おい

 しい食材が必要だろ？」

「でも、そろそろカズラさんの夕食の用意をしないといけないので」

「それはマリーに任せておけばいいじゃないか。それより、たまには俺と一緒にどこかで食べていこうよ」

「いえ、カズラさんのごはんは私が作るって決めてるんです。なので、帰らないと」

「……あのさ」

　バレッタが
頑
 かたく

 なに断っていると、アロンドが目付きを鋭くした。

「いくらなんでも失礼すぎるだろ。自分の立場が分かってて、そのうえで俺をコケにしてんのか？」

「っ、い、いえ！　そんなつもりでは！」

　顔つきと口調をがらりと変えたアロンドに、バレッタは青ざめた。

　今までの優しげな雰囲気は完全に消え、声色も目付きも
酷
 ひど

 く冷たい。

「平民の分際で何度も俺の誘いを断るとか、無礼にもほどがあるだろ。ナルソン様のお墨付きだからと俺も丁寧にしてたが、こっちだって我慢の限度ってもんがあるんだぞ。一度くらい誘いに乗るのが礼儀だろうが」

「も、申しわけございません……」

「いつもいつも、カズラさんカズラさんって……彼はリーゼ様と結婚するって前にも言っただろ。固執し続けたってバカみるだけだぞ。隙を見てどうこうできるほど、リーゼ様は鈍くない。たとえ想いをとげたとしても、
酷
 ひど

 い目に
遭
 あ

 うのはキミなんだ」

「……」

　
叱
 しつ

 
責
 せき

 するように言われ、バレッタは押し黙った。

　口を閉ざして視線を落とすバレッタに、アロンドは不機嫌そうにため息をつく。

「だいたい、あいつの何がそんなにいいんだ？　確かに知識はそこそこあるようだが、そこまで魅力的な男か？　周りをよく見てみろ。あの程度の男なんざ、世の中ごまんといるぞ。そこまで執着するようなレベルの相手じゃないだろ」

「……何を言っているんですか？」

　バレッタが、ゆっくりと顔を上げた。

　鋭い目つきになった彼女に、アロンドは再び顔をしかめる。

「あんなの、リーゼ様にくれてやっちまえって言ってるんだよ。クレイラッツの有力者だかなんだか知らないが、別に大した男じゃないだろ。喧嘩のひとつもしたことないような顔してるし、頭の回転だって速くもなんともない。下々の奴らにもやたらと丁寧に接するから使用人たちには人気があるみたいだが、あれはリーゼ様みたいに計算しての行動じゃない。ただのお人よし、言い換えれば自分の武器も上手く扱えないバカだろ」

「ふざけないでください!!
 」

　叫ぶように言ったバレッタに、まばらに周囲を歩いていた人びとがぎょっとした様子で視線を向ける。

　バレッタのあまりの剣幕に、ある程度反発するだろうと予想していたアロンドもたじろいだ。

「あなたにあの人の何が分かるっていうんですか!?
 　何も知りもしないで、勝手なこと言わないでください！　あなたなんかよりよっぽど頭もいいし、あなたみたいな他人の痛みも分からないような人と違って、カズラさんはとても優しい人なんです！　発言を撤回してください！」

「おーおー、言ってくれるじゃないか。あいつの代わりにキツイ仕事や汚れ仕事をやってやってるのは俺なんだぞ。感謝されこそすれ、
貶
 けな

 されるような覚えはないな。キミは自分の理想をあいつに投影して、そういう人間だって思い込んでるだけなんじゃないのか？　どういう経緯でイステリアに来ることになったのかは知らないが、どうせ村でくすぶってる時にあいつにたまたま目に留められて、取り立てられたか何かだろ？　舞い上がって、叶いもしない夢を見てるだけなんだよ」

　そう言い、バレッタの腕をぐいと掴む。

「俺のものになれ。好きなだけ贅沢させてやるし、やりがいのある仕事が欲しいなら何だってやらせてやる。さっきは平民の分際でなんて言っちまったが、俺のところに来るなら正妻として迎えてやってもいい。家族ごと、一生貴族としてこの街で暮らせるように手を回してやる」

「お断りします。死んでもあなたのものになどなりません。私はずっとカズラさんの
傍
 そば

 にいるんです」

　バレッタは掴まれた腕を払いのけ、怒りのこもった眼差しでアロンドを
睨
 にら

 みつける。

「俺の話を聞いていなかったのか？　
傍
 そば

 にいるったって、あの用心深いリーゼ様がいつまでもキミを近くにいさせるわけないだろ。キミの願いは叶わないんだよ」

「そんなこと関係ありません。私は絶対にあの人の
傍
 そば

 を離れません」

「どうしてそこまであいつに固執するんだ？　あいつじゃないとダメな理由でもあるのか？」

「……あなたは絶望の淵にいる時に、手を差し伸べられたことはありますか？」

　アロンドは
睨
 にら

 みつけてくるバレッタを
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに見つめ、黙って続きをうながす。

「何十日も、お
椀
 わん

 一杯分の薄いスープだけで過ごしたことは？　大切な人の命が消えそうなのに、何もできずに見ていることしかできなかったことは？　次々と病に倒れていく仲間たちを見て、自分の番はいつくるのだろうと、ただぼうっと考えたことは？」

　ぎりっ、と、バレッタは音がしそうなほどに歯を噛みしめてアロンドを
睨
 にら

 む。

「あの人はそんな私を、私たちを救ってくれた。絶対に手に入らないと思っていたものを、すべて与えてくれた。見返りなんて何もないのに、恩返しなんて何もできないのに、すべてを与えてくれたんです」

　バレッタの
瞳
 ひとみ

 に、さらに怒りがこもる。

　その
瞳
 ひとみ

 には、薄っすらと涙が浮かんでいた。
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「あの人は、同じ目線でずっと私を見守ってくれた。自分のことそっちのけで、私の身を案じて駆けつけてくれた。あの人は、私にとってのすべてです。あの人を
貶
 けな

 したりバカにしたりする人を、私は絶対に許さない！」

「ふーん」

　怒りに身を震わせるバレッタに、アロンドは何の
感
 かん

 
慨
 がい

 もない視線を向ける。

「要は、死にそうなところを救ってもらったから好きってことか。そんなことで好きになってもらえるなら、俺もあちこちの村を回っていい女を探しておくんだったな」

「何をバカなことを言ってるんですか！　そんな単純な話じゃありません！」

「いいや、単純な話だろ。さしずめキミは、窮地を救いに現れた英雄に恋する乙女ってところか。別に助けに現れたのがあいつじゃなかったとしても、結果は同じだっただろうよ。俺が同じことをしてたら、キミは俺のことを好きになってたわけだ」

「あなたみたいな人がカズラさんと同じことなんてできるわけありません！　物事を損得だけで考えるあなたとカズラさんは全然違います!!
 」

「はっ、何を言ってるんだか。あいつにできて、俺にはできないだって？」

「できません。絶対に」

「言い切るねぇ。ま、いいさ」

　そう言うと、アロンドは周囲に目を向けた。

　立ち止まって２人のやり取りを見ていた数人の通行人が、慌ててその場を後にする。

「今日のところは諦めよう。また今度、夕食でも一緒にとろうよ。もちろん、２人きりでね」

「嫌です。お断りします。私はあなたが大嫌いです」

「まあ、そう言うなよ。それに、その時はきっと受けてくれるさ」

　手をひらひらと振り、アロンドは去って行った。

　バレッタはしばらくの間、彼の背を
睨
 にら

 みつけていた。

　

　翌日の午前中。

　屋敷の調理場の
片
 かた

 
隅
 すみ

 で、リーゼはしゃかしゃかとボウルの中身を木のヘラでかき混ぜていた。

　いつものドレス姿と違い、
長
 なが

 
袖
 そで

 のシャツにスカートというラフな格好の上からエプロンを付けている。

　腕まくりをして鼻歌交じりに生地を混ぜる姿が、実に楽しそうだ。

　リーゼの
傍
 かたわ

 らでは、エイラとバレッタ、そしてジルコニアもお菓子作りにいそしんでいる。

　皆で作っているのは、カッテージチーズを使ったベイクドチーズケーキだ。

「ふんふーん、ふふーん。はい、出来上がり。エイラ、次のちょうだい」

　チーズケーキの生地を混ぜ終え、リーゼがエイラにボウルを手渡す。

　エイラも今日は
侍
 じ

 
女
 じよ

 服ではなく、私服である。

　バレッタがお菓子作りをすると聞いて、リーゼと一緒に参加を申し出たのだ。

　マリーも今日は休みなのだが、ハベルとともに実家に帰っている。

「はい、どうぞ。そろそろ代わりますか？」

「んーん、大丈夫。これくらいどうってことないって。ていうか、あとどれくらい作るの？　もう５杯目だけど」

「えっと、今日が夜勤の使用人と、夜遅くまで仕事をしている文官のかた全員に配りたいので……全部で何人くらいでしたっけ」

「え、もしかして、夜勤者全員に配るつもり？　１００人、２００人どころの話じゃないよ？」

　リーゼがぎょっとした顔をエイラに向ける。

「あ、いえ、お屋敷で働いているかたたちだけです。軍事区画の人たちにまではさすがに無理なので」

「それでも１００人近くいそうだけどなぁ……まあ、１人１ピースくらいなら何とかなるか。日勤の人たちから文句出ないかな？」

「今度昼食の支度をする時にみんなで作ることになっているので、大丈夫ですよ。臨時のおやつとして皆に配る予定なので」

「そっか。じゃあ、何人かは今日のと合わせて２回食べることになるんだね。『前に食べたやつのほうが
美味
 おい

 しかった』って言ってもらえるように頑張って作らないと」

「ふふ、そうですね」

「バレッタ、何だか元気がないわね。どうかしたの？」

　背後のジルコニアの声に、リーゼとエイラが振り向く。

「あ、いえ。そんなことないですよ」

　お湯で戻したドライフルーツを黙々と切っていたバレッタは、顔を上げるとジルコニアに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　その顔には、やや疲れが見て取れる。

「そう？　何だかずっと黙ってるしため息も多いから、心配になっちゃったわ」

「すみません、ちょっと考えごとをしてて」

「もしかして、男に言い寄られて困ってる、とか？」

　リーゼの言葉に、バレッタが驚いた顔で彼女を見やる。

「あ、やっぱり？　まったく興味がない相手にしつこく言い寄られると本当に困るよね。気持ちはよく分かるわ」

「あなた、どうして分かったの？　何か聞いてたとか？」

「いえ、ここ最近そんな顔してるなって思っていたので。たぶんそうなんだろうなって」

「ええ……そんなの普通分からないでしょ……」

　やや引き気味なジルコニアをよそに、リーゼがバレッタに心配そうな顔を向ける。

「バレッタはいつも職人たちのところに出入りしてるし、大変だよね。真面目に相手しても疲れるだけだから、適当にあしらっておけばいいよ。でも、相手のプライドを傷付けないように注意してね」

「う……はい」

「……もしかして、もう手遅れなことやっちゃった？」

「はい……」

　力なくバレッタが
頷
 うなず

 く。

「あー、そっか……それじゃあ仕事やりづらいだろうし、その人のいる工房は私が代わりに行くようにするよ。どこの工房？」

「いえ、その……アロンド様なんです……」

「「「えっ!?
 」」」

　驚きの声を上げる一同に、バレッタが深くため息を吐く。

「アロンドって、ルーソン家のアロンドよね？　あなたにちょっかい出してたの？」

　顔をしかめるジルコニアに、バレッタはおずおずと
頷
 うなず

 いた。

「でも、あの人って女相手にはかなり紳士的だって聞いてるんだけど……強引に口説かれたりしたの？」

　リーゼは合点がいかないのか、不思議そうにバレッタに問う。

「口説かれたというか……少し前に、カズラさんのところを離れて自分のところにこいって言われて。その時は丁重にお断りしたのですが、その後、毎日のように後を付いてこられるようになってしまって……食事とか買い物にも毎回のように誘われるんですけど、すべて断っていたら怒らせてしまって」

「え、全部断ってたの？」

「は、はい」

「そりゃ怒るよ。あの人も貴族なんだし、バレッタの立場なら断るにしても完全に拒否するんじゃなくて、付きあい程度の関係は持ってあげなきゃ。
面
 めん

 
子
 つ

 ってものがあるんだし」

「そ、そういうものなんですか……知らなかったです……」

「私も知らなかったわ……」

「わ、私も……」

　衝撃を受けている様子の３人に、リーゼは「ああ……うん……」と
頷
 うなず

 く。

「それで、かなり怒ってる感じなの？」

「た、たぶん……私も頭にきてしまって、街なかで怒鳴りつけるような真似をしてしまったので……」

「そ、そう。バレッタがそこまで怒るなんて、よっぽどしつこかったんだね。でも、怒鳴るのはダメだよね。相手が相手だし、ましてや仕事で付きあいがあるんだから」

「うう……反省してます……」

　へこんでいるバレッタの肩に、ジルコニアがぽんと手を置く。

「まあ、今度私が注意しておくわ。二度とちょっかいを出さないように、きつく言っておくから」

「い、いえ！　そこまでしていただかなくても！」

「お母様、その対応は最悪手です。やめてください」

「そ、そうなの？　この先、嫌がらせとかしてこないように釘を刺しておくべきだと思うんだけど」

「相手のプライドの問題です。おそらく彼は、『上級貴族である自分が平民にコケにされた』、と考えていると思います。そこからさらにお母様ほどの立場の人物から
叱
 しつ

 
責
 せき

 を受けたとあっては、バレッタが告げ口したと考えて
余
 よ

 
計
 けい

 に恨まれます。男とはとても
面
 めん

 
子
 つ

 を気にする生き物なんです。顔を潰すような真似は避けるべきです」

「そ、そう。そうなの……潰しちゃダメなのね……」

　思い当たるフシが多々あるのか、ジルコニアは冷や汗をかく。

「あの人には今度私から話しておくよ。悪気はなかったんだって言っておくから」

「あ、いえ……その……」

「ん、まだ何かあるの？」

　おずおず、とバレッタが上目遣いにリーゼを見る。

「怒鳴ったのもそうなんですけど……喧嘩腰で暴言を吐いてしまって」

「えっ、暴言って、あなたが？　アロンドに？」

「はい……」

「どんなこと言ったの？」

「……『私はあなたが大嫌いです』、とか、いろいろと」

「「「うわぁ……」」」

　そろえて声を上げた３人に、バレッタは「あうう」と頭を抱える。

「そこまで言うなんて、いったい何されたのよ。無理やり
手
 て

 
籠
 ご

 めにでもされそうになったとか？」

「い、いえ、その……カズラさんのことをバカにされたので、カッとなってしまって」

　バレッタがそう言うと、他の３人がぴたりと動きを止めた。

　ジルコニアとエイラは顔をしかめ、リーゼも目つきが鋭くなっている。

「……ちょっと待って。カズラのことをバカにしたって？　何て言ってたわけ？」

「え、えっと……大した男じゃないとか、いろいろと……ごめんなさい、これ以上はあまり言いたくないです」

「あんにゃろう……よく働くし、カズラやお父様がいつも
褒
 ほ

 めてるから私も認識を改めてたのに、そんなこと言ってたんだ」

「
酷
 ひど

 いですね……」

「はあ。ハベルといい、アロンドといい、あの家の連中は……」

　疲れたため息をつくジルコニアに、バレッタが顔を向ける。

「ハベル様にも、何かあるのですか？」

「ちょっとね。マリーのことで上手いことやりこめられたことがあって。まあ、結果的にいい方向に進んだからいいんだけど」

　そんな話をしながら、４人はお菓子作りに精を出す。

　しばらく作業を続けていると、昼食の時間が近づいてきたのか使用人たちの出入りが激しくなってきた。

　そんな彼らを見て、ジルコニアが作業の手を止めた。

　今日の食事はすべて自分たちで作ることになっており、そろそろ用意をしなければいけない頃合いだ。

「そろそろ食事の支度をしましょうか。ケーキも
窯
 かま

 に入れちゃいましょ」

「私は食材を取りにカズラさんの部屋に行ってきますね」

「あ、私も一緒に行っていい？」

　リーゼが作業の手を止めて、バレッタに顔を向ける。

「いつもどんな食材を使ってるのか気になってたんだ。いいかな？」

「あ、はい。いいですよ」

「よかった。お母様、エイラ、後のことはお願いします」

　食事の準備を２人に任せ、バレッタとリーゼは調理場を出た。

　

　廊下を進みながら、リーゼはバレッタにすっと近づく。

「ねね、アロンドに言い寄られてたって言ってたじゃない？　どんな感じだった？」

　小声で
囁
 ささや

 かれ、バレッタはきょとんとした顔で小首を傾げた。

「えっ、どんな感じって、何がです？」

「ほら、あの人って顔もいいし話も上手いじゃない？　お金持ちで気前いいし、それに地位もあるから普通は口説かれたら舞い上がっちゃうと思うんだけど。バレッタはどうだったのかなって」

「い、いえ、別に何とも……」

「何ともってことはないでしょ。ちょっとくらい、いいなとか思わなかった？」

「いえ、全然。お誘いを受ける前までは、いい人だな、とは思ってましたけど」

　即答するバレッタに、リーゼは疑うような視線を向ける。

「えー、ほんとに？　あの人、けっこう人気あるんだけどな」

「リーゼ様こそ、アロンド様からアプローチはなかったのですか？」

「あったよ。少し前までだけど、ちょこちょこ面会にきてた。今は全然だけど」

「そうなんですか。その時は、いいなって思わなかったんですか？」

「うーん……なんか生理的に受け付けないのよね。何考えてるのか分からない感じがしてさ」

「あー、確かに。今考えれば、そういった感じはしたかもしれないです。
飄
 ひよう

 
々
 ひよう

 としているというか」

「でしょ？　バレッタも意識してなくても、実はそこが気になってたとかなんじゃない？　ああいうタイプの男って苦手？」

「いえ、別に苦手とか、そんなことはないですよ」

「え？　そうなの？」

「はい。カズラさん以外の男の人なんてどうでもいいだけです」

「そ、そう」

　そうこう話しながら、
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋にたどり着いた。

　部屋に入ると、
一
 かず

 
良
 ら

 とナルソンが向かい合ってソファーに座り、互いに難しい顔をしていた。

　ソファーの間のテーブルには、木製のチェス盤が置かれている。

「お、バレッタさん。それにリーゼも」

「おじゃまします。お昼の食材を取りに来ました」

「ちょっと、ついでみたいに言わないでくれる？」

「悪い悪い、別にそんなつもりじゃないって」

「あはは……チェスやってるんですか？」

「ええ、さっきナルソンさんに誘われて始めたんです。ハンデつけてもらったんですが、どうにも旗色が悪くて」

　どれどれ、とバレッタとリーゼが、チェス盤をのぞき込む。

　現在、ナルソン邸ではチェスがひそかなブームとなっていた。

　しばらく前に雑談をしていた折に、室内の遊びにはこんなものがある、と
一
 かず

 
良
 ら

 がナルソンにチェスを紹介したのが始まりだった。

　ナルソンが興味を示したので職人に一式を作らせて遊んでみたところ、これは面白い、となったのだ。

　ナルソンはたいそう気に入ったらしく、武官や文官にもチェスを紹介した結果、今では
侍
 じ

 
女
 じよ

 や警備兵といった使用人たちまでもが暇さえあればチェスに興じている状態だ。

　連日降り続いている雪のせいで外出がしにくいというのも、ブームの拍車に一役買っているのだろう。

「うわ、ズタボロじゃん。首の皮一枚って感じ」

「だよなぁ。これもう無理じゃね？」

「私なら諦めるね。バレッタと交代すれば、まだ何とかなるんじゃない？」

「い、いえ、私もナルソン様には一度も勝ったことがないので。というか、ここまで追い込まれたらもう無理ですよ」

　今のところ、屋敷内ではナルソンがぶっちぎりの強さを誇っていた。

　バレッタもかなり強く、一度だけかなり惜しいところまでナルソンに喰い下がったことがあるのだが、結局負けてしまっている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の腕は普通より少し下といったところで、ジルコニアとどっこいどっこい。

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 たちよりやや上といった感じだ。

「ですよね。ナルソンさん、投了します。すみません、全然相手にならなくて」

「いやいや、とても面白い戦いでした。いくつか手駒を落として始めるというのも、楽しいものですな」

「どれくらいハンデつけたの？」

「ナルソンさんがクイーンとナイト落ちだ」

「「うわあ」」

「２人ともその反応
酷
 ひど

 くない!?
 　そうだ、夕食後にみんなでトランプやろう。ババ抜きなら実力関係ないし」

「トランプ、ですか？　それはどういうものなのですかな？」

　興味があるのか、ナルソンが食いつく。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソンに堅いイメージを持っていたのだが、意外と遊びごとも好きなようだ。

「数字の書いてあるカードの束を使ってやる遊びです。持ってきてないんで、夜に向けて今から厚紙で作りましょう。そっちのダンボール箱に、確か厚紙が……」

　いそいそと工作作業の準備に取り掛かる
一
 かず

 
良
 ら

 とナルソン。

　バレッタとリーゼも、冷蔵庫に向かって食材選びを始めるのだった。

　

　その日の夕食後。

　皆で
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋に集まり、ぐるっとテーブルを囲む。

　それぞれ、手には
一
 かず

 
良
 ら

 とナルソンが手作りしたトランプを持っている。

　現在、ババ抜きの真っ最中だ。

　ババのカードには、リーゼが描いたかわいらしいアルマル（森に生息する真っ黒な毛の長いウサギのような動物）のイラストが描かれている。

「あ、私上がりです！」

　隣に座っているエイラからカードを引いたバレッタが、揃ったカードをテーブルの中央に捨てた。

　バレッタの最後の１枚を
一
 かず

 
良
 ら

 が引いて、バレッタが一抜けとなった。

「うわ、バレッタさん早いなぁ。……うーん、揃わん。誰がババ持ってるんだ？　リーゼか？」

「私じゃないよ。そう言う
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってるんじゃない？」

　リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 から、カードを１枚引く。

　１組揃い、テーブルの中央にぽいっと捨てた。

「はい、お父様」

「うむ」

　すっと、ナルソンがリーゼからカードを引く。

「む、揃わないか。ほれ、ジル」

「ええ。どれにしようかしら」

　ジルコニアは迷いながらカードを選び、一枚引いた。

「ふひっ」

　口元を
歪
 ゆが

 ませて変な声を出したジルコニアに、皆の視線が集まる。

「ジルコニアさん……」

「ふふ、お母様、分かりやすすぎです。エイラ、気を付けてね！」

「うう、引きたくないです……」

「ち、違うわよ！　引いてない！　ババなんて引いてないから!!
 」

「くっくっく。ジル、そんな分かりやすい反応をするようでは、これは勝負ありなんじゃないか」

「ナルソンがそれ言っちゃダメでしょおお!?
 　あぁもー！」

　ジルコニアは顔を真っ赤にして、後ろ手でカードを混ぜる。

　ふんす、と鼻息も荒くエイラにカードを差し出し、エイラが１枚つまむ。

「あ、あの、ジルコニア様。指の力を抜いてください。カードが取れません」

「あ、ああ、ごめんなさいね。ちょっと待っててね」

　そう言って、ジルコニアは再び後ろ手にカードを混ぜる。

「今、エイラが引こうとしてたのはババじゃなかったんだろう？」

「そそ、そんなことないわよ！　ていうか、ナルソンは黙っててよ！」

「くっくっく」

　エキサイトしているジルコニアに皆が笑うなか、バレッタが席を立った。

「ふふ。私、お湯の準備をしてきますね。お茶がぬるくなっちゃってるんで」

「バレッタ、お菓子とかおつまみもいっぱい持ってきて！　あと、残りのケーキも冷蔵庫から出して！」

「はい、たくさん持ってきますね」

　きー、となっているジルコニアに
頷
 うなず

 き、バレッタはケーキをテーブルに出すと部屋を出た。

　

　びゅうびゅう、と窓の外から風の音が聞こえる。

　今日は昼間から風が強く、夜になってからは吹雪になってしまっていた。

　吐く息が白くなるほどに冷え込んでいる廊下を、バレッタは調理場へと速足で歩く。

　曲がり角を曲がろうとしたところで、聞き覚えのある声に気づいて足を止めた。

「ハベル、あまり勝手な真似をするんじゃねえぞ。お前は俺の言うことを聞いていればいいんだからな」

「今さら何を。あなたの指図は受けません。私なんかに構わず、兄上は自分の好きにすればいい」

　角を曲がったすぐ先から、何かを言い争っているような声が微かに聞こえる。

　その声からするに、ハベルとアロンドのようだ。

「この前の件は、まあ、俺が悪かったよ。酔っぱらってて、ついバカなことを言っちまっただけなんだ」

「あれが本心なのでしょう。私はあれで、踏ん切りがつきました。もう何もあなたの指図は受けません」

「そう言うなよ。謝ってるじゃないか。それに、俺はかわいい弟のことを思ってだな」

「ですから、どの口がそのようなことを言ってるんだと先ほどから申し上げているではないですか。もう私たちのことは放っておいてください」

　思わず、壁に身を寄せて聞き耳を立てる。

　どうやら、年越しの宴の時の一件について話しているらしい。

「いいや、放っておけるわけないだろ。前にも言ったことがあるかもしれないが、お前は視野が狭すぎる。昔みたいに、俺の言うとおりにしとけば間違いないんだよ」

「子供の時のことなど持ち出さないでください。私は私のやりたいように……」

「ん、どうした？」

　コツコツ、と近づいてくる足音に、バレッタは慌てて周囲を見渡した。

　隠れられるような場所など、どこにもない。

　その時、がちゃりと扉が開く音が廊下に響いた。

「あ、あの……」

「……何だよ。少しは待ってられねぇのか」

「も、申しわけございません」

「いえ、もう話はおしまいです。お引き取りください」

「ったく……ハベル、信じる相手を間違えるなよ。俺はお前の兄だ。お前の味方だからな」

「はあ、そうですか。マリー、中に入ろう」

「は、はい」

　ばたん、と扉が閉まり、アロンドがため息をつく。

　ふと、先ほどハベルが向かった曲がり角に行き、廊下を見渡した。

　そこにはもう、誰の影もなかった。





第３章　兄妹

　

　ある日の午後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソン、そしてジルコニアとともに、作業部屋でプロジェクターから映し出される映像を眺めていた。

　様々な鉱物や農作物、薬品、革製品などの生産量と、税金や事業による収益が棒グラフで月ごとに映し出されている。

「
鉛
 なまり

 、銅、
錫
 すず

 、銀、それに油と鉄。よしよし、生産量は順調に推移してますね。街も活気が出てきたみたいだし、いい感じだ」

　月ごとに右肩上がりを続けるグラフに、
一
 かず

 
良
 ら

 は満足そうに
頷
 うなず

 いた。

　どれもここ数カ月で生産量が大幅に増大しており、それに伴って領内の資金も順調に増加していた。

　加えて秋の作物の収穫がかなり多かったため、いつもなら寒さが厳しくなるにつれて徐々に高騰する食料価格も、いまだに安定している。

　さらには河川工事や新しい農地の
開
 かい

 
墾
 こん

 、イステリアおよび近隣農村での移民者住居の建築ラッシュに伴う仕事量の増加で、失業率も大幅に低下していた。

「はい、
砦
 とりで

 の建築と護岸工事もすこぶる順調です。鉄器の導入も始まりましたので、今後はさらに工事の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 が早まるかと」

「雪の影響はどうです？」

「かなりの大雪で部分的に支障が出ていますが、新しい道具の導入と作業員に十分な食事と給与を提供できるようになったため、皆が一生懸命働いてくれるので問題になるほどではありませんな」

　３月に入り、連日の降雪もようやく落ち着いてきた。

　今年の冬は以前ジルコニアが言っていたとおりの大雪となったが、今のところ物の生産や工事への影響は最小限で済んでいる。

「食料や燃料といった生活必需品の価格が安定したことと、失業率の大幅な低下で治安も良くなっています。貧民街での窃盗事件が格段に減ったと報告が上がってきております」

「今はどんな人でも職にありつける状態ですもんね。わざわざ犯罪を犯して危険な目に
遭
 あ

 わなくても済むようになったってことか。いい傾向だ」

「そうですな。子供でもできるような簡単な仕事もいくつか出てきているようです。所得の低い家庭では、貴重な収入源になっているでしょう」

　
薪
 まき

 と木炭の需要が例年よりも多くなると予想されたため、冬の間に
一
 かず

 
良
 ら

 の提案で
炭
 た

 
団
 どん

 の製造手法を市民に公開した。

　時間的に余裕のある市民は、自分たちで炭団をこしらえて燃料費の節約を行っているようだ。

　また、家庭で出た炭クズを安値で買い集めて炭団を製造し、販売する業者も現れていた。

　従業員には、近場の家庭の子供を雇っている業者が多いとのことだ。

　
飢
 き

 
饉
 きん

 の折に作物の代替として納められた木材の一部も
薪
 まき

 として市場に流したため、昨年に比べて
薪
 まき

 と木炭の価格はやや下落している。

「あ、そういった子供の労働環境には注意を払ってくださいね。何かと不当に
搾
 さく

 
取
 しゆ

 されやすい層ですから。鉱山で低賃金、重労働とかはダメですよ」

「我が領では鉱山での労働は16
 歳以上という年齢制限を設けているので、大丈夫です。条件には
奴
 ど

 
隷
 れい

 も含まれておりますので、ご安心を」

「おお、そうだったんですか。違反に対する罰則はあるんですか？」

「違反した雇い主には罰金刑か強制労働刑、もしくはその両方で、悪質な場合は財産没収のうえ
奴
 ど

 
隷
 れい

 身分になるか極刑かの二択ですな」

「うお、けっこう
罰
 ばつ

 が重いですね」

「労働者に過酷な労働を強いて、結託して反乱など起こされてはたまりませんからな。どんな国も、崩れる時は足元からですので」

「なるほど」

　イステール領は
一
 かず

 
良
 ら

 が来る前から治安維持には力を入れており、違反者に対する罰則もかなり厳しい。

　とはいえ、市民が貧困にあえぐようになると、いくら罰則が厳しくても犯罪率は増加するものだ。

　好景気こそ、犯罪率低下の一番の処方箋なのかもしれない。

「それと、スクリュープレスの導入で豆油の生産量が大幅に増えたおかげで、豆油はもちろん動物の脂の価格がかなり下がりました。一般市民や飲食店を経営する者たちからは喜びの声が上がっているようです」

　豆油の価格が急激に下がったおかげで、高価な
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の代わりに豆油を
灯
 ともし

 
油
 あぶら

 として用いた照明が一般に普及しつつある。

　用途が料理だけでなく照明用としても広がったせいで、動物の脂の価格が豆油と逆転して安く手に入るようになっていた。

　動物の脂の価値が下がった理由は、灯火として用いると
煤
 すす

 と臭いがかなり出るため不人気で、ほとんど料理用にしか使われないからだ。

　脂の価格低下と並行して、やや高価だった
石
 せつ

 
鹸
 けん

 （灰と脂と塩で作る半固形状のもの）の値段も
若
 じやつ

 
干
 かん

 下がっていた。

　ちなみに、以前屋敷で脱油機を用いて
搾
 しぼ

 った豆油は料理人に「
美味
 おい

 しくない」と言われてしまい、すべてが照明用となってしまった。

　
搾
 しぼ

 り方によって、油も味が変わるらしい。

「なるほどなるほど、芋の苗床と屋内での苗の栽培も順調ですし、今年の食料生産はかなりの量が見込めますね」

「夏には冷蔵庫を売り出しますし、氷の需要もすごいことになりそうですね。夏になるのが楽しみです」

　本当に楽しみで仕方がない、といった様子で、ジルコニアが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　ジルコニアは市民にもかき氷を広めるつもりのようで、夏になったら街の飲食店にかき氷器の売り込みをすると息巻いていた。

　今年の夏は、ジルコニアにとってとても楽しいものになりそうだ。

「塩の製造手法も、そろそろフライス領で発明という形になるように、技術協力として送っている職人さんたちに動くように指示を出しましょうか。質のいい塩を大量生産してもらいましょう」

「そうですね。それにしても、ニーベルがあれから何も仕掛けてこないことが気がかりですが……」

　塩の値段と取引量については、今のところグレゴルン領からはニーベルが言っていたような大幅な縮小の通告はされていない。

　以前の取引量よりも２割減、それも半年間のみという期限付きであり、値段は据え置きとなっていた。

　リーゼとニーベルの間で交わされたやり取りは、どういうわけか何もなかったかのように話が進んでいる。

「うーん、やっぱりハッタリだったんですかね。それか、ニーベルさんのやろうとしていることがダイアスさんにばれて怒られたとか」

「もしそうだとしたら、怒られるでは済まないと思いますけど……」

「うむ、
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 の存在……まあ、それが本当にあればの話ですが、それをダイアス殿は
把
 は

 
握
 あく

 しているのかもしれませんな。取引自体も、ニーベルに任せっきりということではないのでしょう」

「どちらにしても、アロンドさんからの報告待ちですね。彼ならきっと真相を突き止めてくれるでしょうから、期待して待ちましょう」

「……」

「ジルコニアさん？　どうかしました？」

「あ、いえ、何でもありません」

　ジルコニアの様子に
一
 かず

 
良
 ら

 が小首を傾げていると、ナルソンが「さて」と表情を引き締めた。

「残る問題は、バルベールからの苦情と損害賠償請求ですな」

　バルベールから『国境付近の村がアルカディア人に襲われた』、という内容の最初の苦情が来てから約２カ月。

　さらに５件もの苦情が、ナルソンの下に届けられていた。

　どれも、国境付近の村が襲われた、街の間を移動中の隊商が襲撃された、といった内容のものだ。

　つい10
 日ほど前には、バルベールの守備軍団長が自ら国境沿いに建設中の
砦
 とりで

 の前まで訪れて、すさまじい剣幕で苦情を訴えてきたらしい。

　その時に対応したのは、
砦
 とりで

 で監督官をしているアイザックの父親、イクシオスだ。

「あれって、いったい何がどうなってるんですかね？　守備軍の責任者が出てくるって、ちょっとただ事じゃないですよね？」

「そうですな……あれから私も方々に手を回して状況を確認させたのですが、やはり我が領から何者かがあちらへ略奪に行ったような形跡はありませんでした」

「ナルソン、やっぱり様子がおかしいわ。少数でも構わないから、市民兵の訓練を始めるべきよ」

「ううむ……」

　ジルコニアの意見に、ナルソンは
唸
 うな

 る。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はパソコンに入れてある、苦情と損害賠償請求についての資料を映し出した。

　相手方の責任者の欄には、バルベール第10
 軍団長、カイレン・グリプスと記載されている。

「確かに、こんな無茶苦茶言ってくるなんて、ちょっと怖いですよね」

「しかし、このタイミングで我々が軍事的な行動を起こすのは……」

「気が進みませんか？」

「はい。たとえ少数でも市民兵を召集するとなれば、市民の不安をあおって経済の成長が急激に減速しかねません。相手がそれを狙っているのだとしたら、それこそ思うつぼです」

「なら、市民兵を使わないで守備を固めるってことならどうです？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ナルソンがいぶかしんだ顔になる。

「市民兵を使わずに、ですか？　何か理由をつけて、
予
 よ

 
備
 び

 
役
 えき

 を召集するということでしょうか？」

「いえ、新しい武器を大量にそろえて、有事に備えるんです。これとか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、画面に手製のクロスボウの写真を映し出した。

　それを見て、ジルコニアがピクリと眉を動かした。

　以前目にしたバレッタが設計したものと、見た目がかなり異なっていたからだ。

「これは、クロスボウという個人携行用の射撃兵器です。弓のように熟練が必要ではなく、数日の訓練で誰でも使えるようになります。連射はききませんが、殺傷力はかなりのものです」

「む……どれほどの威力があるのですか？」

「距離にもよりますが、薄い盾や鎧なら
貫
 かん

 
通
 つう

 します。運用法は弓とはやや異なりますが、弓よりも高威力な射撃兵器と考えてもらえれば」

「その、このようなものを授けていただいて、よろしいのでしょうか？　以前、軍事は管轄外とおっしゃっていたかと思いますが」

「確かにあの時はそう言いましたが、もうそんなことも言ってられない状況ですから。この国が滅ぶような危険が迫っているのなら、手をこまねいているわけにはいきません。私も覚悟を決めます」

　クロスボウの導入に関して、
一
 かず

 
良
 ら

 は今の今まで踏ん切りがつかないでいた。

　理由は、地球の歴史において、クロスボウの登場が世界にどのような影響を与えたのかを知っていたからだ。

　クロスボウは、わずか数日の訓練で扱うことができるようになるうえに、各パーツを分けて組み立てることができるため、大量生産が可能である。

　矢は溶かした鉄を型に流して生産できるうえに、型は使い回しが可能だ。

　つまり、従来まで育成に多大なる時間を必要とした弓兵が、この武器を量産することで短期間で大量に用意することができるのである。

　この恐るべき兵器を作り上げた古代中国の
秦
 しん

 という国は、きわめて軍事に特化した国家システムと効果的なクロスボウの運用を用いて、わずか９年で２６０万平方キロメートルの土地と、２７００万人の人びとを支配下に置き、文字どおり世界の地図を塗り替えた。

　世界で最初に誕生した大量生産射撃兵器であり、次に射撃兵器が大量生産されるのは、それから約２０００年後。

　アメリカのスプリングフィールド
造
 ぞう

 
兵
 へい

 
廠
 しよう

 が製造した、マスケット銃まで待たなければならない。

「おお！　ありがとうございます！　ぜひともよろしくお願いいたします!!
 」

　立ち上がって握手を求めるナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 は困ったような顔でそれを受ける。

　その顔に笑みはない。

「カズラさん、これの製造は、バレッタに一任してはどうでしょうか。あの娘なら、きっと上手くやってくれると思います」

　握手が終わるのを待って、ジルコニアが
一
 かず

 
良
 ら

 に提案する。

「いえ、武器の製造については、バレッタさんには秘密にしておいてもらいたいんです」

「どうしてです？」

「私の
我
 わが

 
侭
 まま

 ですが……彼女には、こういうことに関わってもらいたくないんです。知ればきっと、率先して手伝おうとするでしょうから……」

　少しうつむいて答える
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアが目を細める。

「理由をお聞きしても？」

「……彼女、前回の戦争で母親を亡くしているんですよ。それなのに、戦争に使うものを、こんな恐ろしいものを作るのを手伝えなんて、言いたくないんです。彼女に、すごく嫌な思いをさせると思うので」

「……本当に、そう思うんですか？」

　ジルコニアの問いかけに、
一
 かず

 
良
 ら

 が顔を上げる。

「彼女が嫌な思いをすると、本気で思っているのですか？」

「お、おい、ジル」

　焦ったように静止の声をかけてくるナルソンを無視し、ジルコニアは言葉を続ける。

「カズラさんは、あの娘のことを大切に思っているんですよね？」

「え、ええ、もちろんです」

「あの娘だって、同じはずです。カズラさんのことを、何よりも、誰よりも大切に思っているはずです」

　そう言い、壁に映るクロスボウの図面へと目を向ける。

「大切な人には、すべてを打ち明けて欲しいと思うのが普通ではないでしょうか。自分のために傷つくことや嫌なことを肩代わりしていたと後で知ったら、それこそとても傷つくはずです」

「……ジルコニアさん、この武器を見て、これから先に何が起こるのか想像ができますか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ジルコニアは
怪
 け

 
訝
 げん

 そうな目を向ける。

「たくさん人が死ぬどころの話ではありません。使い方によっては国一つ滅ぼしかねない、そんな武器なんです。戦争が始まる前にこれを大量にそろえてしまえば、バルベール軍を撃退するどころか、相手方の国に攻め込んで
蹂
 じゆう

 
躙
 りん

 することすら可能になります。この武器は、そんな武器なんです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が、ナルソンとジルコニアを交互に見る。

「戦争が始まった場合、私はあなたがたにそれをやれと言おうとしているんです。今まで私は、もしかしたら休戦協定の期限切れ後も、戦争にはならずに済むかもしれないと考えていました。ですが、ここ最近のバルベールの動きを考えると、それは甘い考えだったと言わざるをえません。戦いが避けられないのなら、もうやるしかありません。ただし、やるからには徹底的にやります。敵が二度と立ち上がれないほどに、早期に決定的な打撃を与えてねじ伏せるんです。中途半端に終わらせて数年後に逆襲されたり、技術を相手に模倣されて戦いが泥沼化なんてまっぴらごめんです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の
台詞
 せりふ

 に、ナルソンは壁に映し出されたクロスボウの写真をまじまじと見つめた。

　国一つ滅ぼしかねない武器、と言われても、写真を見ただけでは上手く想像が付かない。

「カズラ殿、この武器は、本当にそれほどに扱いが簡単なのですか？」

　確認するように質問するナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 く。

「簡単です。相手に狙いを定めて引き金を引くだけで矢が発射されますから、弓のように高度な技術は必要ないんです」

「ふむ、確かにそれは素晴らしいですな……製造の手間はどうでしょうか。だいぶ変わった形をしていますが、材料はどんなものが必要でしょうか」

「使うのは鉄、木材、革、接着に使う樹液と
蝋
 ろう

 、それと動物の腱もしくは植物
繊
 せん

 
維
 い

 の
紐
 ひも

 です。弓部分の加工に手間がかかるので、今から弓職人と大工職人を集中的に投入して数をそろえる必要があります。水力製材機をもっと作れば、何とかなるでしょう」

「ううむ、大工職人の集中投入ですか……」

「大量生産できるとは言いましたが、それなりに高度な加工技術は必要ですからね。素人に作らせるわけにもいかないので」

　先日
一
 かず

 
良
 ら

 が作った実物は、この場には持ってきていない。

　弓部分の曲げ加工と接着が上手くいかず、芯ブレを起こしてしまって使い物にならなかったからだ。

「要は金と生産力さえあれば、高威力な弓兵を大量にそろえることができるというわけですか。なるほど、これはすさまじいですな」

「ええ。ただし、もちろん製造法は秘匿するにしても、時間が経てば敵側に模倣されることは確実です。開戦と同時にクロスボウの大量投入で緒戦の敵を撃破して、速やかに敵国へ侵攻して首都なり大都市なりを制圧して形勢をこちら側に傾ける必要があります」

「となると、都市の攻略戦を行うということになりますな。この武器だけでは敵が都市や城塞に籠って完全に防御に回られた場合、短期での攻略は不可能です。他にも新兵器はあるのでしょうか？」

「あります。大きな石弾を射出する『カタパルト』という大型攻撃兵器です。それがあれば、この世界の城壁なら短時間で破壊できるはずです。我々のようにモルタルを使って強度を増した防壁相手だと、そうもいきませんけどね」

「短期決戦で講和に持ち込むということですか。物資輸送用にラタのハーネスも増産せねば……立地的に、国境沿いの
砦
 とりで

 を製造拠点とするべきか……」

「それがいいかもしれないですね」

「ふむ……」

　早くも運用法を考えているのか、ナルソンはじっとクロスボウの写真を見つめている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は再び、ジルコニアに顔を向けた。

「兵器の製造手法は私がすべてお教えします。なので、ことが起こるまではバレッタさんには黙っていて欲しいんです」

「しかし……」

「お願いします」

　
頑
 かたく

 なな
一
 かず

 
良
 ら

 の様子に、ジルコニアがため息をつく。

「分かりました。どちらにせよ、早い段階で
砦
 とりで

 に皆で視察に行きましょう。武器の生産拠点にするにしろ何にしろ、カズラさんにも現地を見ていただきたいです」

「ええ、いいですよ。近いうちに、といっても、今後の生産計画を立ててからのほうがいいですかね。他領との連携も考えないとですし」

「そうですね。早急に計画を立てましょう」

　静かに答えるジルコニア。

　その様子に、
一
 かず

 
良
 ら

 は内心首を傾げた。

　前回グリセア村に戻った時、彼女は
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 のためにバルベール人を皆殺しにするとまで言っていたのだ。

　彼女は自分の中に生まれ始めた迷いを打ち明けてくれたが、
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 をするという確固たる信念は揺らいでいないように感じられた。

　武器製造の提案をすれば、多少なりとも反応すると思っていたのだが、ナルソン以上に彼女は冷静に見える。

「カズラさん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がパソコンを操作してカタパルトの写真を引き出そうとしていると、ジルコニアが声をかけてきた。

「カズラさんと同じように、バレッタもカズラさんのことを考えているはずです」

「……？　はあ」

「偉そうなことを言って、ごめんなさい。でも、自分だけ我慢することは、とても簡単です。相手のことは置き去りで、すべて自分の中で完結できますから。最後まで相手に知られずに済むのなら、それもいいと思います」

「ジル、いい加減にしろ。カズラ殿の決めたことだぞ」

「大事なことなの。ちょっと黙ってて」

　鋭い視線を向けられ、ナルソンが口を閉ざす。

　その目付きは、数年前にバルベールへの侵攻案を
却
 きやつ

 
下
 か

 された時のものと酷似していた。

　ジルコニアは再び、
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向ける。

「カズラさんは、もしかしたら戦争はまだ回避できるかもしれない、そう考えていますよね？」

「い、いえ、そんなことは……」

「違いますか？　もしそうなら、今の時点で彼女にも兵器の生産について話して、製造計画はカズラさんが一人で進めると言い聞かせれば済むはずです。いくらバレッタでも、カズラさんが言い切れば反論はしないでしょう」

「……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は押し黙った。

　ジルコニアの言葉が、図星を突いていたからだ。

　もし、万が一、戦争が起こらないとしたら。

　兵器の製造はおおやけにせず、一部の人間だけが知るに留めておくことができる。

　そうすれば、戦争に使う道具を自分が彼らに与えたということを、バレッタに知られないで済む。

　いずれアルカディアは、自らの利益のためにそれらの兵器を使って他国を侵略するかもしれない。

　むしろ、そうなると考えたほうが妥当だろう。

　しかし、たとえそうなったとしても、彼女に知られるのはまだ先の話になるはずだ。

　バレッタが自分を追ってイステリアに来た日の夜に見せたような悲しい目を、自分に向けることになるのは。

「私は、奴らのやり方を知っています。戦争は回避できません。休戦協定だって、本当に守るのか怪しいものです」

「でも、もしかしたら……」

「避けられないんです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉をさえぎり、ジルコニアが言い切る。

「なし崩し的に彼女に知られることになるのか、初めから話して理解を得るかの違いだけです。どちらのほうが彼女を傷付けるか、分かりますよね？」

「……」

「まだ、時間はあります。戦争が始まる前……いえ、武器の生産が始まる前に、カズラさんの口から彼女に話をすべきだと私は思います」

　苦悩の表情をする
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアはふっと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「大丈夫ですよ。嫌われたりなんかしませんから」

「……えっ？」

　思わぬ言葉を投げかけられ、
一
 かず

 
良
 ら

 が驚いた顔になる。

「こんなに大切に想ってもらえて、あの娘は幸せね。妬けちゃうわ」

「い、いや、あのですね」

「そろそろ休憩にしましょ。ナルソン、お菓子の用意をしておいて。私はお湯を取ってくるから」

　そう言い、ジルコニアは席を立つとさっさと部屋を出て行った。

　プロジェクターの光だけが射す薄暗い部屋の中、ぽつんと男２人が残された。

　

　約１カ月後の夜。

　外は嵐になっているようで、窓の外からはごうごうと雨風が吹き荒れる音が響いている。

　そんななか、
一
 かず

 
良
 ら

 は自室で書類に目を通していた。

　時計の針は、深夜２時を指そうとしている。

　今見ているものは、領内の作業
進
 しん

 
捗
 ちよく

 と今後の計画をまとめたものだ。

　河川工事、工作機械の製造、移民者受け入れのための建物の建築、そして鉄の量産と鉄器の製造。

　すべての作業はすこぶる順調で、わずかながら職人たちを他の作業に回せるだけの余裕が生まれ始めている。

「……そろそろ、始めないといけないな」

　書類を眺めながら、
一
 かず

 
良
 ら

 がぽつりとつぶやく。

　各工房から腕利きの職人を選び出し、彼らを外部とは
隔
 かく

 
離
 り

 して兵器の製造を行わせなければならない。

　この１カ月で、
一
 かず

 
良
 ら

 は可能な限り効率的な生産ができるように武器の再設計（書籍に載っていたものからの改良）を行っていた。

　同時にカタパルトなどの攻城兵器の設計も進めており、すべての作業を一人で行っている。

　職人たちに作業指示を出すようになれば、彼らの意見を聞いてより効率的な生産手法を考えることになるだろう。

　それまでに、自分の手でできる限り作業を進めておく必要があった。

「カズラ様、新しいお茶です」

　コト、と、
一
 かず

 
良
 ら

 の手元に湯気の立ち上るマグカップが置かれた。

　顔を上げると、いつの間にか隣にエイラが立っていた。

「ありがとうございます。あの、そろそろ休んでください。もうこんな時間ですし」

「いえ、カズラ様がお休みになるまでは、ここにいますから」

　
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでそう言う彼女に、
一
 かず

 
良
 ら

 は困ったように
微
 ほほ

 
笑
 え

 み返す。

　しばらく前に深夜に１人で工作作業をしているところをエイラに見つかってからというもの、彼女は毎晩こうして
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋を訪れるようになっていた。

　休むように言っても頑としてきかないので、
一
 かず

 
良
 ら

 も半ば諦めてしまっている。

　エイラは
一
 かず

 
良
 ら

 の作業に口を出したりはせず、こうしてお茶を用意してくれたり、集中力が切れかかると話し相手になってくれたりしていた。

「ん、これは……レモンバーベナとローズマリーかな。割合は２対１ってところか」

「ふふ、正解です。効能は何でしょう？」

「不安と緊張の緩和」

「おー！」

　お茶を一口飲んで即座に答えた
一
 かず

 
良
 ら

 に、エイラがぱちぱちと拍手する。

　このやり取りは、エイラが
淹
 い

 れてくれたお茶を飲むたびの恒例となっていた。

　彼女には、ハーブティーのブレンドが記載された本を１冊プレゼントしてある。

　ページの要所要所にこちらの世界の文字でふりがながふってあり、エイラでも読めるようになっていた。

　また、日本語とこちらの世界の文字の対応表（ひらがなとカタカナ）も欲しいと言われたので渡してある。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が作業をしている間、エイラはそれを使って日本語の勉強をしていた。

「あの、もしかして俺、不安そうに見えました？」

「不安そうというか、悩んでいるように見えたので」

「むう、そうですか……」

　顔や態度に出ちゃってたのかな、と普段の自分を思い返す。

　リーゼやバレッタには特に何も言われたことがなかったので、上手く隠せていると思っていたのだが。

「大丈夫ですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が考えていると、エイラがそう声をかけてきた。

　彼女はいつものように、優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいる。

「ご自分を信じてください。きっと、何もかも上手くいきますから」

「エイラさん……」

　彼女の言葉に
一
 かず

 
良
 ら

 が
頬
 ほほ

 を緩めた時、部屋の扉がコンコン、とノックされた。

　こんな時間に誰か訪ねてくることなど今まで一度もなかったので、思わず２人して顔を見合わせる。

「あの……まだ起きてますか？」

「バレッタさん？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言うと、扉がかちゃりと静かに開き、バレッタが顔をのぞかせた。

「ごめんなさい、こんな時間……えっ」

　座っている
一
 かず

 
良
 ら

 の
傍
 そば

 に立つエイラを見て、バレッタがたじろぐ。

「あはは、とうとうバレちゃいましたねー」

「は!?
 　いや、何言ってるんですか！　バレッタさん、違いますよ！　違いますからね!?
 」

「カ、カズラさん……」

　慌てふためく
一
 かず

 
良
 ら

 と、涙ぐむバレッタ。

「……えへ、冗談です。お仕事の手伝いをしていただけですよ」

　ワンテンポ間を空け、エイラがいたずらっぽく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「お手伝い、ですか？」

「はい。今夜だけ手伝うように申し付かりまして」

「何のお仕事ですか？」

「書類の翻訳です。専門用語が多くて大変とのことで。先ほど終わって、お茶でも飲んで一息つこうってなったところだったんです」

　そう言い、テーブルの上に目を向ける。

　日本語とこちらの世界の文字の対応表が書かれたノートが、開きっぱなしになっていた。

　バレッタはそれを見て納得したようで、ほっとした様子で部屋に入ってきた。

「バレッタさんこそ、こんな夜中にどうしたんです？　何かあったんですか？」

「え、えっと……」

　バレッタは少し
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 した様子でエイラを見た。

　だがすぐに、仕方ない、といったふうに息をつくと、口を開いた。

「アイザックさんに、今夜はカズラさんの
傍
 そば

 にいるようにって言われたんです」

　そう言って、自身の左手に目を落とした。

　そこに握られた
鞘
 さや

 に収まった長剣を見て、
一
 かず

 
良
 ら

 が目を丸くする。

「それ、剣ですよね？」

「はい、何があってもカズラさんの
傍
 そば

 を離れるなって言われて、渡されました。それと、誰も部屋に入れないようにって」

「何者かが襲ってくる、ということでしょうか？」

　不安そうな表情で、エイラが言う。

「もしそうなら、アイザックさんなら俺に説明をすると思いますが……それに、バレッタさん１人を寄越すっていうのも変な話だと思いますけど。バレッタさんは何か聞いてないんですか？」

「はい、聞いても何も教えてくれなくて」

「私、ジルコニア様に確認してきます」

「あっ、待ってください！」

　飛び出していこうとするエイラの腕を、バレッタが掴む。

「このことは誰にも言うなって、アイザックさんにきつく言われてるんです」

「アイザック様がですか？　どうしてそんなことを？」

「分かりません。でも、絶対に誰にも言ってはダメだって言われて」

「アイザック様にどんな意図があるのかは分かりませんが、ナルソン様やジルコニア様に言ってはいけないことなどないはずです。すぐにご報告して、対応をお願いするべきです」

「いえ、何か理由があるんだと思います。ここは指示に従うべきだと思います」

「なら、せめて警備兵を呼びましょう。大声で呼べば、誰か来てくれるはずです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋の前には警備兵は常駐しておらず（部屋の中を見られると面倒なことになるため）、部屋に続く通路に点々と配置されている。

　ドアを開けて通路に呼びかければ、誰かしら気づくはずだ。

「いえ、それもやめてください。先ほども言いましたが、誰にも言うなときつく言われていますから」

「でも、何かあったらこのままでは危険すぎます。人を集めるべきです」

「いいえ、ダメです。アイザックさんは、意味もなくそんなことを言う人ではありません。指示に従うべきです」

「だからといって、カズラ様の身を危険にさらしてしまっては元も子もないじゃないですか！　カズラ様の安全とアイザック様の指示と、いったいどっちが大切だと思ってるんですか!!
 」

　彼女らしくもなく、エイラがバレッタに食ってかかる。

　バレッタはエイラを見据えたまま、扉の前を動かない。

「エ、エイラさん、落ち着いて」

　まるで
睨
 にら

 み合うような状態になってしまっている２人の間に、
一
 かず

 
良
 ら

 は身を割り込ませる。

　エイラの腕を掴むバレッタの手を握り、その手を離させた。

「とりあえず、ここはバレッタさんの言うとおり、アイザックさんの指示に従いましょう」

「で、でも」

「大丈夫です。バレッタさんが一緒にいてくれるんですから。ね、バレッタさん？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタに振ると、バレッタはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「はい。カズラさんのことは私が守ります」

「う、頼もしいんだけど、そう言われると何か自分が情けなくなってくるなぁ」

「そ、そんなことないですよ！　いつもは私がカズラさんにいろいろと守ってもらってますし！」

「むう、最近は全然そんなことない気がするんだけども。いろいろって何ですかね？」

「あー、えっと……せ、生活を守ってもらってます！　お仕事させてもらってますし、おかげで今は少しお金持ちになりました！」

「お金出してるのはナルソンさんですけどね」

「うう、何だかカズラさん、意地悪ですよう」

「そうかなあ」

「そうですよ」

「そうかなあ」

「そうですって」

「……」

　ふざけ合うように軽い調子で話す２人を、エイラは少し顔をしかめて見つめる。

　そんな彼女に
一
 かず

 
良
 ら

 は気づくと、こほん、と咳ばらいをした。

　険悪になりそうな空気を払拭するために
一
 かず

 
良
 ら

 はあえて軽口を叩き、それに即座に気づいたバレッタが乗っかったのだが、あまり上手くいかなかったようだ。

「エイラさん、アイザックさんとバレッタさんが付いてくれているんです。何が起こっても、きっと大丈夫ですよ。朝までここで大人しくしていましょう」

「……はい。カズラ様がそうおっしゃるのなら」

　不服そうにそう答えてうつむくエイラに、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは困ったように顔を見合わせるのだった。

　

　激しい風雨の音が響くナルソン邸の廊下を、ハベルは１人歩いていた。

　一度立ち止まり、自らの右の
掌
 てのひら

 を何気なく見つめる。

　ぎゅうっと力強く握りしめ、ゆっくりと開いた。

　手を下ろし、ふう、と息を吐く。

　ゆっくりと顔を上げ、視線を前に向けた。

　この先の角を曲がり、数十メートル直進した先には
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋がある。

「……」

　無言のまま、再び廊下を進む。

　数歩歩き、何者かの気配を感じて足を止めた。

　一拍置いて、数メートル先の曲がり角から見知った人物が姿を現した。

「……アイザック様？」

　それはアイザックだった。

　いつものような革の軽鎧ではなく、青銅製のブレストプレートを身に着けている。

　左手には円盾を装備し、足には
脛
 すね

 当てまで着けているという完全武装だ。
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「こんな時間に何て格好をしているんです。戦争にでも行くつもりですか？」

「お前こそ、こんな夜中にどこへ行く？」

　アイザックはハベルを
睨
 にら

 み付けると、逆に質問し返した。

「カズラ様に、どうしてもお伝えしなければならないことがありまして。アイザック様こそ、こんな夜更けにどちらへ？」

「部下がとんでもない不祥事を起こしてな。それの対応をしなければならなくなった」

「……それは奇遇ですね。私も似たようなものですよ」

　ハベルの答えに、アイザックはいぶかしげな表情をする。

　再びハベルは歩き出し、横を通り抜けようとアイザックに近づく。

　アイザックはハベルの進路を
塞
 ふさ

 ぐように、前に出た。

　ハベルが足を止める。

「ハベル」

「はい」

「ここを通すわけにはいかない」

　アイザックが、腰から剣を抜く。

「せめてもの情けだ。法の裁きを受ける前に、俺がこの手で殺してやろう」

　剣先を向けるアイザックに、ハベルはわずかに顔をしかめた。

　少し間を置き、「ああ……」とうつむき声を漏らす。

「そういうことですか。まあ、当然の報いですね」

　つぶやくように言うと、ハベルは顔を上げた。

　ゆっくりと、閉まる窓に近づく。

「おい」

「逃げやしませんよ」

　窓に手をかけ、開け放った。

　雨と風が勢いよく廊下に入り込み、数秒おいて壁に掛けられた
燭
 しよく

 
台
 だい

 の灯りがふっと消える。

　雨に打たれながら、ハベルは空を見上げた。

「アイザック様。２つ、お願いがあります」

「何だ」

「以前から、アイザック様とは一度本気で手合わせをしてみたいと思っていたんです。以前に比べていろいろと状況が変わってしまいましたが、胸をお借りしてもよろしいでしょうか」

「……ああ」

「それと」

　ハベルがアイザックに少し振り向く。

「マリーのこと、よろしくお願いいたします」

「……約束しよう」

　ハベルが、安心したように
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　アイザックは身構えたまま、表情一つ変えない。

「手合わせはここで、というわけにもいきませんね。外は大雨ですし、どうしましょうか。人目に付かないところのほうがいいのですが」

　まるで普段の会話のような調子で、ハベルが言う。

「……軍事区画の西地下訓練場なら、誰にも邪魔されないだろう。出入口は一つだし、逃げ場もない」

「だから逃げませんって。そんなに心配なら、そこへ行く前に腕に
縄
 なわ

 でも付けますか？」

「いい。さっさと行くぞ」

　アイザックは剣を
鞘
 さや

 にしまうと、ハベルのすぐ後ろに立ち、先に行くようにうながした。

「剣は渡しておきましょうか？」

「構わん。そのまま持ってろ」

「不用心ですね。私が隙を突いて、あなたを殺そうとするとは考えないのですか？」

「お前ごときに不意打ちなど食らうか」

「そういうのを油断というのですよ」

「うるさい！　さっさと歩け！」

「はいはい」

　この状況におよんで軽口を叩くハベル。

　アイザックは内心困惑しながらも、それを表には出さずに足を進めた。

　

　数分歩き、地下訓練場へとやってきた。

　昼間は訓練を行う兵士たちが出入りしているが、今は誰もいなく静まり返っている。

「私も盾を使っていいですか？」

「好きにしろ」

　ハベルは訓練場の壁際に並べてある武具へと歩み寄り、中型の盾を１つ手に取った。

　ゆっくりとした動作で、左手に革のベルトで固定する。

「しかし、本当にひさしぶりですね。最後に手合わせしたのは、もう半年以上も前になりますか」

「……ハベル」

「はい？」

「どうして、裏切るような真似をしたんだ？」

　問いかけるアイザックに、ハベルはベルトを締めながら少し考えるように口を閉ざす。

「……この国を見限ったから、でしょうか。このままこの国にいても破滅しかない、バルベールに滅ぼされるだけ、そう考えたからでしょう」

「本当にそう思っているのか？」

「ええ」

「俺たちにはカズラ様が、グレイシオール様がついているんだぞ。神を味方につけた我々が、バルベールごときに負けるものか」

「そうかもしれませんね。あのかたがいれば、もしかしたら」

　答えるハベルに、アイザックが
怪
 け

 
訝
 げん

 そうな顔をする。

　ハベルは左手に着けた盾の具合を確かめると、訓練場の中央に進んだ。

　剣を抜き、アイザックを見据える。

「どちらにせよ、過ぎた話です。言い訳など無意味でしょう」

「……そうだな」

　アイザックは剣を抜き、ハベルと視線を交えた。

　盾を前に突き出し、剣を構える。

「いくぞ」

「はい」

　盾を構えたハベルが返事をすると同時に、アイザックは突進した。

　

「バレッタさん、座ってお茶でもどうです？　ずっと立ちっぱなしっていうのも……」

「いえ、何が起こるのか分からないので」

　あれから約１時間。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は何をするでもなく、部屋の中央でぼうっと椅子に腰掛けていた。

　すぐ隣には、腰の
鞘
 さや

 に手を添えたバレッタが、じっと立っている。

「見張っていますから、ベッドで休んでください。私、夜目が利くんで、薄暗くしても大丈夫ですから」

「いやいや、そういうわけにも……あ、エイラさんは休んでいいですよ。俺のベッド使っていいですから」

「えっ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の対面に座っていたエイラは、その言葉にベッドに目を向けた。

　何度か
一
 かず

 
良
 ら

 が寝っ転がったのか、シーツが少し乱れている。

「エイラさん、明日も仕事ですよね？　寝ないと持たないですよ」

「いえ、大丈夫です。カズラ様こそ、お疲れなのでは」

「俺は朝になったら昼まで寝て過ごすんで、大丈夫です。エイラさんは寝てください」

「ですが……」

「あ、別に明日の仕事を休みにしちゃってもいいですよ。俺から
侍
 じ

 
女
 じよ

 長さんに言っておくんで」

「う……で、では、お言葉に甘えて休ませていただきます」

　エイラはいそいそとベッドへ向かうと、カチューシャを外して布団に潜り込んだ。

　予想外に素直に言うことを聞いたエイラに、
一
 かず

 
良
 ら

 は「やっぱり疲れてたんだな」と
頷
 うなず

 く。

「灯り、小さくしますね」

　バレッタがリモコンを操作して、天井のＬＥＤライトをオレンジ灯に切り替える。

　数分もしないうちに、すうすう、とエイラの寝息が聞こえてきた。

「しかし、何も起きませんね」

　淡く光るオレンジ灯を見上げ、
一
 かず

 
良
 ら

 が小声で言う。

「そうですね。このまま何も起きずに、朝になってくれるといいんですけど」

「バレッタさんは、何か心当たりはないんですか？」

「うーん、カズラさんを狙って襲ってくるような人となると……」

　バレッタの頭に、アロンドの顔が浮かぶ。

「誰か思い当たる相手でも？」

「いえ、でも……たったそれだけのことで、そこまでするはずは……」

「え、いるんですか？　誰なんです？」

「あ、えっと……」

　バレッタが口ごもっていると、廊下をばたばたと駆ける音が近づいてきた。

　バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 を背に扉に向き直り、剣の柄に手をかける。

　それと同時に扉が、ばん、と開いた。

「カズラさん！　無事ですか!?
 」

「えっ、ジルコニアさん、何事ですか？」

　部屋に飛び込んできたのは、ジルコニアと数人の警備兵だった。

　ジルコニアは薄い寝間着姿で、抜き身の長剣を握りしめている。

　部屋の中をぐるりと見渡し、ほっと息をついた。

「まだ近くにいるはずよ。軍事区画と街の出入口を封鎖、近衛兵を緊急召集。徹底的に探しなさい。殺さず生きたまま捕えるのよ」

「ジルコニア様！」

　早口でジルコニアが警備兵に指示を出していると、別の警備兵が部屋に飛び込んできた。

「
侍
 じ

 
女
 じよ

 のマリーを見つけました！」

「部屋にいたの？」

「はい、ここに連れてきますか？」

「そうしてちょうだい。それと、あなたたちは捜索に回りなさい。ここは私が守るわ」

「はっ！」

　ジルコニアは警備兵たちを下がらせると、
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

　バレッタが電気を点け、部屋が明るくなる。

「ルーソン家がバルベールに通じていました。イステール領の情報を、バルベールに流していたようです」

「え!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が驚きの声を上げる。

「そ、それって、ルーソン家全員ってことですか？　ハベルさんやアロンドさん……あ、あの、ちょっと待っててください。その格好だと目のやり場に困ります」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は小走りでダンボール箱へ駆け寄り、無地のＴシャツを引っ張り出してジルコニアに手渡した。

「ごめんなさい、急いで飛び出してきたもので」

　ジルコニアはもぞもぞとＴシャツを着ると、
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

「詳しい情報が入ってきていないので、詳細はまだ分かりません。ただ、ルーソン家はバルベールへの亡命を計画していたようです。国境へと向かう森の中で、スラン家の私兵が彼らを発見したと報告がありました」

「スラン家の？　なるほど、それで……」

「何かご存じだったのですか？」

「ええ、少し前にバレッタさんが……あの、ジルコニアさんは何も知らなかったんですか？」

「知りませんでした。先ほど、ずぶ濡れの兵士が私の部屋に駆け込もうとしてきて騒ぎになって……その時に別の警備兵が、少し前にハベルが屋敷にやってきたのを見たというので、もしやと思って慌てて……」

　ジルコニアは言葉を止めると、つかつかと
一
 かず

 
良
 ら

 のベッドへ向かい、一気に毛布をはぎ取った。

　その中から、気まずそうに彼女を見上げるエイラの姿が現れた。

「……あなた、こんな時にそこで何を」

　顔をしかめてジルコニアが言いかけると、扉がコンコンとノックされた。

「マリーを連れてまいりました」

「入りなさい」

　ジルコニアが声をかけると、扉が開いて警備兵に連れられた
侍
 じ

 
女
 じよ

 服姿のマリーが入ってきた。

　天井で光り輝くＬＥＤライトに、警備兵が目を丸くする。

「ご苦労様。あなたも捜索に回りなさい」

「は、はっ！」

　警備兵が退出し、扉が閉まる。

　マリーの顔は真っ青で、小刻みに震えていた。

「ハベルはどこにいるの？」

「わ、分かりません」

「正直に答えないと、命はないわよ」

「ちょ、ジルコニアさん！」

　慌てて止めに入る
一
 かず

 
良
 ら

 を、ジルコニアが手で制す。

「ほ、本当です！　私、何も知りません！」

「ルーソン家は家ぐるみで、バルベールに亡命しようとしていたらしいわね？」

「っ！」

　びくっ、とマリーが肩をはねさせる。

　ジルコニアは、ふう、と息を吐いた。

「知っていることは全部話しなさい。あなたは今まで、本当によく働いてくれたわ。話してくれさえすれば、身の安全は保障するから」

「あ、わ、わたし、は……」

「ジルコニア様！」

　その時、ノックもせずに警備兵が部屋に飛び込んできた。

「ハベル様を見つけました！　アイザック様と軍事区画の西地下訓練場にいるようですが、
閂
 かんぬき

 を掛けているようで扉が開きません！　中で戦闘になっているようです！」

　その言葉を聞くと同時に、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは部屋を飛び出した。

　

「おい！　どういうつもりだ！　本気で戦うんじゃなかったのか!!
 」

　汗だくで荒い息を吐きながら、アイザックが叫ぶ。

　数歩先には、同じく息を切らせたハベルが身構えている。

「何を……おっしゃるやら……これが私の本気です」

「さっきから逃げ回ってばかりだろうが！　ふざけるな!!
 」

　アイザックが一気に距離を詰め、真横に剣を薙ぎ払う。

　ハベルは後ろに跳び、剣先を弾くように盾で受け流した。

「なぜ反撃しない!?
 　まともに戦いもせずに、このまま殺されるつもりか!!
 」

　憤怒の形相で、アイザックが
吼
 ほ

 える。

　がむしゃらに突っ込みながら、剣をふるい攻撃を仕掛ける。

　ハベルは防戦一方で、ただの一度も攻撃を仕掛けない。

「実力差が、ありすぎますからね……無謀な攻撃を……控えているだけです……」

　ぜいぜい、と肩で息をし、ハベルはひたすら逃げ回る。

　出入口の方向からは、扉をぶち破ろうとする音が響く。

　長時間にわたる戦闘で、双方ともにかなり疲労していた。

　だが、アイザックにはまだ体力に余裕がある。

　対するハベルはすでにバテバテで、足元がふらつき始めていた。

「この大馬鹿野郎がっ!!
 」

　大きく踏み込んだアイザックが、ハベルを盾ごと
蹴
 け

 り飛ばした。

　ハベルは踏ん張り切れず、転がるように背中から転倒する。

「失望したぞ。たとえ勝てずとも、まともに戦って欲しかった」

「わ、分かりました。ちゃんと戦いますから、もう一度……」

　ばん、と扉が破られる音が響く。

　続けて、駆け寄ってくる大勢の足音。

「もう遅い。時間切れだ」

「アイザック！　やめなさい!!
 」

　アイザックの視界の右
隅
 すみ

 に、ジルコニアたちの姿が映る。

　剣を振りかぶり、ハベルの頭目掛けて打ち下ろす。

　シュッ、と、何かが視界に入ったと思うと同時に、アイザックの二の腕に激痛が走った。

「ぐっ!?
 」

　深々と突き刺さった小型の短剣を目にして、右を見る。

　そのアイザックの顔面を、猛烈な勢いで駆け寄ったバレッタが殴りつけた。

　吹っ飛んだアイザックの手から、剣を
蹴
 け

 り飛ばす。

「ふう、間一髪ね。バレッタ、よくやったわ」

　遅れて到着したジルコニアが、やれやれといった様子でアイザックとハベルを見下ろした。

「いえ、ジルコニア様が短剣を投げていなければ間に合いませんでした」

「アイザックさん、大丈夫ですか!?
 」

　
呻
 うめ

 くアイザックに、
一
 かず

 
良
 ら

 が慌てて駆け寄る。

「ぐ……カズラ様……」

「兄さんっ!!
 」

　尻もちをついたままの状態のハベルに、後からやってきたマリーが飛びつくようにして抱き着いた。

「お願いです！　兄さんを殺さないでください！　私はどうなってもいいですから、だからっ」

　マリーは泣きじゃくりながらハベルを抱きしめ、ジルコニアに
懇
 こん

 
願
 がん

 する。

　ハベルは半身を起こすと息を整え、マリーの頭を
撫
 な

 でた。

「マリー、いいんだ。俺はルーソン家の人間として、責任を取らなければならない」

「でもっ、でもっ！」

「父上のしでかした罪は、俺の罪でもあるんだ。分かってくれ」

　ハベルがジルコニアを見上げる。

「ジルコニア様、父は捕えることができましたか？　打てるだけの手は打ったつもりですが」

「……どういうこと？」

　ジルコニアがいぶかしんだ視線をハベルに向ける。

　アイザックや
一
 かず

 
良
 ら

 、そしてマリーまでもが、困惑した視線をハベルに向けた。

「父の亡命の件についてです。協力者をすべてあぶりだすために、ギリギリまで内密にことを進めていました。今頃、私の私兵が父の一行を捕えている頃合いだと思うのですが」

「ハベル、お前……何を言ってるんだ？」

　明らかに動揺した表情で、アイザックがハベルに問いかける。

「何をって……知っていたんじゃないんですか？」

「何の話だ。俺はお前が、カズラ様を暗殺しにきたものだと……」

「え？　私がカズラ様をですか？　どうしてです？」

「それは……カズラ様を亡き者にしてしまえば、バルベールの勝利は揺るがない。俺がお前ならそう考えるだろうと思ったんだ。あちらへ亡命するなら、それくらいのことはするだろうと」

「神を殺せるわけないじゃないですか。第一、たとえまともにカズラ様と戦ったとしても勝てるわけがないでしょう。バレッタさんですら、アイザック様を一撃で伸せるほどの力を持っているんですよ」

　そう言って、ハベルはバレッタに目を向けた。

　バレッタは黙って、ハベルをじっと見つめている。

「そ、それはそうだが……じゃあ、なぜカズラ様の部屋へ行こうとしていたんだ」

「身柄を拘束されて二度とお会いできなくなる前に、自分の口からカズラ様にすべて説明して謝罪するためです。マリーのことをお願いしようという下心もありましたけどね」

「はあ、そこまでになさい。ハベル、こちらの情報とあなたの言っていることが噛み合ってないわ。別室で話を聞くから、付いてきなさい」

「あ、あの、私も一緒に……」

　ハベルに引っ付いたまま、マリーがジルコニアを見上げる。

「そうね、あなたも来なさい。知ってることは全部話すのよ。その様子だと、何も聞かされてなかったみたいだけど」

「は、はい！」

　マリーに支えられ、ハベルが立ち上がる。

「カズラ様、お騒がせしてしまい申しわけございませんでした。どうか、お身体を大事に。この国を、よろしくお願いいたします」

「いや、何を今生の別れみたいな
台詞
 せりふ

 を言ってるんですか。ハベルさんもマリーさんも、いなくなられたら困ります」

「ありがとうございます。ですが、身内が謀反を企てたとあっては……」

「だから、私が信用してるのはあなたたちなんですって。それに、ハベルさんは事前にノールさんの裏切りを防いでくれたんでしょう？」

「それは、そうですが……」

「私も一緒に話を聞きます。ジルコニアさん、いいですね？」

「分かりました。行きましょうか」

　ジルコニアを先頭に、ぞろぞろと訓練場を出ていく。

　その場には、アイザックとバレッタ、そして数十人の警備兵が残された。

「な、何だかよく分かりませんが……アイザック様、やらかしてしまったみたいですね」

「いや、しかし……」

　警備兵の言葉に、アイザックが
唸
 うな

 る。

　話の展開が急すぎて、何が何だか分からない。

「とりあえず、手当しましょう。早く短剣を抜かないと、筋肉が締って抜けなくなりますよ」

「そ、そうだな。……バレッタさん、どうしました？」

　皆が出て行った扉を黙って見つめているバレッタに、アイザックが声をかける。

　すべてはアイザックの早とちりで起こった騒動だと、皆が考えていた。

　ただ一人、彼女を除いては。

　

　別室にて、さっそくハベルに対する尋問が始まった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニアが座るソファーの対面に、ハベルとマリーが並んで座っている。

　あれからマリーはハベルの腕に引っ付いたまま離れず、今も隣にぴたりと寄り添っていた。

「そう、何年も前からバルベールと通じてたのね。それを、あなたは数カ月前に聞かされたと。逃走経路はどうなってたの？」

「詳しい経路は聞かされませんでした。今日の深夜に、イステリアを出た森の中で落ち合うからお前もこいと言われただけです」

「確か、ノールは明日からグレゴルン領へ向かうことになっていたはずね。それに乗じて姿をくらますつもりだったと」

「はい。なので、私は事前にそこで待ち伏せするように兵に指示を出しておきました。逃げられるわけにはいかないので、最悪殺しても構わないと指示しておいたのですが……アイザック様のおかげで、生きたまま捕えることができたようですね」

　ふーん、とジルコニアは鼻を鳴らす。

「あなたはここ数日、自宅から
開
 かい

 
墾
 こん

 地を往復してたわね。明日……いえ、今日からは北の
砦
 とりで

 方面の
開
 かい

 
墾
 こん

 作業に向かうことになってたかしら」

「はい。父には私の予定を逐一報告しておりましたので、逃亡するのにはちょうどいいタイミングだと考えたのでしょう」

「マリーは置いていくことになってたのかしら？」

「そのつもりだったようですね」

　ハベルが答えると、マリーが「えっ？」とでも言いたげな視線を彼に向けた。

「数カ月前に、マリーは偶然私と父の話を立ち聞きしてしまっていたようです。それで、バカな真似はやめてくれと何度かマリーに
懇
 こん

 
願
 がん

 されたのですが、私が何とかするから、このことは誰にも言うなと言い聞かせていました」

　そう言って、ハベルがマリーに目を向ける。

「は、はい！　こ、このままでは大変なことになると思って……それで、アイザック様に……」

「どうしてアイザックに？　私やカズラさんに言わなかった理由は？」

「そ、それは……その……兄さんのことを考えたら、どうしても……」

「捕えられてノール共々処刑される、かしら？」

「……はい」

　
萎
 しお

 れるように、マリーが
頷
 うなず

 く。

「アイザックなら直属の上官だし、何とかしてくれるかもって思ったってことかしら。相談を持ち掛けられたアイザックは自分だけで何とかしようとして、今回の騒動ってわけね」

　ふう、とジルコニアがため息をつく。

「でも、私やナルソンに何も言わずにここまでやるとは思わなかったわ。残念だけど、こんな独断専行をやらかすようじゃ、今のポストから外さないといけないわね」

「そ、それは違うんです！　私がアイザック様にお話しする前に、秘密にしておいてくれるようにお願いしてしまったからなんです！」

「……あなたがお願いしたから、誰にも言わずに自分で何とかしようとしたってこと？」

「はい……祖先の名に誓って、秘密は守ると言ってくださって……」

「その約束を律儀に守ったってこと？　……はあ」

「何とも、アイザック様らしいですね」

　小さく笑うハベルと、呆れたように再び大きなため息をつくジルコニア。

　黙って話を聞いていた
一
 かず

 
良
 ら

 が、ふむふむと
頷
 うなず

 く。

「てことは、やっぱり今回の騒動はアイザックさんの勘違いが原因ってことですか。あ、もちろん、ノールさんの裏切りは別として」

「はい。私のほうで兵を待ち伏せさせていたので、どっちみち父たちは逃げられなかったでしょう」

「マリーさんは、ハベルさんから聞いた情報をアイザックさんに逐一流してたってことですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 に声を掛けられ、マリーがびくっと肩を揺らす。

「あ、そんなに
怯
 おび

 えないでください。責めてるわけじゃないですから」

「も、申しわけございません」

　マリーはもう一度ハベルの顔を見ると、恐る恐るといった様子で
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

「何度か考え直すように兄さんにお願いしていたのですが、『お前のことは絶対に守るから、何も心配しなくていい』としか言ってくださらなくて……」

「まあ、そんなふうに言われてちゃ、何とかしたいとも思いますよね」

「カズラ様、本当に申しわけございませんでした。どのような
罰
 ばつ

 も受けますので、マリーのことはどうか……」

　平身低頭といった様子で頭を下げるハベルに、
一
 かず

 
良
 ら

 は「いやいや」と手を振る。

「だから、俺はハベルさんたちを
罰
 ばつ

 するつもりなんてこれっぽっちもないんですって。ね、ジルコニアさん？」

「いえ、そういうわけにはいきません。身内の犯した罪は連帯責任です」

「でも、結果的にハベルさんは自分の身を顧みずにこの国を守ってくれたじゃないですか。こんな忠臣を処罰するっていうのには賛成できないですよ」

「しかし……」

「カズラ様、ジルコニア様のおっしゃるとおりです」

「あーもう、何でそこでハベルさんがジルコニアさんを擁護しちゃいますかね」

「そ、そう申されましても」

　２人のやり取りに、ジルコニアは今日何度目かも分からないため息をついた。

「はあ、分かりました。では、ハベルは身分は据え置きで、６カ月間の強制労働処分とします。また、ルーソン家の財産は、規定どおりイステール家が接収します」

「接収って、まるごと没収ですか？　ハベルさんの財産も？」

「ルーソン家のものは、人も物もすべてです。ただし、ハベルの財産は……まあ、銀行にある預金くらいでしょうが、それはそのままとします」

「うんうん。マリーさんはイステール家の所有ってことになるんですね？」

「そうなりますね。ハベルが買い戻したいと言うのなら別ですが。値段は一般的な
奴
 ど

 
隷
 れい

 の価格と同じでいいです」

「なるほど、なるほど。強制労働ってのは、俺が仕事内容を決めてもいいですかね？」

「別にいいですよ。ただし期間中、給金は出ませんが。私としては、
砦
 とりで

 方面の
開
 かい

 
墾
 こん

 作業の指揮がいいかと思いますけど」

「お、意見が合いますね。俺もそれがいいと思ってました」

「え？　え？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニアのやり取りに、マリーは目を白黒させる。

　ハベルはそんなマリーの頭を
撫
 な

 で、
一
 かず

 
良
 ら

 たちに苦笑を向けた。

「どれだけ甘いんですか。まるで
罰
 ばつ

 になってないですよ」

「はあ、まったくだわ。頭が痛くなる」

　ジルコニアが心底疲れた表情で、眉間を押さえる。

　対する
一
 かず

 
良
 ら

 はニコニコ顔だ。

「いいんですって。で、ハベルさん、マリーさんのことはどうします？　買い戻します？」

「はい、買い戻させていただきます。ただ、引き続きカズラ様の下で働かせていただければと。それと、身分も併せて買い戻させていただければ嬉しいのですが」

「分かりました。じゃあ、
奴
 ど

 
隷
 れい

 身分じゃなくなるってことですね。これからは他の
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんたちと同じように、ちゃんと10
 日のうち２日はお休みとします。ジルコニアさん、ルーソン家で働いていた人たちが失業しちゃいますけど、どうしましょうか？」

「ええ、そこまで面倒見るんですか……」

「見てあげないと、ちょっとかわいそうですよ。いきなり失業して路頭に迷うことになるんですし」

「ああもう、分かりました、分かりましたよ。ハベル、元ルーソン邸の管理は任せるから、使用人はそのままあなたが雇いなさい。管理費をお給料に上乗せするから、そこから給金を払いなさい。
余
 よ

 
剰
 じよう

 人員はこっちで再雇用してあげるわ。元々使用人は不足気味だったし」

「あ、ありがとうございます。なんとお礼を言えばいいか……」

「礼ならカズラさんに言いなさい」

「カズラ様、ありがとうございます。ほら、マリーも」

「あ、ありがとうございます!!
 」

「どういたしまして。さて」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くと、ハベルに向き直った。

「アロンドさんについてですが、彼も……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が話しかけた時、部屋の扉が激しくノックされた。

「入りなさい」

「失礼します！」

　ジルコニアが答えると同時に、兵士が部屋に駆け込んできた。

「たった今、スラン家の部隊が襲撃を受けたと報告が入りました！　現在、近衛兵隊が現地に急行しています！」

「……襲撃？　誰が？」

「救援を求めにきた兵の話によると、相手はおそらくルーソン家の私兵だとのことです。奇襲を受けたようで、多数の死傷者が出ているようでして……」

　ばっと、全員の視線がハベルに集まる。

「ま、まさか、そんな……」

　ハベルは顔を青くし、報告に来た兵士に目を向けている。

「……最悪だわ。万が一ノールが殺されでもしたら、情報源が絶たれることになる」

「ジルコニアさん、俺たちも現地に……」

「いえ、私とハベルで行きます。カズラさんは屋敷を出ないでください。ハベル、行くわよ」

「あ、あの！　私も一緒に……」

「マリー、カズラ様とここにいるんだ。いいな」

　ハベルに諭されるように言われ、マリーは不安げな表情で彼を見る。

「大丈夫だ。すぐに戻ってくるよ」

「……はい」

　萎れるように
頷
 うなず

 くマリーの頭をハベルは優しく
撫
 な

 で、ジルコニアとともに部屋を出て行った。

「兄さん……」

　不安そうな眼差しで、２人が出て行った扉を見つめるマリー。

　そんな彼女にかける言葉が見つからず、
一
 かず

 
良
 ら

 は黙ってうつむくのだった。

　

　ラタを飛ばして現地に駆けつけたジルコニアは、現地の惨状を見て言葉を失った。

　土砂降りの雨のなか、辺りに転がる数十にもおよぶ死体。

　
槍
 やり

 が突き刺さり、絶命したラタ。

　重傷を負って血を流しながら
呻
 うめ

 く兵士。

　それを必死に手当する近衛兵。

　幾本もの矢が突き刺さった２台の幌馬車。

　まさに地獄絵図である。

「
怪
 け

 
我
 が

 人の数は？」

　その場で指揮を執っていた近衛兵長に、ジルコニアが声をかける。

「30
 人ほどです。無傷の者は８人。我々が到着するまで、互いに一歩も引かずに殺し合いをしていたようです」

　猛烈な雨風の音に被せるように、近衛兵長が大声で答える。

「ルーソン家の者は皆殺しです。優先的に狙われたようで」

「……そのようね」

　馬車から少し離れたところに、うつ伏せで絶命した幾人もの死体があった。

　逃げようとしたところを殺されたのか、背中から一突きされたものが多い。

　ジルコニアは馬車をのぞき込むと、そこにはこれまた凄惨な光景が広がっていた。

　床は血の海で、中にはノールのほか数人の惨殺死体が転がっている。

「ダメ、か。唯一の情報源だったのに」

　そこでふと、ジルコニアは辺りに転がっている死体を見渡した。

　一つ一つに歩み寄り、髪を掴んで顔を持ち上げ、確認する。

「……アロンドの死体がないわ」

　そう言い、ハベルを振り返る。

「私も兄も一緒に来るものだと思っていたのですが……」

「何てこと……アレに逃げられるのはまずいわ。近衛兵長、すぐに追っ手を出しなさい。草の根を分けても捜し出すのよ」

「すでに捜索の兵は出しています。他領に通達を出してよろしいですね？」

「構わないわ。すぐにやって」

　近衛兵長は
傍
 そば

 にいた２人の兵士に
頷
 うなず

 くと、彼らはすぐにラタに飛び乗って駆け出していった。

　すでに用意はしてあったのだろう。

　ジルコニアは幌馬車に上がると、中を調べ始めた。

　
隅
 すみ

 にある布が被せられた物体に近寄り、布をはぐ。

　どこから盗んできたのか、イステリアで製造している手押しポンプが姿を現した。

「くっ……設計図が向こうに渡ってないといいけど……あなたは、何か持ち出すように言われてなかったの？」

　背後に立つハベルに、ジルコニアが問いかける。

「軍の情報は手に入れられるだけ持ってこいと命じられました。特に、建設中の
砦
 とりで

 の地図は絶対に手に入れろと」

「あなたは軍の情報を任されてたってわけね。となると、道具の設計図と内政情報はアロンドが盗み出したと考えて間違いなさそうね」

「おそらくは。兄はバレッタさんと一緒に道具の製造を任されていましたから、持っている情報量はかなりのものかと」

「製材機や鍛造機を、バルベールが手に入れるとまずいわね……いや、それよりも
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 か……」

　なおも馬車内を調べるジルコニア。

　ハベルは馬車の外に広がる
闇
 やみ

 に目を向けた。

　叩きつけるような大粒の雨が、轟音とともに降り続いていた。

　

　十数日後の夕方。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自室でソファーに腰かけ、膝の上で分厚い本を広げていた。

　本の内容は、古代ローマ帝国の興亡の歴史を取り扱ったものだ。

　当時の人びとの暮らしぶりや、ローマ人たちが外敵とどう渡り合ってきたかについて記されている。

「たっだいまー！　疲れたー！」

　時間も忘れて読みふけっていると、部屋の扉が開いてリーゼが入ってきた。

　いつものようなドレス姿ではなく、鎧下だけのぴっちりとした服装だ。

　髪はお団子頭を解いたばかりのようで、緩やかなウェーブがかかっていた。

「お帰り。お疲れさん」

「あれ、バレッタは？」

「まだ帰ってきてないな。いろいろと立て込んでるみたいでさ」

　ルーソン家の離反騒動があった翌日から、バレッタは毎日夜中まで外出し、屋敷に戻ってこないようになっていた。

　アロンドの抜けた穴を埋めるために奔走しているとのことなのだが、
一
 かず

 
良
 ら

 たちが手伝いを申し出ても『大丈夫』と断られてしまっていた。

「そっか……最近ずっと夜中まで帰ってこないし、大変そうだよね。やっぱり、明日からは私も付いて行くようにするよ。技術的なことは無理でも、ちょっとした手伝いくらいならできると思うし」

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の下へ来ると、すとんと左隣に腰を下ろした。

　横から、
一
 かず

 
良
 ら

 が読んでいる本をのぞき見る。

「うわ、すっごい分厚い本だね。もしかして、戦争の本？　なんか怪物みたいなのも描いてあるけど」

　開かれたページには、象を取り囲む大勢の兵士たちが描かれていた。

　鎧をまとった戦象が数名の兵士を背に乗せて、剣や
槍
 やり

 を手にした兵士たちの中心で大暴れしている。

「戦争の本っていうか、歴史の本だな」

「歴史？　神様の国の歴史なの？」

「まあ、そんなところだ。それはローマ帝国っていう国に焦点を当てた歴史の本だな」

「そうなんだ……この怪物は何？」

「それは象っていう生き物で、人の背丈の何倍もある生き物でだな」

　リーゼは本の内容に興味が湧いたらしく、描かれているイラストについてあれこれと質問をし始めた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は文章を読みながら、その質問に答えていく。

「へえ、神様の世界も、私たちと同じような戦争をしてたんだね。戦い方もけっこう似てるし」

「そうだな、似てるっちゃ似てるな」

「どうしてこんな本を読んでたの？」

「んー、何か参考になるものはないかと思って」

「武器とか戦術とか？」

「それもだけど、土壇場になった国がどういう動きをするのかとかかな。ノールさんもアロンドさんもいなくなっちゃったし、グレゴルン領との連携もどうなるか心配だ」

　あれから、アロンドの消息は途絶えたままだった。

　どうやら事件の数日前からグレゴルン領へ向けて出発していたらしいのだが、肝心のグレゴルン領へ到着した後の消息がまったく分からないらしい。

「そっか……バルベールに技術が流出したってことだもんね。アロンドがいなくなったってことは、製粉機とか新型ハーネスとか、あっちも手に入れたってことだよね」

「……まだ、そうだと決まったわけじゃない」

　本を持つ
一
 かず

 
良
 ら

 の腕に、リーゼがするっと自身の腕を絡める。

「おわ、何すんだお前……って身体冷たいな！」

「もう全身ガチガチだよ。耳とかほっぺたなんて、氷みたいになってるし」

「ああ、今日は部隊指揮の訓練をしてたんだっけか」

「うん。ずっとラタに跨ってたから寒くて。鎧はキンキンに冷たくなるし、剣も柄が氷みたいだし」

「コートとか羽織ってないのか？　てか、指揮の訓練なのに剣も使うのか」

「
外
 がい

 
套
 とう

 は付けてるけど、指示出す時に剣を振り回してはだけちゃうからほとんど意味ないの。雪はずっと降ってるし、寒くて死にそうだった」

　そう言いながら、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の肩に
頬
 ほほ

 をくっつけた。

　絡めていた腕を解き、氷のように冷たい手を
一
 かず

 
良
 ら

 の上着の下に滑り込ませる。

「うひいっ!?
 」

「へっへっへ。兄さん、いい身体してますねえ」

「や、やめろ！　マジでやめろ！　冷たい!!
 」

「私の手が温まるまで我慢なさいな」

「手が冷たいなら
暖
 だん

 
炉
 ろ

 に当たればいいだろ！」

「えー。あったかいし、いい匂いするし、カズラのほうがいいなあ。夜寝る時も、湯たんぽじゃなくてカズラがいいな」

　リーゼたちには、この間日本に戻った時に買ってきた湯たんぽを１つずつ渡してあった。

　この世界には湯たんぽのような道具は存在していなかったようで、使い方を説明すると皆が「その手があったか！」と膝を打っていた。

　持ってきたうちの１つがすぐさまサンプルとして陶器職人の下へと届けられ、今では日に数十個単位で生産されているとのことだ。

「ひっ！　や、やめろ！　まさぐるな！」

「別にいいじゃん、減るもんじゃないし。いひひ」

「手つきがいやらしいんだよ、お前は！　かわいい顔しておっさんみたいなこと言うな！」

「
褒
 ほ

 められた！」

「
褒
 ほ

 めてないよ!?
 」

　まとわりつくリーゼから逃れようともがく
一
 かず

 
良
 ら

 の膝から、本がばさりと床に落ちた。

　それを拾おうと床に伸ばした
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を、リーゼが掴む。

　リーゼはそのまま、ぐいと
一
 かず

 
良
 ら

 をソファーに押し倒した。

「うわっ、何すん……」

「最近、元気ないよね」

　押し倒した体勢のまま、リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 を見下ろす。

「……そんなことないぞ」

「あるよ。私、いつもカズラのこと見てるもん」

　ぎしっ、とソファーが軋む音が部屋に響く。

「カズラは悪くないよ。いろんな人にあっちこっち仕事を振り分けないといけないのは仕方のないことだし、完全に信用できる人間だけで全部をこなすなんて無理なんだから」

「……」

「あなたのせいなんかじゃない。あんまり思いつめないで」

　心の中を見透かすような眼差しに、
一
 かず

 
良
 ら

 は何も言うことができなかった。

　この娘はどうしていつも、自分の考えていることを簡単に見抜いてしまうのか。

「今回はたまたま、運が悪かっただけだよ。ルーソン家の裏切りなんて分かりようがなかったんだし、元々アロンドは優秀だったから仕事を任せることにしたのも当然だったし」

　アロンドが姿を消した際、彼の今後の業務予定についてこと細かにまとめられた資料が、
綺
 き

 
麗
 れい

 に整頓されたまま、まるごと彼の部屋に残されていた。

　バルベールに亡命するというのになぜそんなものが残されていたのかと
一
 かず

 
良
 ら

 は疑問に思ったのだが、ハベル曰く、『亡命に失敗して途中で捕えられた場合に備え、亡命するつもりなどなかったと言い訳するための証拠づくりではないか』とのことだった。

　従者や使用人をわずか数人しか連れて行かなかったのも、亡命を察知されないために万全を期したのだろう。

　なくなっていた物もいくつかある。

　彼が保管していた、製粉機、
唐
 とう

 
箕
 み

 、鉱石
粉
 ふん

 
砕
 さい

 機、スクリュープレス、ハーネスの設計図の複写図だ。

　図面を複写した職人に保管者がアロンドであるという裏付けを取ったので、それらの図面が持ち出されたのは確実である。

　
高
 こう

 
炉
 ろ

 の設計図や手押しポンプ、鍛造機などの工作機械類の設計図は外部への持ち出しが禁止されており、彼の手には一度も渡っていない。

　工作機械は複数の工房が個々に部品を製造しているため、それらの職人から別々に図面を得ようとしても非常に手間がかかるうえに、その行動がバレッタの耳に届く可能性が非常に高く、アロンドからしてみればリスクがありすぎるのだ。

　アロンドが工作機械類の設計図を持ち出した可能性は低いという事実が判明した際、ジルコニアとナルソンが心底
安
 あん

 
堵
 ど

 したような表情を浮かべていたことを、
一
 かず

 
良
 ら

 はよく覚えている。

「……でも、もっと役割を細分化して関わる人間を
隔
 かく

 
離
 り

 しておけば」

「でもとか禁止。過ぎたことは仕方ないんだから」

「お、おう」

　リーゼはくすりと笑うと、
一
 かず

 
良
 ら

 の
頬
 ほほ

 に手を添えた。

「一人で無理しないで。どうしても嫌になったら、全部投げ出しちゃえばいいんだし」

「な、投げ出すってお前、そんなことできるかよ」

「どうして？」

「どうしてって……」

「神様だから、助けてくれるの？　この国の人たちが祈りを捧げる、慈悲と豊穣の神様だから？」

「……違う。そうじゃない。そうじゃないんだ」

　リーゼが
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだまま、小首を傾げる。

「俺は、神様なんかじゃない。別の世界からきた、ただの人間だ」

「うん」

「うん、ってお前……」

「やっと、教えてくれたね」

　リーゼはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、
一
 かず

 
良
 ら

 の頭をよしよしと
撫
 な

 でる。

「……驚かないんだな」

「何となくだけど、そんなところなんだろうなって思ってたからね。カズラ、全然神様っぽくないし」

「う……ま、まあそうだよな……てか、怒らないのか？　今までずっと騙してたのにさ」

「怒らないよ。こんなにも私たちのために一生懸命になってくれてるあなたを、怒れるわけないじゃない」

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の頭を
撫
 な

 でていた手を、その
頬
 ほほ

 へと添えた。

　愛おしそうに、指先で優しく
頬
 ほほ

 をなぞる。

「誰でもさ、辛いこととか苦しいこととか、全部１人でなんて背負い込めないよ。弱音を吐ける相手がいないと、いつかは潰れちゃうと思う」

「……そうだな」

「というわけで！　これからはカズラの弱音でも愚痴でも、このリーゼさんが全部聞いてあげます！　秘密は厳守するので心配ご無用！　お酒飲みながらでも問題ないよ！　私、絶対に酔い潰れないから!!
 」

　身を起こし、自身の胸をどんと叩いて言い放つリーゼ。

　その妙な振る舞いに、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず笑ってしまう。

「お前なあ……いや、ありがとう。気にかけてくれてさ」

「だから、そんなの気にしなくてもいいって。ちゃんと相談料も貰うから」

「え、金取るのか」

「お金じゃないよ。あ、でも、少しお金も必要かな」

　そう言い、
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を掴んで引き起こす。

「遊びに行こ！　カズラのおごりで！」

「え、遊びにって、もう夕方だぞ？　そろそろ夕食……」

「外で食べればいいでしょ！　今日は夜まで遊ぶの！」

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の手を引っ張り、無理やりソファーから立ち上がらせた。

「わ、分かったから引っ張るなって。ていうか、その格好で行くのか？」

「時間がもったいないもん。このままで何か上に一枚羽織っていくよ。ダメかな？」

「まあ、お前がそれでいいならいいけど……」

「やった！　行こ行こ！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑しながら、手を引かれて扉へと向かう。

「リーゼ」

　リーゼがドアノブに手を掛けたところで、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけた。

　彼女が振り返り、小首を傾げる。

「ありがとな」

「……にひひ」

「な、何だその笑い方は」

「気にしない気にしない。ほら、行くよー！」

　すこぶる機嫌の良い声でリーゼは答え、勢いよく扉を開けるのだった。

　

　同日、深夜。

　イステリア郊外の雑木林のなかに、ハベルの姿があった。

　ハベルの前には、フードを
目
 ま

 
深
 ぶか

 に被った男が１人立っている。

「そうか、これだけ捜しても……いや、分かった。もう捜さなくていい」

　ハベルが懐からずっしりとした布の小袋を取り出し、男に手渡す。

　男は布袋の重さを計るように、少し上げ下げした。

「……少し多いようですぜ。こちとら、１人打ち損じてるんですがね」

「とっておいてくれ。その代わり、今後もよろしく頼む」

「……こいつは不確実な情報ですがね、あの兄さんに似た人物が、グレゴルン領から船で北に向かったと聞きましたよ」

　その言葉に、ハベルが顔をしかめる。

「何だと？　さっきはそんなこと一言も言わなかったじゃないか」

「かもしれないっていうだけで、確証が得られていませんからね。この情報を使うも使わないも、おたくの自由ってことです」

　男は布袋を懐にしまうと、木々の間へと消えて行った。

　その背を見送り、ハベルも街へ帰ろうと振り返る。

　そこで、びくりと身を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせた。

「……誰だ」

　数十メートル先の木陰に人影があった。

　ハベルが声をかけると、その人物はゆっくりとハベルに向かって歩んできた。

「今の人が協力者ですか」

「……バレッタさん？」

　
闇
 やみ

 のなか、聞き覚えのある声がハベルの耳に届いた。

　腰に長剣を携えたバレッタが、ゆっくりとハベルへと歩を進める。

「おかしいな、と思ったんですよ」

　草木を踏みしめる音を響かせながら、バレッタが口を開く。

「ハベルさん、どうして私たちの側に残ったのかなって」

　ハベルはとっさに、周囲に目を走らせた。

　歩み寄ってくる彼女以外に、人の気配はない。

「私もカズラさんも、軍事関係については何も教えてないのになって。祝福の力だって、どうしたら手に入るのかも教えていないのに。普通に考えたら、この国に勝算なんてないのになって」

「どうしてここに……」

「マリーちゃんに、あの日の夜はハベルさんが行くまで起きているように言っておいたらしいですね。マリーちゃんから聞きました。そこで、やっぱりおかしいなって感じたんです」

　ハベルの質問をさえぎり、バレッタが問い詰めるように語りかける。

「夜の間中ずっと起きてるように指示するなんて、おかしいですよね？　いったい何のために？」

「そ、それは、カズラ様に謝罪した後に別れを言いに行くためで……」

「なら、どうして彼女は
侍
 じ

 
女
 じよ

 服を着たままだったんですか？　あんな時間に、部屋で待っているように言われただけなのに。普通は私服か寝間着に着替えると思いますけど」

「……部屋の外に出るかもしれないと考えて、その服装でいたのでしょう。特に他意はないですよ」

「そうでしょうか。私には、こうしようとしていたように思えたんですけど」

　ハベルの数メートル先で、バレッタは足を止めた。

　うっそうとした木々が月明りをさえぎっており、ハベルから彼女の表情をうかがうことはできない。

「本当は、カズラさんを殺してマリーちゃんも一緒にバルベールに亡命するつもりだったんでしょう？　だから、ノールさんはこんなにイステリアに近い森のなかでハベルさんたちを待っていたんですよね？　マリーちゃんを連れずにただ亡命することだけが目的なら、もっと国境に近い場所か、街から遠く離れた場所で落ち合ったほうが安全ですから」

「な、何を言ってるんです。言いがかりも甚だしいですよ。さっきの男だって、兄上を捜すために私が……」

「でも、もし事前に察知された場合も考えて、どう転がっても自分とマリーちゃんの身だけは助かるように手を回していたんですね。時間稼ぎと自分の行動の不自然さを隠すために、アイザックさんに最後の決闘を申し込むような小細工までして。まったく反撃せずに防御に徹していたのは、ノールさんを襲った人たちが屋敷に送ることになっていた伝令の到着まで生き延びるためですね？　結果的にアイザックさんの私兵が連絡を寄越して、余計に不自然さが薄まりましたけど。まんまと騙されるところでした」

「バレッタさん、それは誤解です！　いったい何の話をしているのですか！」

　叫ぶように、ハベルが言う。

　バレッタは彼を見据えたまま、身じろぎもしない。

「城壁から火矢が放たれたのを見た人がいるんです。それも２回も。あの日は嵐でしたから、情報の伝達が上手くいかなかったんでしょうね。カズラさんの部屋までの廊下の一部が水浸しだったのは、アイザックさんに見つかったハベルさんが、窓を開けて外で待機している仲間に何か合図を送ったからですね」

「っ！」

　ハベルが言葉に詰まる。

　思わず左手を、腰の長剣に添える。

「それで、その火矢の後だと思うんですけど、別の場所からも火矢が上がったのを見た人がいるんですよ。位置は、ノールさんたちがいた辺りから少し離れた場所。私たちが今いる、この辺ですね」

「……」

「アイザックさんの部隊と戦闘になったのは、ハベルさんの私兵でしたよね。火矢の連絡を受けてノールさんを捕えようと現地に向かったら、先にアイザックさんの部隊がいて、双方が相手をノールさんの手引きした兵だと勘違いして戦闘になった、といったところでしょうか。この戦闘はまったくの想定外ですね。どういった指示を私兵に与えていたのかは分かりませんが、ノールさんを殺害したのは私兵とは別で、先ほどの人たちですね。戦闘の混乱に乗じて、私兵に紛れ込ませていた彼らがノールさんたちを殺害したのでしょう。正規の私兵はノールさんの殺害には関与していないと予想しているんですけど、どうでしょうか」

　ざあっと風が吹き、揺らいだ木々の隙間から降り注いだ月明りがバレッタを照らす。

　彼女は、無表情だった。

「アイザックさんに計画がばれずに、カズラさんを殺して上手く死体を隠せていたら、どうなっていたでしょうね？　ノールさんたちの口封じをしなくてもよくなって、皆で一緒にバルベールに逃げられたでしょうか？」

　ぎり、とハベルが歯を噛みしめる。

　
鞘
 さや

 を持つ左手に、力が入る。

　その様子を見てもなお、バレッタは微動だにせずハベルを見据えたままだ。

「ハベルさん、もう諦めてください。今投降してくれれば、マリーちゃんの安全は私が保証しますから。ハベルさんのやったことも、誰にも言いません」

「……どうして、分かったのですか？　あの状況で、どうして？」

「私、カズラさんが大好きなんです。あの人がいないと、ダメなんです。あなたにとっての、マリーちゃんと同じです」

「……」

「だから、私がハベルさんだったら、大切な人を守るためにどうしただろうって考えてみたんです。マリーちゃんと一緒に絶対に助かるようにするには、どんな方法があるのかなって。そうしたら、すぐにたくさんの不自然な点に気づけました」

「……マリーは、このことを知っているんですか？」

「彼女は何も知りません。あなたのことを、信じきっています。まだ少しだけショックが抜け切れていないみたいですけどね。あんなことがあった後じゃ、仕方ないと思いますけど」

「……そうですか」

「ハベルさんのことは、責任を感じて自ら命を絶ったとでも言っておきましょう。一筆書いてもらえれば、それをマリーちゃんやカズラさんに渡しておきます」

「もし抵抗したら？」

　ハベルが言うと、バレッタは両手を少し広げて見せた。

「してみます？　ここには私しかいませんから、私を殺せば上手く
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 せるかもしれませんよ？　このことは、誰にも話していませんし」

　でも、とバレッタは付け加える。

「もし私を殺し損ねたら、その時は残念ですけど、事実を全部ナルソン様に伝えます。マリーちゃんも死ぬことになりますね。裏切り者の妹で片棒を担いだことになるんですから、許されるはずがありません」

「……もう一度聞きますが、私が投降すれば、マリーは助かるのですね？」

「約束します」

　ふう、とハベルが息をつく。

　腰からベルトを外し、それごと剣を地面に投げ捨てた。

　バレッタは腰にぶら下げていた
縄
 なわ

 を手に取った。

「地面にうつぶせになって、手は後ろで交差してください」

　ハベルは言われたとおり、地面に伏せた。

　ゆっくりとバレッタが歩み寄り、ハベルを後ろ手に縛り上げる。

「……ハベルさん、これから自分がどうなるのか、聞かないんですか？」

　バレッタの問いに、ハベルが小さく笑う。

「聞くも何も、どこか
人
 ひと

 
気
 け

 のないところで一筆書かせてから自害させるのでしょう？　生かしておいたら、カズラ様の脅威になりますからね」

「……行きましょうか」

　バレッタはハベルを立ち上がらせ、
縄
 なわ

 を掴んで背中を軽く押す。

「バレッタさん」

　数十秒ほど歩いたところで、ハベルがバレッタに話しかけた。

「何です？」

「妹のことを、よろしくお願いします」

「……」

「バレッタさん？」

　返事をしないバレッタに、ハベルは立ち止まって首だけで軽く振り返る。

「もちろんです。安心してください」

「
脅
 おど

 かさないでくださいよ。騙されたかと勘ぐってしまったじゃないですか」

「人聞きの悪いことを言わないでください。私はあなたみたいな嘘つきじゃありません」

「はは、それもそうですね。あと、もしよければ、もう一つだけお願いを聞いて欲しいんです」

「……言ってみてください」

「カズラ様の持っている本に載っていた、写真というものがあったじゃないですか」

「ありましたね」

「将来、マリーが結婚したら、その様子を撮った写真を、私が埋められている場所に届けて欲しいんです。この目でその姿を見ることは、もう叶いませんから」

「っ……」

　バレッタが言葉を詰まらせる。

「……泣いてるんですか？」

「泣いちゃ……ダメですか？」

「……いえ。こんな私のために、ありがとうございます」

　ハベルは再び前方に顔を向けると、歩き始めた。

　だが、縛られている腕の
紐
 ひも

 が引っ張られるのを感じ、再び足を止めた。

「バレッタさん？」

「……どうして、こんなことを？」

「それはさっき、バレッタさんが話していたと思いますが」

「そうじゃなくて……どうして、そんなにマリーちゃんが大切なんですか？　マリーちゃんは
奴
 ど

 
隷
 れい

 の子として、ハベルさんとは別々に育てられていたんですよね？　接点なんて、ないに等しいじゃないですか」

「……マリーは、私と同じなんですよ」

　ハベルが、空を見上げる。

　木々のわずかな隙間から、輝く星がのぞいていた。

「私は、いてもいなくてもいい存在でした。私には、家と父、そして兄の名に傷が付かないようにすることしか求められていませんでした。別に私がいなくても、あの家は何も困らなかったんです。優秀な兄が、ルーソン家のすべてを担っていましたからね」

　バレッタは黙って、続きを待つ。

　ハベルはうつむき、暗い地面に目を落とした。

「成長するにしたがって、兄と私の扱われ方の差はより顕著になりました。兄は父に連れられて、文官としてめきめきと才覚を現していきました。家族の間でも、話の中心はもっぱら兄です。私の話なんて、ほとんど出たことがありません」

「……」

「そんななか、マリーが生まれました。同じ父を持ちながら、私よりはるかに
酷
 ひど

 い扱いを受ける存在が現れたんです。マリーを見て、子供心に私は思いました。『自分より哀れな存在ができた。彼女なら、この気持ちを分かってくれる』と」

　ハベルはバレッタに目を向け、少し
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　自嘲しているような、そんな力のない笑みだ。

「要は、自分の存在意義が欲しかったんです。自分無しじゃダメだと思ってくれるような、心の底から自分を必要としてくれるような、そんな存在が欲しかった。だから、私はマリーに懐いてもらえるように、『妹』という言葉を振りかざしてことさら
干
 かん

 
渉
 しよう

 しました。血筋に誇りを持っている兄とは何度も険悪になりましたが、自分を苦しめてきた者に反抗しているっていう気がして、気分が良かったですね」

「ハベルさん……」

「幻滅したでしょう？　それだけのことで、私はカズラ様を、ジルコニア様を、アイザック様を、そしてマリーを利用してきたんです」

「……そして、これからも利用し続けるつもりだった」

「ええ」

「マリーちゃんのこと、愛していますか？」

「はい。
庇
 ひ

 
護
 ご

 欲と自己満足の延長かもしれませんが、自分の命より大切な程度には」

　ふう、とバレッタはため息をつく。

　ハベルの肩に手をかけ、背中を向かせた。

　
鞘
 さや

 から、長剣を引き抜く。

「……バレッタさん？」

「動かないでください」

　ぶちぶちと、ハベルの手首を絞めていた
縄
 なわ

 を切った。

　
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに、ハベルが振り返る。

　切なげな顔をしたバレッタと、目が合った。

「このことは、私たちだけの秘密です」

「……許すのですか？」

「許しません。でも、許します」

「何ですか、それは」

　きつく締められた痛みが残る手首を
撫
 な

 でながら、ハベルが呆れたように言う。

「あなたはもう、裏切りません。それが分かったから、
縄
 なわ

 を解いたんです」

「……本当に裏切らないと？　機をみて、今回のような真似をするかもしれませんよ？」

「もしそんなことをしたら、地の果てまででも追いかけて、私がこの手でマリーちゃんを殺します」

「……」

「あと、私の身に何かあったら、ハベルさんのしたことをすべて綴った手紙がマリーちゃんに届くようにしておきます」

「それは裏切れないですね」

「裏切らないでください」

　少し笑うハベルに、バレッタが顔をしかめる。

「大丈夫です。裏切りませんよ」

　ハベルが答えると、バレッタは
踵
 きびす

 を返して歩き始めた。

「バレッタさん」

　ハベルの呼びかけに、バレッタが足を止める。

「ありがとうございます。あなたは優しい人ですね」

「……」

　バレッタは何も答えず、森のなかへと消えて行った。





第４章　暖かな日々の中で

　

　約１カ月後の午前中。

　大雨のなか、
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタとリーゼとともに、街なかを馬車で進んでいた。

　目的地は、街なかの川沿いにある集合工房だ。

　数日前に冷蔵庫の試作品が完成したとバレッタから聞き、工房の視察ついでに現地に見に行くことになったのだ。

　予定ではジルコニアも一緒に行くはずだったのだが、ここにはいない。

　早朝に
氷
 ひ

 
室
 むろ

 から氷が工房に到着したと連絡が入り、『先に行って様子を見ておく』と言って朝食もとらずに先に出て行ってしまったからだ。

　しっかりと小脇にかき氷機を抱えて行ったらしい。

「すっごい雨だな。ジルコニアさん、ラタで行ったみたいだけど大丈夫かな……」

「きっとずぶ濡れになっちゃいますよね。風邪引いちゃいそうです……」

　少しだけ窓を開け、街の様子を眺めながら心配そうに
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタが言う。

　念のため飲ませようと、リポＤも１本持ってきていた。

「お母様、本当にかき氷好きだよね。
美味
 おい

 しいとは思うけど、あんなにもりもり食べられないよ。『キーン』って頭痛くなるし」

「だよな。でも、ジルコニアさんはいくら食べても頭痛くならないらしいぞ」

「え、そうなんだ。痛くなる人とそうじゃない人がいるんだね」

「人によるみたいだな。俺も平気だけどさ」

「えー、いいなぁ」

　ガラガラと馬車は進み、護岸工事を進めていた河川区画にやってきた。

　３人して、窓から河を眺めてみる。

　モルタルで補強された
擁
 よう

 
壁
 へき

 は、まったくの無傷だ。

「川はまだまだ大丈夫みたいだな。ていうか、いったいいつまで降るんだこれ。もう７日間降りっぱなしだぞ」

「雨季ですからね。あと１カ月くらいは、ずっとこんな感じですよ」

　バレッタが空を見上げ、降り続ける雨粒に目を細める。

「そんなに降るんですか。そういえば、グリセア村のほうって洪水が起きるんでしたっけ？」

「はい。そろそろ川の周りは水浸しになってる頃ですね」

「どのくらいの範囲が洪水になるんです？」

　んー、とバレッタが思い出すように
唸
 うな

 る。

「だいたいいつも、村から歩いて15
 分くらいのところまで水が来ますね。大きな水たまりみたいなのがあちこちにできて、ぐっちゃぐちゃになりますよ」

「うお、それはすごいですね。川から離れたところに村を作らせるわけだ……雨季は危なくて近寄れないですね」

「そうですね。あの辺ってほとんど平らですけど、少しだけ窪地になっているところがあちこちにあるんです。水浸しになると足元が全然見えなくて、危なくて歩けないですよ。雨期が終わるまでは、お魚は食べられないですね」

「雨が上がったら、残った水たまりに魚拾いに行くんでしたっけ。俺も行ってみたいな」

「あ、いいな。私も行ってみたい。魚拾いなんてやったことないもん」

「ふふ、じゃあ、雨が上がったら皆で拾いに行きましょっか。村でお魚パーティーしましょう」

　談笑しながら、ごうごうと音を立てて流れる川を注意深く観察する。

　部分的な補修が完了したためか、今のところ過去に洪水が頻発していた区域でも被害は出ていない。

　さらに水量が増したとしても、モルタルで補強した
擁
 よう

 
壁
 へき

 ならば持ちこたえることができるだろう。

「こんなに雨が降っても、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯って大丈夫なのか？　ラタ麦とかパン麦って、確か収穫するのは来月末だろ？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の問いかけに、リーゼが
頷
 うなず

 く。

「大丈夫だよ。あれって水にすごく強いから、苗の半分くらいまで水に浸かっちゃっても腐らないし」

「すごい植物だなそれ。
頑
 がん

 
丈
 じよう

 どころの話じゃないだろ」

「その代わり、日照りには弱いんだけどね。６月中に猛暑がきて水が足りなくなると、実付きが悪くなって不作になっちゃうの。去年なんてほとんど全滅で大変だったよ」

　パン麦とラタ麦は11
 月半ばに種まきが済んでおり、肥料の効果もあって順調に生育している。

　今年も去年のような干ばつが来ないことを祈るしかないが、
揚
 よう

 
水
 すい

 水車は十分な数がそろっているので、多少の干ばつなら全滅という事態は避けられるだろう。

　ちなみに、設置されていた水車は雨期の前にすべて撤去済みだ。

「でも、夏イモは水に浸かっちゃうともうダメだよ。少し高い場所に、雨季が終わってから一斉に植えるの」

「あー、芋類って水に浸かっちゃうと一発でダメになるって言うもんな」

　そうこう話しているうちに、集合工房に到着した。

　大雨のなかでも工房は稼働しているようで、高い壁に囲まれた敷地内からは幾筋もの煙が立ち上っている。

　大きな正面扉を警備兵が開き、馬車のまま中に入った。

　連れてきた従者が差す四角い大きな傘に入れてもらい、敷地を歩いて建物内に入る。

「こんにちは！　皆さん、お疲れ様です！」

　入ってすぐに
一
 かず

 
良
 ら

 が大きな声で
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すると、あちこちから「お疲れ様でーす！」と職人たちの返事が返ってきた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は工房に来るたびに、必ずこうして大声で
挨
 あい

 
拶
 さつ

 している。

　こんなことをしているのは
一
 かず

 
良
 ら

 だけだが、
一
 かず

 
良
 ら

 ほどの地位にいる人物で自ら職人たちに
挨
 あい

 
拶
 さつ

 する者はリーゼ以外
皆
 かい

 
無
 む

 だったせいか、職人たちからの評判は上々だったりする。

　工房の奥に進むと、１メートルほどの高さの木製冷蔵庫の前で椅子に座ってスプーンを咥えている鎧姿のジルコニアを発見した。

　手には、半分ほどに減ったかき氷が盛られた木の
椀
 わん

 を持っている。

　無骨な鎧姿にかき氷という絵面が、何だかシュールだ。

「ジルコニアさん、冷蔵庫の具合はどうですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると、ジルコニアはスプーンを口から出してにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「
美味
 おい

 しいです。やっぱり天然氷は違いますね」

「いや、そうじゃないでしょ」

「ふふ、冗談です」

　ジルコニアは冷蔵庫の下段の扉を開き、木のトレーに載った大きな生肉（ミャギの肉）の
塊
 かたまり

 を取り出した。

　どれどれ、と
一
 かず

 
良
 ら

 たちは歩み寄り、肉に触ってみる。

「お、ひんやりしてますね！　って、氷と一緒に入ってるんだから当たり前か」

「朝来てすぐに氷と一緒に入れたんですけど、これだけ冷えるなら十分使えそうです。氷もほとんど溶けてないですし」

　試作した冷蔵庫は、木製の箱の内側に銅板を打ち付けたものだ。

　箱の壁と銅板との間には、断熱材として、おが屑が敷き詰めてある。

　上下２段の構造になっており、上段には氷の
塊
 かたまり

 を入れ、下段に流れる冷気で生鮮食品を冷やすのである。

　氷式冷蔵庫は電気式冷蔵庫に比べて湿度が保たれるので、食品が乾燥しにくく味が落ちにくいという特徴がある。

　上段の裏側には小さな栓がついており、それを抜くと溶けた氷の水が抜ける仕組みとなっている。

「よしよし、なら、このまま量産しちゃいましょうか。構造も単純ですし、夏までせっせと作り続ければけっこうな数がそろいそうです」

「あ、でも、あんまり作りすぎちゃうと氷が足りなくなるんじゃない？　これを一度使ったら、『夏だけじゃなくて一年中使い続けたい！』って皆思うんじゃないかな」

「う、確かにそうだな。となると……」

　リーゼの指摘を受け、冷蔵庫１台につきどれくらいの氷が必要になるのかと
一
 かず

 
良
 ら

 は頭を捻った。

　真夏では１日につき１貫（３・７５キロ）の氷が必要だと、資料には記載されていた。

　大きさで言えば、２リットルペットボトル約２本分である。

　これを毎日補充するとなると、暑い盛りの７月から９月の終わりまでの２カ月間で２リットルペットボトル１２０本分の氷が必要である。

　なかなかの消費量だが、
氷
 ひ

 
室
 むろ

 に貯蔵している氷の量も半端な量ではない。

　放棄されていた畑を丸ごと使って
氷
 ひ

 
池
 いけ

 を造り、冬の間中氷を生産し続けたため、
氷
 ひ

 
室
 むろ

 の天井近くまでいっぱいになるほど、氷を蓄えることができたからだ。

　軽く見積もっても、80
 トン以上の氷が貯蔵されているはずである。

「ええと、真夏の２カ月間で約２４０リットルだろ。それを80
 ……いや、輸送中とこっちの一時保管場所で溶ける量も見積もって60
 トンくらいと考えると、えーと……」

「２５０台分ですね」

　ぶつぶつ言っている
一
 かず

 
良
 ら

 に代わり、バレッタが即答する。

「え、そんなに余裕あるんだ。なら、たくさん作っておく？」

「んー、どうするかな。たくさん作って広めておきたいところではあるけど」

「かき氷屋さんで使う分の氷も取っておいてくださいね。イステール家から直営店を出すつもりなので」

「は、はい」

「とりあえずは10
 台か20
 台くらい作って、様子を見てからでもいいんじゃないですか？　初期生産分はお金持ちの家に高値で売れば、新しい
氷
 ひ

 
室
 むろ

 と
氷
 ひ

 
池
 いけ

 の建造費にあてられますし」

　ジルコニアの意見に
一
 かず

 
良
 ら

 が苦笑していると、バレッタがそんな提案をした。

　現時点での氷の生産量からして今期中に冷蔵庫を広く普及させるのは不可能だ。

　冷蔵庫は裕福な一部の貴族や豪商、市民には手ごろな価格でのかき氷の提供が妥当な線だろう。

　かき氷用の氷には、日本から業務用の大型製氷機を持ってきてしまうという手もある。

　冷蔵庫用のブロック氷は無理でも、かき氷に使う程度の大きさの氷ならば安定的に確保できるはずだ。

「いいですね。新しいもの好きな豪商とか貴族に売り込みますか」

「バレッタ、けっこうあくどいね！」

「そ、その言いかたはちょっと……」

　そんなこんなで話はまとまり、冷蔵庫に入れておいた肉で昼食を作ることになった。

　調理は調理場の女性陣プラス、バレッタとリーゼの担当である。

「さて、食事ができるまでの間、工房を見て回りますか。ジルコニアさんはもう見たんですか？」

「いえ、ずっとかき氷を食べていたので」

「そ、そうですか。じゃあ、一緒に見て回りますか」

　集合工房の敷地はかなり広く、
高
 こう

 
炉
 ろ

 やレンガ窯がある広場を囲むようなかたちで、建屋が５棟（
鍛
 か

 
冶
 じ

 工房・大工工房・レンガ工房〈モルタル製造兼務〉・倉庫・食堂＆調理場）建っている。

　基本的には鉄製品の製造に重点を置いているが、今試作している冷蔵庫のような特殊品の製造もこの場所で行っていた。

　２人で工房内を進み、一番大きな建屋である
鍛
 か

 
冶
 じ

 工房へやってきた。

　あちこちから、水力鍛造機や金槌で鉄を打つ音が響いてくる。

「ツルハシとシャベルと斧と……ええと、これはリゴとトラブラだっけ。生産は順調そうですね」

　完成品用の棚にまとめられた大量の鉄製の道具に、
一
 かず

 
良
 ら

 はうんうんと
頷
 うなず

 く。

　鉱山からは連日のように
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 が届けられ、
高
 こう

 
炉
 ろ

 はフル稼働状態だ。

　職人たちも必死で生産を続けており、農具や工具などの生産を中心に順調に進んでいた。

「こなせばこなすだけ給金に業績給が上乗せされますからね。皆一生懸命取り組んでくれています」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の提案で、この工房で働く職人たちには基本給とは別に業績給を付与していた。

　働けば働くだけ給料がガンガン増えるので、職人たちのやる気は尋常ではない。

　皆が休憩時間もそこそこに、毎日夜なべして働きまくっていた。

　時折過労でダウンする職人もいるのだが、そういう職人には『特別に調合した滋養強壮の薬』と称したリポＤを与えて即復活させている。

　工房内を進み、武具を生産している区画へやってきた。

　あちこちの壁に、剣や
槍
 やり

 といった武器が立てかけられている。

　長さ５メートルはあろうかという長槍の束を見つけ、
一
 かず

 
良
 ら

 が足を止めた。

　まだ本腰を入れてというほどではないが、鉄製の武具の生産も始まっている。

「おお、ずいぶんと数がそろってるな……前に兵士さんたちが訓練してるのを見ましたけど、間近で見ると迫力がありますね」

「それは重装歩兵用の長槍ですね。けっこう重たいですよ」

「どれどれ……うお、これは重いですね。こんなに重いもの、よくあんなに軽々と扱えるなぁ」

　
槍
 やり

 を持って感心している
一
 かず

 
良
 ら

 を見て、ジルコニアも
槍
 やり

 を手にした。

　両手で
槍
 やり

 を持ち、横にして構えてみる。

「あら、この
槍
 やり

 、前のものに比べて少しだけ軽いですね」

「青銅と鉄だと、鉄のほうが１割くらい軽いですからね。そんなに違って感じます？」

「そこまでというほどではないですけどね。
若
 じやつ

 
干
 かん

 軽いかな？　程度には感じます。長時間持っていれば、だいぶ違いが感じられると思いますけど」

「なら、ほぼすべての部位が金属製の鎧とか兜なら、けっこう違いを感じられそうですね」

「そうですね、鎧も見に行ってみましょうか」

　
槍
 やり

 を元の場所に戻し、防具を作っている区画へと移動する。

　比較的若い職人が、汗だくで一心不乱にハンマーを振るい、真っ赤に焼けた鉄の板を金床に打ち付けて、曲げ成形をしている。

　職人の
傍
 そば

 には、同じ形に曲げられた鉄の部品が数十個並べられていた。

「今作っているのは何の部品ですか？」

「鎧の肩当ての部分です！　部隊指揮官用のものを作っています！」

　職人が手を止めずに答える。

　置かれている部品をよく見てみると、大きさの種類がいくつかあることに気が付いた。

　どれも種類ごとにまったく同じ形に成形されている。

　実に素晴らしい腕前だ。

「何か困っていることとかありませんか？　足りないものとかあったら、何でも言ってください」

「もっと人手が欲しいです！　職人もそうですが、小間使いのような雑用をしてくれる人を何人か入れていただけると助かります！」

「分かりました。職人さんの増員はすぐにはできませんが、雑用担当の人員はすぐに手配しておきますね」

「ありがとうございます！」

　働いている職人たち１人１人に声をかけ、何か困ったことはないかと聞いて回る。

　ほとんどの
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人から『注文量に対して人手が足りない』との意見が出た。

　なかには、『工房に詰めっきりで出会いがまったくないので女の子を入れて欲しい』、といった要望もあったりした。

　思わず笑ってしまいそうな要望だが、真面目に考えてみると存外に重要な意見であることに気づかされた。

　雇用側主催で、女性の多い他業種との交流会を企画してみてもいいかもしれない。

「雑用業務に女性を
若
 じやつ

 
干
 かん

 名募集、と。雨季が終わったら街の商店とか屋敷の
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんとかに声をかけて、職人さんたちを集めてバーベキューパーティーでも企画してみますかね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は持参した手帳にメモを取りながら、工房を見渡した。

　働いている職人たちは全員が男性で、女っ気はゼロである。

　この集合工房で働いている女性は、調理場で働いている中年女性（職人の奥さん方）だけだ。

「それは楽しそうですね。軍部の男性陣も出会いが少なくて婚期が遅くなりがちですから、彼らも呼んで大々的にやりましょう」

「軍部もですか。モテそうなイメージがあったんで意外ですね」

「何だかんだで、軍部は男ばかりの職場ですからね。でも、屋敷の警備兵は
侍
 じ

 
女
 じよ

 と接する機会が多いので、みんな早婚ですよ。『彼女が欲しいならお屋敷の警備兵になれ』という格言みたいなのが軍部にはあるみたいです」

「そうなんですか。だから
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんたちって若い人が多いんですか」

「結婚を機に退職する娘が多いですからね。こちらも意識して、新人には若い娘を取るようにしています」

「復職する人は少ないんですか？　もしくは、辞めずにそのまま働き続ける人とか」

「いないことはないですよ。でも、新婚夫婦が同じ職場だと馴れ合われたりして風紀が乱れることがあるので、できるだけこちらで別の職場を
斡
 あつ

 
旋
 せん

 するようにしています。元領主付きの
侍
 じ

 
女
 じよ

 は箔が付いているので、引く手あまたですよ」

「なるほどねぇ」

　そんな話をしながら、すべての作業場へ足を運んで話を聞いて回る。

　研磨職人は仕事量が限界に達しつつあるとのことで、新人でも何でもいいから人を寄越して欲しいと泣き付かれた。

　
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人に比べて、研磨職人はなり手が少ないらしく、常に人手不足であるらしい。

「研磨に若い人を募集するのと、今使っている足踏み式研磨機の砥石部分に布を巻いて、バフ研磨もできるようにしましょうかね」

　光沢を出す仕上げ加工には、『
砥
 と

 の
粉
 こ

 の枝』と呼ばれる山に生えている植物から採れる粉を研磨剤として用いる。

　その粉を布に付け、加工品をゴシゴシと磨くと光沢が出るのだ。

　以前、ロズルーがバレッタと一緒に山に行った際に採ってきた枝がそれである。

　今まで手で磨いていた仕上げ研磨も、バフ研磨ができるようになればだいぶ楽になるだろう。

　ちなみに、日本では研磨剤にはダイヤモンドペーストなどを用いている。

　次に日本に戻った時に、いくらか仕入れてきてもいいかもしれない。

「いろんな方法があるんですね。作業に機械を使うようになってから、どんどん便利になって作業時間も短縮されていってすごいです」

「全部手作業じゃ大変ですからね。職人さんの数も足りてないですし、何とか効率化していかないと」

　そんな話をしていると、カンカン、と
鐘
 かね

 を叩く音が工房内に響いた。

　お昼休みの合図だ。

　

「うめえ！　めちゃくちゃうめえ！」

「リーゼ様、さすがです！　またお願いします！」

「喜んでもらえてよかったです。また作りに来ますね」

「バレッタちゃん、今日もかわいいね！　今夜飲みに行こうか！」

「え、遠慮しときます」

　食堂に集まった職人たちは、リーゼとバレッタお手製のサンドイッチを食べて大いに盛り上がっていた。

　大皿には、大量のミャギカツサンドとタマゴサンド、果糖を混ぜたバターをたっぷり塗って果物を挟んだフルーツサンドが並べられている。

　バターはあらかじめ屋敷で作ってきたものを、保冷バッグに入れて持ってきた。

　カツサンドに使っているソースは、バレッタお手製の辛口ソースと甘口ソースの２種類である。

「バレッタちゃん、この肉の周りにくっついてるのって、もしかして刻んだパンかい？」

「はい、細かく刻んだパンを、溶き卵を塗った肉にくっつけて揚げるんです」

「ほうほう、こんな料理初めて食べたから驚いたよ。サクサクしてて本当に
美味
 うま

 いな。ソースの味も
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だ。特にこの辛いやつが最高に
美味
 うま

 い」

「ふふ、ありがとうございます。奥さんにレシピは教えておいたので、これからはいつでも作ってもらえますよ」

「お、嬉しいねぇ。バレッタちゃんはいい嫁さんになるな！　誰かいい相手はいないのかい？」

「え、ええと……」

「リーゼ様、パンに塗ってあるこの甘いものは何ですか？」

「それはバターといって、ミルクを鍋で温めて――」

「リーゼ様の手料理を食べられるなんて、俺職人になって本当に良かったっす！　感激っす！」

「あ、あはは」

　バレッタとリーゼを中心に、わいわいと楽しい食事の時間が過ぎていく。

　ふと、
一
 かず

 
良
 ら

 は隣に立つジルコニアに目を向けた。

　ジルコニアはカツサンドを手に、職人たちと楽し気に言葉を交わすリーゼに目を向けている。

　すると、ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 の視線に気づき、小首を傾げて自身の持つ食べかけのカツサンドを見た後、
一
 かず

 
良
 ら

 にそれを差し出した。

「はい、あーん」

「え？　はむぐっ!?
 」

「ちょ、何をやってるんですか、お母様っ!!
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の口にカツサンドをねじ込んだジルコニアを見て、リーゼが大声を上げる。

「だって、カズラさんがやってって言うから」

「お、俺は何も言ってな」

「はい、タマゴサンドー」

「ほむぐっ!?
 　ふぉんなにはいらないれふよ！」

「おー、入った入った」

「お、お母様！」

「冗談よ、冗談。うふふ」

　くすくすと、ジルコニアは楽し気に笑う。

　それにつられて、職人たちからも大きな笑い声が響いた。

　すぐに、バレッタが水の入ったコップを持って駆け寄ってくる。

「はい、カズラさん」

「ふ、ふみまへん」

　もぐもぐと口を動かしながら、バレッタからコップを受け取る。

　サンドイッチを水で流し込み、ふう、と息をつく。

「ふふ、楽しいですね」

　そう言って見上げてくるバレッタは、にこにこととても幸せそうだ。

「ずっと、こんな日々が続くといいです」

「……うん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 き、ぎゃーぎゃーとわめいているリーゼと、それをなだめるジルコニアに目を向けるのだった。

　

　連日続いた雨がやっと上がり、季節が変わることを知らせる強い南風が吹いた数日後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタとリーゼとジルコニア、それにエイラとマリーも連れて、グリセア村へと戻ってきた。

　目的は、物資の補充と河川工事計画書の受け取り、洪水になった川べりでの魚拾いである。

　ジルコニアもリーゼも今さら村人に気を遣う必要もないので、鎧姿ではなく私服でやってきた。

「あー、村に戻ってくるの、ほんっとうに久しぶりですね。約５カ月ぶりですっけ」

　遠目に見えてきたグリセア村の入口を見て、
一
 かず

 
良
 ら

 がほっとしたような声を漏らす。

　住み慣れた、というほどに長く暮らしていたわけではないのだが、この村に戻ってくると実家に帰ってきた時のような
安
 あん

 
堵
 ど

 感があった。

「ずっと忙しかったですもんね。もうだいたいやることは済みましたし、これからはちょくちょく遊びに戻ってこれそうです」

　久々の故郷に、バレッタも嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいる。

　街での道具の生産は完全に軌道に乗り、もう
一
 かず

 
良
 ら

 やバレッタたちがこまめに見に行く必要はなくなっていた。

　村の入口に設置された駐屯地の周りには、新たに
開
 かい

 
墾
 こん

 された広大な麦畑が広がっている。

　こんなに作ってどうするんだ、といったほどの広さだ。

　駐屯地に着いて馬車を降り、
一
 かず

 
良
 ら

 たちが一息ついていると、シルベストリアが駆け寄ってきた。

「お待ちしておりました！　ようこそグリセア村へ！」

　鎧姿のシルベストリアが、
踵
 かかと

 を合わせてジルコニアと
一
 かず

 
良
 ら

 に笑顔を向ける。

「ご苦労様です。村の生活はどうですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が聞くと、シルベストリアはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「はい、毎日がとっても楽しいです。村の皆さんとも上手くやっています」

「それはよかった。何か問題は起こってないですか？」

「一度だけ
野
 や

 
盗
 とう

 らしき一団を発見しましたが、遠目に見かけてそれっきりです。これといった問題は、特に起こっておりません」

「えっ、
野
 や

 
盗
 とう

 が出たんですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が驚いた声を上げる。

「断定はできませんが、おそらくは
野
 や

 
盗
 とう

 かと。斥候を出して追跡させたのですが、村から離れて行ったので放置しました」

「ジルコニアさん、知ってました？」

「はい、報告は受けました。特に被害も出てませんし、グレゴルン領の方角へ去っていったようなので追っ手は出していません。グレゴルン領側に連絡はしましたけどね」

「ううむ、ナルソンさんの意見どおりに部隊を置いておいて正解でしたね」

「そうですね。この村の森から採れる腐葉土の
噂
 うわさ

 は広がっているみたいですし、今後も部隊は置いておくべきでしょう」

　そう話していると、村の入口から村人たちがぞろぞろと集まってきた。

　先頭にいたバリンが、大きく手を振っている。

「お父さん！」

　バレッタがバリンに駆け寄り、飛びつくようにして抱き着く。

「おっと！　バレッタ、久しぶりだな。元気にしてたか？」

「うん！　お父さんも元気そうだね！　村の様子はどう？」

「皆元気だぞ。部隊のかたがたが良くしてくれるおかげで、今までより楽させてもらってるくらいだ。ん？　ちょっと背が伸びたか？」

「半年くらいでそんなに変わらないよ」

「いやいや、少しだけ大きくなった気がするぞ」

「えー、そうかなぁ？」

　バリンとバレッタが久々の再会に喜んでいる間にも、村人たちが
一
 かず

 
良
 ら

 の下に集まり、口々に労いの言葉をかけてきた。

　リーゼの下には子供たちが駆け寄ってきて、手を引っ張って『一緒に遊ぼう！』と騒いでいる。

「カズラ様！」

　そうしていると、村人の輪をかき分けるようにしてコルツが
一
 かず

 
良
 ら

 の下へとやってきた。

「お、コルツ君、久しぶり！　元気だったかい？」

　くしゃっと
一
 かず

 
良
 ら

 が頭を
撫
 な

 でると、コルツはくすぐったそうに目を細めた。

「うん！　カズラ様、俺、カズラ様と一緒にイステリアに行ってもいい？」

「え？」

　急にそんなことを言い出したコルツに、
一
 かず

 
良
 ら

 がきょとんとした顔をする。

「コルツ！　カズラ様、申しわけございません」

　いつぞやのように、コルツの母親が慌てた様子で駆け寄ってきた。

　頭を下げる母親を見て、コルツがむくれた顔をする。

「何で謝ってるんだよー？　何も悪いことしてないのに」

「だから、ちゃんと説明しなさいって言ったでしょう？」

「でも、オルマシオール様に『行ってきなさい』って言われたんだよ？　カズラ様が知らないはずないじゃん」

「え？　あの、コルツ君。オルマシオール様がなんだって？」

　話が分からず、
一
 かず

 
良
 ら

 が
怪
 け

 
訝
 げん

 そうな顔をする。

「オルマシオール様に、カズラ様の
傍
 そば

 にいなさいって言われたんだよ。カズラ様も知ってるでしょ？」

「い、いや、知らないけど。ていうか、オルマシオール様って……」

　誰のこと？　と問いかけようとして、
一
 かず

 
良
 ら

 は言葉を止めた。

　この村の住民たちは、
一
 かず

 
良
 ら

 のことをグレイシオールだと信じているのだ。

　戦いの神であるオルマシオールのことを知らないなどと言うのは、少々まずい気がする。

「カズラ様、もしかして、まだオルマシオール様とお会いになっていないのですか？」

　コルツの母親が、おずおずと
一
 かず

 
良
 ら

 に尋ねる。

「は、はい……あの、そのオルマシオール様って、今村にいるんですか？」

「ええと……おそらく森の中にいらっしゃるとは思うのですが……私も昨晩、家に訪ねてこられた時に初めてお会いして、この子をカズラ様の
傍
 そば

 に置くようにと言われただけで……この子は毎日会っていたようなのですが」

「オルマシオール様は恥ずかしがり屋だから、あんまり人前に出てきたがらないんだよ」

「恥ずかしがり屋？」

「うん。『恥ずかしいの？』ってこの間聞いたら、『そうですね』って笑ってた。俺は大丈夫なんだってさ」

「えっと……オルマシオール様がどんな見た目だったか、教えてもらえるかな？」

「見た目？　普通のお姉ちゃんだよ。髪の毛が長くて、一つに結んでる」

「髪って、黒髪？」

「そうだよ」

「一つに結んでて、腰くらいまでの長さだった？」

「うん」

「服は、旅人みたいな感じ？　駐屯部隊の使用人さんたちが着てるようなやつ」

「うん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の問いにコルツが答えると、村人たちは「おお」とか「やはり本物だったのか」とざわつきながらも一様に納得したように
頷
 うなず

 いた。

　バレッタやリーゼは、ぎょっとした眼差しを
一
 かず

 
良
 ら

 に向けている。

「呼んでこようか？　カズラ様が来たって言えば、きっと出てきてくれると思うよ」

「そ、そうだね。お願いしようかな」

「うん！　連れてくるから、家で待っててよ！」

　コルツは元気に返事をすると、村はずれの森へと駆けて行った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちは困惑しながらも、皆と一緒に村へと入るのだった。

　

　いつも剣術の特訓をしている村はずれの森へとやってきたコルツは、辺りを見渡した。

　いつもならここで彼女は待っているのだが、今日は姿が見えない。

　コルツは彼女を呼ぼうと、大きく息を吸い込んだ。

「おねえ」

「こんにちは」

「うわあっ!?
 」

　真後ろから声をかけられ、コルツは心臓が飛び出さんばかりに驚いて飛び上がった。

　振り返ると、そこには苦笑する彼女が立っていた。

　手には大きな木編みのカゴをぶら下げている。

「び、びっくりするじゃんか！　驚かさないでよ!!
 」

「ごめんなさい。そんなつもりはなかったのですが」

　絶対にそんなつもりだっただろ、とコルツは思いつつも、息を整えると彼女の手を握った。

　とても暖かく、やわらかい感触がコルツの手のひらに伝わる。

「カズラ様が、お姉ちゃんに会いたいんだって。村長さんの家で待ってるから、一緒に行こうよ」

「いえ、私はやめておきます。あなた１人で戻りなさい」

　困ったような顔で頭を
撫
 な

 でてくる彼女に、コルツは不満そうな目を向ける。

「お姉ちゃん、カズラ様と喧嘩でもしてるの？」

「いえ、そんなことはないですよ」

「じゃあ、仲良し？」

「それはどうでしょう」

「やっぱり、喧嘩してるの？」

「してませんよ」

　コルツはなおも不満そうに、
頬
 ほほ

 を膨らませて彼女を見る。

「なら、来ればいいじゃん。カズラ様が会いたいって言ってるんだからさ」

「いえ、やめておきます」

「えー、それだと俺が怒られるじゃん。呼んでくるって言っちゃったんだよ」

「なら、今度私から彼に会いに行きますよ」

　彼女が答えると、コルツは疑いの眼差しを彼女に向けた。

「ほんとかなぁ……」

「本当ですよ。それに、彼とは約束もしていますから」

「え、そうなの？」

「はい。だから、大丈夫です」

　それを聞き、コルツはほっとしたように表情を緩めた。

「さあ、あなたはもう戻りなさい。皆が待っていますよ」

「うん。分かった。あと、イステリアに行ったら、どこで剣術を教えてくれるの？　どこで待ってればいい？」

「剣術は、誰か別の人に習いなさい」

　コルツが再び、不満そうな顔つきになる。

　それを見て、彼女が苦笑した。

「そんな顔をしないでください。大丈夫、あなたはもう、必要なことは覚えました。後は自己鍛錬だけでも十分です」

「えー、絶対にそんなことないと思うんだけどなぁ……」

「なら、先ほど村の入口にいた銀色の髪をした女性に習いなさい。剣の腕前は彼女が一番だと思いますよ」

「うーん……分かった」

　仕方なく
頷
 うなず

 くコルツの頭を、彼女はよしよしと
撫
 な

 でた。

「いいですね。何があろうとも、逃げてはいけません。どんなに怖くても、けっして目をそらしてはいけませんよ」

「うん」

「自分の中の過ちは、自分で打ち消すしかありません。大丈夫、あなたなら、きっとできます」

「うん」

　これは、今までに何度か彼女から言い聞かされていたことだった。

　何が起こるのかを聞いても彼女は『霞がかかっていて詳細までは分からない』とよく分からない答えしか返してくれないので、ただ言われたことを素直に受け止めて
頷
 うなず

 いていた。

「これをどうぞ。彼らへの、私からのお
土産
 みやげ

 です」

　そう言って、この辺りの森で採れる木の実や果物がぎっしりと詰まった木編みのカゴをコルツに差し出す。

「仲直りのプレゼント？」

「ですから、喧嘩なんてしていませんよ」

「本当かなぁ？」

「本当です」

　苦笑する彼女からコルツはカゴを受け取ると、村に足を向けようとして、止めた。

「あ、そうだ。カズラ様の周りって、バレッタ姉ちゃんとかリーゼ様とか
綺
 き

 
麗
 れい

 な人がいっぱいいるから、好きならちゃんと言わないと取られちゃうよ」

「そ、そうですか。ご忠告ありがとうございます。ほら、行きなさい」

「うん。またね」

　小走りで村へと戻っていくコルツの背を、彼女はいつまでも見送っていた。

　

「リーゼ様！　こっちに魚がいっぱいいるよ！」

「リーゼ様ー！　はやくー！」

「ちょ、ちょっと待って……わあ、すごいね！　取り放題だね！」

　オルマシオール？　からお
土産
 みやげ

 を預かったコルツが戻ってきてから、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは皆で連れ立って川方面にできた洪水地帯へとやってきた。

　以前にバレッタが言っていたとおり、辺り一面水浸しだ。

　陸地がのぞいている部分はほんのわずかで、まるで広大な湖が広がっているようだった。

　リーゼは子供たちにまとわりつかれながら、靴を脱ぎ、おっかなびっくりといった様子で水の中へと足を踏み入れていった。

「おお、これはすごい。地面に鏡が張ってるみたいですね」

「本当、なんて
綺
 き

 
麗
 れい

 なのかしら……」

「わあ……」

「
綺
 き

 
麗
 れい

 ですね……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニア、マリーとエイラが、その光景に感嘆の声を漏らした。

　今日は風もほとんどなく、広がる水たまりは澄んでいてとても美しい。

　空から照り付ける太陽が水面に反射して、空に浮かぶ雲を鏡のように映し出していた。

　この景色を見ることができるのは、長くても７日間ほどらしい。

「そこらじゅうに魚がいますから、いくらでも取れますよ。数日で魚は死んでしまいますから、拾えるだけ拾って持って帰りましょう」

　バレッタは水に両手をしばらく浸すと、慣れた手つきで手近にいる魚をひょいと
傍
 かたわ

 らに浮かべた水桶に放り込んだ。

　エイラとマリーも、スカートが濡れないようにと
裾
 すそ

 を縛ってから、魚に手を伸ばす。

　バレッタは簡単に魚を掴んでいるのだが、２人がやると魚はすいすいと逃げてしまってまったく捕まらない。

「バ、バレッタ様、コツを教えていただけませんか？　全然捕まらないです」

「あ、いったん水に手を浸して、手を冷やしてからにしてください。あと、追っかけて捕まえようとしても逃げられちゃうんで、足元に寄ってきた魚の首元を後ろから掴むんです」

　エイラが水に手を浸してから足元に寄ってきた魚に手を伸ばすが、ひらりと逃げられてしまった。

「む、難しいですね、これ」

「えいやっ！」

　元気な掛け声とともに、マリーが魚のいる水面にすさまじい勢いで手を突っ込んだ。

　勢いあまって指先が魚の腹にめり込んでしまい、瀕死の重傷を負わせてしまったが何とか捕えることができた。

「マ、マリーちゃん、もう少し優しくね？」

「も、申しわけございません」

　両手を魚の血で真っ赤に染めながら、マリーがあははと苦笑する。

　ルーソン家の一件後、日が経つにつれ、マリーは見違えるほどに元気になっていた。

　父親であるノールが死んでしまったことで多少なりとも気落ちするかと
一
 かず

 
良
 ら

 は考えていたのだが、そんな様子はまったくなく、いつも元気な笑顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に見せてくれている。

　毎日ハキハキと仕事に精を出す姿に、屋敷の者たちもほっとしているようだった。

　ちなみに、マリーはもう
奴
 ど

 
隷
 れい

 ではなく、解放
奴
 ど

 
隷
 れい

 として市民権を獲得している。

　身分買戻しのお金はもちろん、ハベルが全額出した。

　市民となったことで10
 日のうち２日の休日が付与されることになったうえに給金も跳ね上がり、今では月給２０００アル（屋敷勤めの
侍
 じ

 
女
 じよ

 の初任給）という高給取りだ。

　ハベルが強制労働期間中で給金が出ない間は、自分が兄の面倒をみるのだと息巻いているらしい。

「じゃあ、これならどうかしら。エイラ、ちょっと動かないでね」

　ジルコニアは
袖
 そで

 
口
 ぐち

 から護身用の小型の短剣を引き抜くと、エイラの足元数センチの場所目掛けて
投
 とう

 
擲
 てき

 した。

　目で追うこともできないほどの速度で短剣は水面に突き刺さり、じわりと赤い血がエイラの足にまとわりつくようにして広がる。

　ジルコニアは靴を脱ぐと、ばしゃばしゃと水に入って魚付きの短剣を拾い上げた。

「いや、あのですね、ジルコニアさん。殺しちゃうと鮮度が持たないんで、生け捕りにしないと」

「あっ、そうですね。ごめんなさい」

　プルプルと震えるエイラの隣で、ジルコニアが笑ってみせる。

「このまま置いておくと傷んじゃいそうですね」

「なら、何匹かここで焼いて食べちゃいましょうか」

　その様子を見ていたバレッタが、ぱしゃぱしゃと歩いて
一
 かず

 
良
 ら

 の下へ戻ってきた。

「マリーちゃん、その魚もこっちにもらえる？」

「はい！」

　バレッタがマリーとジルコニアから魚を受け取り、水桶に入れる。

「カズラさん、
薪
 たきぎ

 拾い手伝ってもらえませんか？」

「ええ、いいですよ。でも、塩も何も持ってきてないんですけど、大丈夫ですかね？」

「私が取ってきます！」

　マリーは宣言すると、足を
拭
 ふ

 くのもそこそこに靴を履き、すさまじい勢いで村へと駆けていった。

「な、なんかマリーさん、最近ものすごく元気ですよね」

「カズラさんのおかげですよ。ハベルさんの処分はないみたいなものですし、マリーちゃんなんて市民権を手に入れられたうえにお給金も跳ね上がったんですから」

「マリーさんやハベルさんがいなかったら、手押しポンプの現物とか領地の内政情報とか、ごっそりノールさんに持ち逃げされるところでしたからね。本当は金一封くらい出してあげたいんですが。アイザックさんにも、今度何かお礼をしないと」

「そう……ですね」

　アロンドが姿を消してから、
一
 かず

 
良
 ら

 は彼についての話題をまったく出さなくなっていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はアロンドのことをとても信頼しているようだったので、あまり表には出さないが、内心
酷
 ひど

 くショックを受けているのだろうとバレッタは考えていた。

　イステール家は血眼になってアロンドの行方を捜索しているのだが、いまだに彼の所在は掴めていない。

　一つだけ収穫があったのは、彼によく似た人物がグレゴルン領から船に乗って北へ向かったらしい、という情報がハベルからもたらされただけだった。

　離反の事実は
緘
 かん

 
口
 こう

 
令
 れい

 が敷かれ、ノールを含めた死亡した臣下たちは、
野
 や

 
盗
 とう

 に襲われて殺されたことになっている。

　フライス領とグレゴルン領に通達を出したために上層部では大問題になっているようで、ナルソンはその対応に追われてかなり大変そうだ。

　自分たちの持っている情報から判断すれば、アロンドはバルベール側へ寝返ったと考えるのが妥当だろう。

　しかしそれでも、
一
 かず

 
良
 ら

 は彼の裏切りを受け入れられていないようにバレッタには見えた。

　話をしながら、２人は近くに生えている
草
 くさ

 
藪
 やぶ

 に踏み入った。

　ぽつぽつとある枯草を拾い集めてみるが、どう考えても燃料が足りないように思える。

「むう、これはちょっと厳しいですね。枯草はありますけど、枝が全然落ちてないから魚を焼くのは……」

「カズラさん、コルツ君たちが言ってたオルマシオール様って、カズラさんも知っているかたなんですか？」

　申しわけ程度に枯草を集めながら、バレッタが小声で訊ねる。

　どうやら、この話をするために
一
 かず

 
良
 ら

 を連れだしたようだ。

「あー、えっとですね、一応……会ったことがあるみたいですね。知り合いってわけじゃないんですが……うーん」

　歯切れ悪く、
一
 かず

 
良
 ら

 が答える。

　あの女性と会ったのは夢だと思っていたのだが、コルツが日常的に会っていたとなると、どうやら夢ではなかったらしい。

　
一
 かず

 
良
 ら

 自身、いまだに半信半疑だった。

「だいぶ前の話ですけど、バリンさんに日本のお酒を持ってきた時があったじゃないですか」

「すごく久しぶりに雨が降った日の夜のことですか？」

「そうそう、それです。で、その時に、夢で
綺
 き

 
麗
 れい

 な女の人と話した、みたいなことを言ったと思うんですけど、どうやらそれが夢じゃなかったっぽいんですよ」

「え、それって、村の人とか駐屯軍の人じゃなくてですか？」

「違うと思います。駐屯軍の人で若い女性ってシルベストリアさんだけですし、村の人とも違いました」

「じゃ、じゃあ……日本から来た人、とか？」

　ものすごく不安そうに、バレッタが問う。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は「うーん」と首を傾げた。

「俺もその線は考えましたけど、その人、手も触れずに一瞬で焚火を消したり、影の形がどう見ても人間じゃなかったりで、日本人どころか人間かすら怪しいんですよね……でも、今度会いに来るって言ってたみたいだし、その時になれば分かりますかね。ちょっと怖いですけど」

「もしかして、本物のオルマシオール様なんじゃないですか？　それなら、一連の話も一応は納得できますし」

　それだ、といった表情で言うバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 はきょとんとした顔を向ける。

「本物のオルマシオール様って……そんなものが本当にいるんですか？」

「え？　いるんじゃないですか？」

　当然のように答えるバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は返答に困ってしまった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とて、日本にいた頃は正月には神社に初詣に行って神様に祈りを捧げたりはしたが、神様本人を目にしたことなど一度もない。

　神様とは概念的、象徴的なものだと思っていたのだが、改めてそう問われると「いない」とは即答できなかった。

「オルマシオール様ねぇ……確か戦いの神様でしたっけ」

「はい。でも、お
土産
 みやげ

 に木の実とか果物をたくさんくれるなんて、何だか不思議ですよね。このあたりで採れるものばかりでしたし、もしかしたらオルマシオール様じゃなくて、森の精霊様かもしれないですね」

「精霊様……俺としては全然馴染みがないから、いまいちピンとこないなぁ」

「日本には精霊様はいないんですか？」

「いえ、信仰自体はいろんな地域にあると思いますけど、実際見たことがある人がいるかっていうと、俺は聞いたことがないですね。幽霊とか妖怪ならいろんな話を聞いたことがありますけど」

「えっ、どんなお話ですか!?
 　妖怪って、お化けとか怪物みたいなのですか!?
 」

　バレッタが
瞳
 ひとみ

 を輝かせて、話を催促する。

　意外にも、こういった類の話が好きなようだ。

「まあ、怪物っていえば怪物ですかね。有名どころでいうと、水の中に住んでいてキュウリが大好きな
河童
 かつぱ

 っていう妖怪がいますね」

「キュウリ……緑の長細いお野菜ですよね。野菜が好きだなんて、なんだかかわいいです。どんな姿なんですか？」

「ええと、全身が緑色でぬめぬめしてて、手には水かき、口にはクチバシがあって、人間みたいに髪の毛もあるんですけど頭頂部が丸く禿げてるんです。水遊びをしている子供の尻こだまっていう、魂みたいなものを引っこ抜くんです」

「こ、怖いうえに、見た目もあんまりかわいくなさそうですね……」

「リアルに想像するとなかなかインパクトがある外見ですよね。こっちの世界にも、妖怪とかのお話はないんですか？」

「たくさんありますよ。有名なのは、『エプベル』っていう怪物ですね」

「どんな怪物なんです？」

「暗い森とか山の中に出る怪物で、地面から
泥
 どろ

 にまみれた手を突き出して、１人でいる子供の足首を掴んで地中深く引きずり込むんです」

「こ、怖ええ」

　そんな話をしていると、マリーが
草
 くさ

 
藪
 やぶ

 をかき分けて２人の下へと駆けて来た。

　両手に
薪
 たきぎ

 を抱え、ニコニコ顔である。

「カズラ様、ただ今戻りました！」

「うお、ずいぶんと早いですね。あ、
薪
 たきぎ

 も持ってきてくれたんですか。ありがとうございます」

「はい、足りないだろうと思って持ってきました！　あと、塩とコショウと醤油も持ってきました！」

「そっかそっか、ありがとう」

　よしよし、と
一
 かず

 
良
 ら

 に頭を
撫
 な

 でられ、マリーは「えへへ」と
頬
 ほほ

 を染めて嬉しそうにしている。

　ハベルに対する処罰の大幅な免除や、マリーの
奴
 ど

 
隷
 れい

 身分返上を強く後押ししたことで、マリーはとても
一
 かず

 
良
 ら

 に懐くようになっていた。

　仕事には今までどおりのきりっとした表情で取り組んでいるのだが、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけるとすぐに表情を緩めてトコトコと駆けよってくる。

　完全に
一
 かず

 
良
 ら

 に心を許しきっているようだ。

「じゃあ、さっそく焼きますか。皆を呼んできてもらえます？」

「はい！」

　笑顔で元気に返事をするマリー。

　尻尾があったら千切れんばかりに振りまくっているだろうな、と
一
 かず

 
良
 ら

 は犬耳犬尻尾が付いたマリーを想像するのだった。

　

　焼き魚を堪能した
一
 かず

 
良
 ら

 は、村に戻ると身支度をし、農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 に乗って日本へと繋がる雑木林へと向かった。

　途中、白骨死体を埋めたお墓に手を合わせ、石畳の通路を通って日本への敷居を跨ぐ。

　久々にやってきた屋敷は相も変わらず、誰かが掃除でもした後かのように
綺
 き

 
麗
 れい

 なままだった。

　建設会社に電話をして図面引き渡しのアポを取り、続けざまにグンマー牧場に電話をかけて
堆
 たい

 
肥
 ひ

 の発注を済ませる。

　その他、調達する予定の品々をインターネットで手早く調べた。

「ふう、本当に久しぶりの日本だな。車のバッテリー、大丈夫かな……一応端子は外しといたけど」

　庭に出て車のボンネットを開け、外しておいたバッテリーの端子を繋ぎなおした。

　車に乗り込んでエンジンキーを回すと、無事に一発で起動した。

「よしよし。それじゃあ行くか。今日は忙しくなりそうだ」

　久しぶりの運転にやや緊張しつつ、
一
 かず

 
良
 ら

 は行きつけのホームセンターへと車を走らせるのだった。

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 が日本へ向かった後、バレッタはリーゼと村の子供たちとともに、森へとやってきていた。

　ジルコニアは村の中を見て回りたいとのことで、エイラたちとともにお留守番である。

「あったあった！　リーゼ様、こっちだよ！」

　腐りかけた巨大な倒木を見つけ、子供たちがリーゼの手を引き、わっと駆け寄る。

「ここにアルカディアン虫がいるの？」

「そうだよ！　この中に隠れてるの！」

　男の子の１人がボロボロになった倒木の表面を手で引きはがし、中からうねうねともがく小さなアルカディアン虫の幼虫をつまみ出した。

　ふうっと息で木くずを払い、リーゼに差し出す。

「はい！　食べていいよ！」

「……え、食べるって、このまま？　生で？」

「うん。
美味
 おい

 しいよ！」

　無邪気な笑顔で、男の子は幼虫をリーゼに手渡そうとする。

「え、えっと、私は生のままはちょっと……」

「なんでー？」

「な、何でって……」

　リーゼが引きつった笑顔で、バレッタに助けを求めるような視線を送る。

「もしかして、生のは食べたことないんですか？　まろやかで、すごく
美味
 おい

 しいですよ」

「そうじゃなくて、うねうね動いてるのをそのままっていうのはちょっと……それに私、虫自体あんまり好きじゃないし……」

　リーゼの答えに、子供たちが「えー？」と不満そうな声を上げる。

「そうなんですか。なら、代わりに何か木の実を採ってきますね。今の時期ならクアの実があると思うんで」

「あ、それなら私も一緒に」

「リーゼ様は一緒に芋虫捕るの！」

「行っちゃダメ！」

「うう、分かったよう……あんまり触りたくないんだけどなぁ……」

　子供たちにまとわりつかれ、とほほといった様子でリーゼが仕方なく
頷
 うなず

 く。

「あはは……じゃあ、リーゼ様、この子たちをお願いしますね」

「うん、早く戻ってきてね……」

　子供たちをリーゼに任せ、バレッタは森の奥へと歩いて行った。

　倒木に目を向けていたリーゼは振り返り、そんな彼女の背をじっと見つめる。

「リーゼ様、どうしたの？」

　その様子に気づいた女の子が、小首を傾げた。

「……ううん、何でもないの。芋虫探そっか」

「うん！」

　この辺に隠れてるんだよ、とはしゃぐ女の子に、リーゼは
頷
 うなず

 いた。

　

　リーゼたちと別れた後、バレッタは数分歩き、極小サイズのブドウ粒が
塊
 かたまり

 になったような、紫色の実がたくさん生る低木を見つけた。

　クアの実という、甘酸っぱいこの時期だけ採れる森の果物だ。

　収穫すると２日と持たずに傷んでしまうので、あまり市場には出回らない。

　スカートを少し持ち上げて受け皿にし、ぷちぷちと一つずつ摘まんで木の実を採っていく。

「ねえねえ、バレッタお姉ちゃん」

　バレッタが振り向くと、数メートル先にコルツが立っていた。

　どうやら、こっそり後を付いてきたようだ。

　コルツはそわそわした様子で、視線を右へ左へと動かしている。

「あ、コルツ君も来たんだ。どうしたの？」

　バレッタは振り向き、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 みかける。

　コルツは少し言いよどんた後、バレッタを見上げた。

「あのさ、カズラ様とお姉ちゃん、喧嘩してるみたいなんだ。お姉ちゃんはもう気にしてないみたいだから、カズラ様にも仲直りするように言っておいてよ」

「えっ、お姉ちゃんって、オルマシオール様のこと？」

「うん。お姉ちゃん、意地っ張りだからさ、カズラ様がごめんなさいしないと、たぶん仲直りできないよ。今度会いに行くって言ってたけど、また喧嘩になっちゃったら大変だから、先に言っておかなきゃって思って」

「喧嘩って、どうして喧嘩してるの？」

「分かんない。でも、お姉ちゃんすごく優しいし怒るところなんて見たことないから、きっとカズラ様が何かしちゃったんじゃないかな」

「そ、そうなんだ……えっと、ちょっと教えて欲しいんだけど、その人って、何か変わったことできたりするのかな？」

「変わったこと？」

　首を傾げるコルツに、バレッタが
頷
 うなず

 く。

「うん。火を一瞬で
熾
 おこ

 したりとか、影の形が人間じゃないとか」

「影は気にしたことないから分からないし、火を
熾
 おこ

 すのも見たことないなぁ。あ、でも、いつの間にか真後ろに立ってたりするよ。何回も驚かされたし。あと、一瞬でどこかに消えちゃったりするよ」

「そっか……」

　話を聞く限り、やはりその人物は人間ではないように思える。

　
一
 かず

 
良
 ら

 と同じ日本から来た者ではないと結論付け、バレッタは内心ほっとした。

「その人の名前って聞いてるかな？」

「だから、オルマシオール様でしょ？」

「それって、本人に聞いたの？」

「一回だけ『オルマシオール様なんでしょ？』って聞いたことあるよ。でも、困った顔してたから、『お姉ちゃん』って呼ぶようにしてる。剣術教えてくれたし、きっとオルマシオール様だよ」

　バレッタはそれを聞き、以前シルベストリアが『今ではほとんど使われていないような両手剣の型をコルツが使っていた』と言っていたのを思い出した。

　やはりオルマシオール様なのかな、と内心ひとりごちる。

「お姉ちゃんに謝ってって、俺が言ってたってカズラ様に言っちゃダメだよ。告げ口したみたいになっちゃうし」

「うん、分かったよ。カズラさんには、それとなく言っておくから」

「うん！」

　胸のつかえが取れたように、コルツはほっとした様子で元気に返事をした。

「クアの実、俺も採るよ！」

「うん。たくさん採って帰ろうね」

　そうして２人並んで、せっせとクアの実を摘み取るのだった。

　

　その頃、バリン邸では、ジルコニアとバリンが
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 に向かい合って座り込んでいた。

　
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 には水の入った鍋がかけられ、湯が
沸
 わ

 かされている。

　ジルコニアはいつもどおり、穏やかな表情だ。

　バリンは緊張しているのか、額に汗を浮かべている。

「……確かに、村では武器を製造しております。本来ならば、ナルソン様に私のほうからお伝えすべきだとは思っていたのですが……申しわけございません」

「別に謝らなくていいのよ。村のことには
干
 かん

 
渉
 しよう

 するなって、カズラさんにきつく言われているし。責めるつもりなんてこれっぽっちもないから」

　深々と頭を下げるバリンに、ジルコニアはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　
一
 かず

 
良
 ら

 やバレッタたちが村を離れてすぐに、ジルコニアはバリンを訪ねて村での武器の製造状況を聞いてみたのだ。

　結果は、驚くべきものだった。

　複数種にわたる攻撃兵器と、鉄製の特殊形状の
鏃
 やじり

 を持つ矢が、村の中に大量に保管されているというのだ。

　現在も少しずつではあるが、毎日作り続けているという。

「バレッタから１つだけ武器を見せてもらったことはあったけど、まさかそんなにたくさん作り続けてるとは思ってなかったわ。村のどこに置いてあるの？」

「村の中心に作った倉庫に保管してあります。ごらんになられますか？」

「うーん……どうしようかしらね。バレッタに黙って勝手に見るのも気が引けるし……。それに、カズラさんには言っちゃいけないんでしょう？」

「はい。バレッタからきつく言われておりますので、できれば秘密にしていただけると」

「でも、このまま隠して作り続けてたら、何かの拍子でカズラさんにばれた時まずいんじゃない？」

「それはそうなのですが……バレッタの気持ちも分からなくはないので、私としては強く言い難くて」

　心底困ったように、バリンがため息をつく。

　そして顔を上げると、おずおずと口を開いた。

「一つ、お伺いしてもよろしいでしょうか？」

「ええ、何でもどうぞ」

「バルベールとの戦争は、また起こりそうなのですか？」

「間違いなく起こるわ。すぐに、ってわけじゃないけど、休戦協定切れまでには必ず起こる」

　言い切るジルコニアに、バリンは腕組みをして
唸
 うな

 った。

「……ということは、いずれカズラさんは村で作っている武器のことを知ることになりますな」

「ええ。だから、なるべく早い段階でこのことは伝えるべきだと私は思うの。私の口からは言えないから、あなたがバレッタを説得してくれると助かるんだけど」

「説得ですか……あの頑固な娘が折れるとは……」

「そうよね……あの娘、言い出したら聞かないでしょう？」

「はい。たいていのことは自分から折れて相手に合わせますが、これと決めたことは絶対に曲げません。まるで、死んだ妻を見ているようですよ」

　頭を掻くバリンに、ジルコニアが苦笑する。

「こんなこと私が聞くのはおかしいかもしれないけど、奥さんは戦争で亡くなったのかしら？」

「はい。５年前の最後の会戦で、防衛陣地を突破してなだれ込んできた敵兵の手にかかったと聞いております」

「そう……お墓は村にあるの？」

「いえ、丘の慰霊碑に、仲間の
躯
 むくろ

 と一緒に埋葬しました。連れて帰れるような状態ではなかったので」

「そっか……辛い思いをさせたわね。イステール家を代表して謝罪するわ。本当にごめんなさい」

「い、いえ！　ジルコニア様が謝るようなことでは！　頭をお上げください！」

　深々と頭を下げるジルコニアに、バリンがあたふたしながら声を上げる。

　ジルコニアは数秒おいて、ゆっくりと顔を上げた。

「ありがとう。でも、本当にごめんなさい」

「仕方のないことです。誰の責任でもありませんよ」

　バリンの言葉に、ジルコニアが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「そう言ってもらえると救われるわ……。これは私の個人的な意見だけど、あの娘にはカズラさんと協力して武器の製造に取り組んで欲しいの。こんなこと言ったら怒られるかもしれないけど、あの娘は道具の……兵器造りの天才よ。正直、カズラさんの上をいってると思う」

「そ、それはいくらなんでも買い被りすぎでしょう。あのカズラさんの……グレイシオール様の上というのはさすがに……」

「いいえ、買い被りすぎだなんてことはないわ。ただ、あの娘はカズラさんのことになると周りが見えなくなる。彼のために、自分がすべての辛いことを代わりに背負おうとしているの。それに、カズラさんはグレイシオール様なんかじゃないわ。普通の人間よ」

「は？」

　バリンがきょとんとした顔をする。

「あなたたち、村で彼と生活していて見てきたでしょう？　カズラさんは、普通の人と同じように働けば疲れるし、
怪
 け

 
我
 が

 だってするの。この間
藁
 わら

 小屋が倒壊した時だって、運が悪ければそのまま死んでいたでしょうね。あの人はきっと、どこか別の世界から来た普通の人間……」

「いえ、カズラさんはグレイシオール様ですよ」

　言葉をさえぎって断言するバリンに、ジルコニアが
怪
 け

 
訝
 げん

 そうな顔をする。

「あのね、ずっとカズラさんのことをグレイシオール様だと思って崇拝してきて、今さらこんなことを言われても
戸
 と

 
惑
 まど

 うかもしれないけど、彼は本当に……」

「ジルコニア様、そうではないのです。神であるとかそういう問題ではなく、カズラさんは私たちのグレイシオール様なのですよ」

　朗らかな表情で答えるバリンに、ジルコニアは言葉を止めて、「ああ」と
頷
 うなず

 いた。

「そっか……うん、そうよね。神様かどうかとか、どうでもいいことよね」

「はい。カズラさんのおかげで、我々は命を救われました。そして今も、私たちの、この国に生きる者たちのために必死で手を尽くしてくれています。あのかたは、我々にとっての救世主様、グレイシオール様です。正体がどうだとか、そんなことはどうでもいいではないですか」

　声を上げて笑うバリンに、ジルコニアも
頬
 ほほ

 を緩める。

「今、ジルコニア様のおっしゃったことは、村の大人たちは皆が確信しているはずです。だからといって、何が変わるわけでもありません。カズラさんはカズラさんです。とはいっても無礼があってはいけないので、子供たちにはカズラさんは神様だと言い聞かせておりますが」

「ふふ、私なんかより、あなたたちのほうがよっぽど大人ね。何かの拍子であなたたちが彼は普通の人間だって知ったらって思ったんだけど、
余
 よ

 
計
 けい

 な心配だったわ」

　ふう、とジルコニアは息をつくと、
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 の火を見つめた。

　赤く燃える
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 の炎に、ジルコニアの
瞳
 ひとみ

 が揺れる。

「……私、最低よね。恩を
仇
 あだ

 で返すどころの話じゃないわ。彼にこれだけよくしてもらっておいて、戦争にまで巻き込もうとして。あの人の性格なら見て見ぬふりをできないって分かってて、それをやろうとしてるんだから」

「……」

　ぐらぐらと、鍋の湯が
沸
 わ

 いた。

　バリンが腰を上げ、
傍
 かたわ

 らに置かれたハーブ（村で栽培したもの）の入ったガラスのティーポットにお湯を移す。

「ジルコニア様」

「うん？」

　ティーポットの中でふわりと舞うハーブを眺めていたジルコニアは、バリンの呼びかけに顔を上げた。

「私たちは、彼に命を救ってもらった身です。あのかたのためなら、死をもいとわない決意と覚悟があります。ことの折には、どうぞお好きなように我らをお使いください」

　その言葉に、ジルコニアが苦笑する。

「そんなことしたら、私がカズラさんに一生恨まれることになるんだけど」

「カズラさんを守るためです。そこは妥協していただかねば」

「あなた……はあ、分かった。恨まれ役だろうが何だろうが、引き受けるわよ」

　ため息交じりに
頷
 うなず

 くジルコニアに、バリンが木のコップに入れたハーブティーを手渡す。

　数十秒、沈黙が続いた。

「……先ほど言ったこと、訂正いたします」

「ん？」

　自分のコップに目を落とし、バリンがぽつりとつぶやく。

「私は、あの娘を……バレッタが生きていくこの国を守りたい。何を利用しても、です。そのためには、あのかたが必要なのです」

「……うん」

「最低なのは、私のほうですな」

「『私たち』でしょう？　目的が違うだけで、やってることは私も同じよ。本当にもう、最悪だわ」

　自嘲するように、ジルコニアが小さく笑った。

「茶を飲んだら、倉庫へ参りましょうか」

「……そうね」

　ジルコニアは
頷
 うなず

 き、コップに口をつけた。

　

　数日後の深夜。

　日本から仕入れてきた食料や肥料、業務用製氷機やガソリンなどを荷馬車に満載し、一行はナルソン邸に戻ってきた。

　コルツは両親と一緒に、市街の宿屋に宿泊している。

　ナルソンの屋敷で暮らすことを
一
 かず

 
良
 ら

 は提案したのだが、さすがに恐れ多いと両親が遠慮したため、近いうちに屋敷の
傍
 そば

 の集合住宅の部屋を借り上げることになっていた。

　広場に到着した
一
 かず

 
良
 ら

 たちが馬車から降りたところで、ナルソンが皆を出迎えに出てきた。

「カズラ殿、長旅お疲れ様でした。村の様子はどうでしたかな？」

「皆元気そうで、何も問題はなかったですよ。ナルソンさんのほうは？」

「こちらも大丈夫です。仕事にも何とか一区切りつけることができました。ただ、アロンドの行方はまだ……」

　その言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 の表情が陰る。

「そうですか……彼の行っていた業務はどうなってます？」

「今のところ支障は出ておりません。アロンドに付いていた従者や助手たちはほぼ全員残っておりますので、そのまま業務を引き継がせました。ノールの分は、私から別の者に引き継ぎを行ったので、大きな影響はないかと」

「そっか……とりあえずは、何とかなりそうでよかったです。彼の抜けた穴はかなり大きいと思っていたので」

「はい。事実、アロンドに頼っていた部分は非常に大きいので、細かいところまでは手が回りきっておりません。アロンドは取引相手との個人的な交流を非常に重視しておりましたので、そこをどう上手く引き継がせるかが難しいですな。しかしまあ、なるようになるでしょう。心配はいりません」

　はっは、と笑うナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 も少し表情を緩める。

　ナルソンなりに、
一
 かず

 
良
 ら

 を気遣っているのだ。

「お風呂は
沸
 わ

 いてますかね？」

「はい、いつでも入れるように支度させてあります」

「そしたら、皆さんから先に入っちゃってください。俺はその後で入るんで」

「あっ、私は後でいいですよ！　カズラさんが先に入ってください！」

　黙って話を聞いていたバレッタが、慌てたように言う。

「いや、俺はちょっとナルソンさんと話したいことがあるんで。気にしないで入っちゃってください」

「私も後でいいや。ちょっと疲れちゃったから、一休みしてから入るよ。エイラ、お先にどうぞ」

「えっ、で、ですが……」

「いいからいいから。私は１杯ひっかけた後で、ゆっくり入るから」

　くいっとコップをあおる仕草をするリーゼ。

　バレッタ、ジルコニア、エイラが先に入り、残りの３人はその後でということになりそうだ。

　ちなみに、ナルソン邸の風呂場は全部で３つある。

　本来ならば、使用人はかけ湯ができる程度の設備の風呂場を使うことになっているのだが、マリーとエイラは特別にジルコニアから許可が下りており、皆と同じ浴槽付きの風呂場を使っていた。

「こらこら、仕草がおやじ臭いぞ」

「おやじ臭くてけっこうですよーだ」

　リーゼは手をひらひらさせながら、屋敷へと入っていく。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちも荷下ろしを使用人たちに任せ、後に続くのだった。

　

　ナルソンとともに執務室へ移動した
一
 かず

 
良
 ら

 は、再び広場へ駆け足で戻ると、大きなダンボール箱を抱えて戻ってきた。

　フタ部分のガムテープを
剥
 は

 がし、中から革と鉄でできた物体を取り出した。

　日本で立ち寄った乗馬クラブに無理を言って購入してきた、『
鐙
 あぶみ

 （
鞍
 くら

 付き）』である。

　
鐙
 あぶみ

 とは、馬の腹の左右に吊り下げる足場のことだ。

「カズラ殿、それは？」

「
鐙
 あぶみ

 という道具です。ラタに装着して使うもので、馬上でも足の踏ん張りが利くようになります」

「馬上で……ああ！　なるほど！」

　すぐに意味を理解したナルソンが、声を上げて
頷
 うなず

 く。

　従来、馬上で身体を安定させるためには、両足でラタの腹を挟み込むように締め付けて体を固定する必要があった。

　これにはかなりの訓練が必要なため、この世界の騎兵は幼い頃から騎乗訓練を受ける貴族たちのみである。

　当然ながら騎兵の数は少なく、簡単に補充することもできないため、非常に貴重な存在だ。

「これがあれば、ラタに乗っていても足場があるような状態で戦うことができるので、騎兵の戦闘能力は飛躍的に向上します。それに、従来よりも訓練期間を大幅に短縮することができます」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の説明に、ナルソンが心底感心したように
頷
 うなず

 く。

　こういった道具の発想自体、まだこの世界にはないものなのだ。

　地球のヨーロッパ地方においても、
鐙
 あぶみ

 が登場したのは７世紀頃になってからである。

「なるほど、なるほど。それでは、これは最優先で生産させるようにいたします。市民からも正規兵扱いでいくらか登用して、市民騎兵として早急に数をそろえましょう」

「それがいいですね。それと、そろそろ
砦
 とりで

 への視察には出かけられそうですか？」

「はい。短期間であれば私もイステリアを離れられますので、一緒に参りましょう」

「武器や兵器の生産は、すべて
砦
 とりで

 で行うようにしますか？」

「いえ、武器製造の主体はイステリアで行い、
砦
 とりで

 には
若
 じやつ

 
干
 かん

 の生産設備と交換用の部品を大量に保管する方向で考えております。スペース的な問題もありますし、生産よりも修理や補修が主な作業になると思われますので」

　ナルソンが棚から
砦
 とりで

 の図面を引っ張り出し、机の上に広げる。

　
砦
 とりで

 はバルベール側の丘の頂上から、イステール領側に丘を下りきったところまでを取り囲む長い防壁を備えた巨大なものだ。

『国境沿いの
砦
 とりで

 』や『英雄の丘
要
 よう

 
塞
 さい

 』などと呼ばれており、今のところ正式な名前は付いていないらしい。

「ふむふむ……
砦
 とりで

 内で水車は使えますか？」

「丘の南側を下った場所の一部に川を引き込んでおりますので、そこでなら使うことができます。農業用水確保のためにこしらえたものなので、あまり大きなものではありませんが」

「んー、そうですか。動力水車を置いて製材機か製粉機を使えればと思ったのですが、厳しいですかね」

「
砦
 とりで

 内の農地用にすでに
揚
 よう

 
水
 すい

 水車を１台設置しておりますが、まだ数台なら置けるかと。
砦
 とりで

 の周囲にも広大な農地が広がっておりますので、製粉機を置くのがよいと思います」

「そしたら、製粉機の動力は水車の代わりにラタを使いますか。製材機には大型の動力水車を用いるってことで」

「それはいい案ですな。今年は麦の収穫高がかなりのものになる見込みですので、製粉機が導入されれば農作業に従事している市民たちも喜ぶでしょう」

　
砦
 とりで

 方面にも日本産の
堆
 たい

 
肥
 ひ

 は送られており、散布作業の監督はハベルが引き続き行っている。

　元々、丘がある一帯は土地がかなり
痩
 や

 せており、面積に対する収穫量はとてもではないが満足のいくものではなかった。

　だが、日本産の
堆
 たい

 
肥
 ひ

 のおげで状況は劇的に好転しており、今ではイステリア周囲の
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯と同等の収穫高を見込めるようになっていた。

　
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯のほうが土地が肥えていたのは、毎年起こる洪水のおかげで山の土に含まれる栄養が水や
泥
 どろ

 と一緒に流れ込んでいたからだろう。

　グリセア村付近の洪水地帯も、
開
 かい

 
墾
 こん

 すればそれなりの収穫を見込めるはずだ。

「収穫が済んだら、いくらか作業者にも麦を配ってあげてくださいね。頑張った分が跳ね返ってくると分かれば、今後も一生懸命頑張ってくれるはずですから」

「ええ、心得ております。出し惜しみせず、大盤振る舞いするといたしましょう」

「そうしてあげてください。家計に余裕が出た分、街でお金を使って経済を回してくれるでしょうし」

　そんな具合でまったりと話を進めていると、コンコン、と扉がノックされた。

　髪を濡らしたバレッタが顔を覗かせ、ぺこりと頭を下げる。

「カズラさん、お風呂空きました。お湯の入れ替えもすぐに済むみたいです」

「分かりました。じゃあ、俺はお風呂行ってきますね。出たら、今日はそのまま休みます」

「かしこまりました。おやすみなさいませ」

　

　執務室を出て、２人並んで静まり返った廊下を進む。

　歩きながら、
一
 かず

 
良
 ら

 はぐっと背伸びをした。

「はー、疲れた。やっぱり、馬車の移動は身体に堪えますね……そういえば、バレッタさんって乗り物酔いしないんですね」

「は、はい……私、そういうのには強いみたいです」

「いいですねぇ。俺もあれくらいなら酔わないんですけど、もう少し揺れるとダメですね。マリーさんなんてかなり乗り物酔いするみたいで、前にグリセア村に行く時に２人で馬車に乗った時も――」

　つらつらと
一
 かず

 
良
 ら

 が話していると、バレッタがちらちらと見てきていることに気が付いた。

「ん？　どうしました？」

「あ……え、えっと……」

　足を止めて
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタを見ると、バレッタは少し目を泳がせた。

　そして、意を決したように
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げた。

「カズラさん、大丈夫です！」

「え？」

「私が、アロンド様の分も頑張ります！　だから、大丈夫です！」

　必死な様子でそう訴えるバレッタを、
一
 かず

 
良
 ら

 はきょとんとした顔で見つめた。

　しかしすぐに、今の言葉が精一杯自分のことを気遣ってのものだと気づき、ふっと表情を緩める。

「ありがとうございます。俺、そんなに元気ないように見えました？」

「……はい。何だか、無理して元気を見せているみたいに見えて……」

　バレッタが小さく答え、少しうつむく。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自分の頭をぽりぽりとかいた。

　一カ月以上前にリーゼに同じようなことを言われてから、
一
 かず

 
良
 ら

 は自分なりに気を取り直して前向きにやってきたつもりだった。

　だがそれでも、信頼していた者に裏切られたというショックが抜けていなかったようだ。

　リーゼ同様、バレッタも
一
 かず

 
良
 ら

 の微妙な変化に気づいていたのだろう。

「はあ、やっぱダメだな、俺。注意してたつもりなんですけど……気を遣わしちゃいましたね」

「だ、ダメなんてことないです！　その……もっと私を、頼って欲しいです。一人で我慢なんて、しないでください……」

　少し泣きそうな表情で、バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は数秒考えた後、口を開いた。

「……じゃあ、一つだけお願いが」

「は、はい！　何でも言ってください！」

「ぎゅって、してもらえませんか？」

「……え!?
 」

「ダメですか？」

「だ、ダメじゃないです！」

　バレッタは持っていた着替え入りのカゴを床に放り投げるようにして置き、勢いよく
一
 かず

 
良
 ら

 に抱き着いた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 もバレッタの背に手を回し、よしよしとその頭を
撫
 な

 でる。

「……ん、ありがとう。元気出ました」

「は、はい」

　バレッタが少しだけ身を離し、上目遣いに
一
 かず

 
良
 ら

 を見る。

　その顔は、耳まで真っ赤だった。

「……うう、やっぱり、何か違う気がします」

「え、そう？」

「絶対に違いますよ、これ……」

「そうかな？　俺はすごく元気出たけど」

「うー……」

　心底恥ずかしそうに、目を泳がせながらバレッタが
唸
 うな

 る。

　そして、再び
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げた。

「そ、そうだ！　一緒にお風呂入りましょう！　お背中流しますから！」

「……え!?
 　い、いきなり何言ってるんですか!?
 」

「げ、元気出るかなって……」

「い、いや、そこまでしてもらわなくても……」

「う……」

　よほど思い切った申し出だったのか、
一
 かず

 
良
 ら

 が断りかけた途端にバレッタの目尻に涙が浮かんだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は慌てて、こくこくと
頷
 うなず

 く。

「あ！　や、やっぱりお願いしようかな！　いや、ぜひお願いします！」

「は、はい！　私、頑張ります！」

　バレッタはカゴを拾うと
一
 かず

 
良
 ら

 の手を掴み、
一
 かず

 
良
 ら

 の顔を見ないようにしながら速足で風呂場へと向かった。

　２人が風呂場に着くと、扉の前にはいつものように、清掃係の若い
侍
 じ

 
女
 じよ

 がタオルを持って控えていた。

　
侍
 じ

 
女
 じよ

 はバレッタに手を引かれている
一
 かず

 
良
 ら

 を見て、えっ、といった顔になった。

「お風呂に入ります!!
 」

「え、あ、あの、カズラ様が、ですよね？」

　鬼気迫る表情で言うバレッタに、
侍
 じ

 
女
 じよ

 がおどおどとした様子で問う。

「２人で入ります！　失礼します！」

「あっ！　ちょ、ちょっと待ってください！」

　制止を無視し、バレッタはぐいぐいと
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を引いて脱衣所へと入る。

「あ、あの、カズラ様！　そのままお２人で入るのは」

「す、すみません。見なかったことにしてください、お願いします」

「えっ!?
 」

　先に入ったバレッタの驚いた声に、
一
 かず

 
良
 ら

 は何事かと自分も脱衣所に足を踏み入れた。

「……どうしてバレッタとカズラが一緒にお風呂に来るんですかねー？」

「な、何やってんだ、リーゼ……って、酒くさっ!?
 」

　脱衣所の床に、赤い顔をしたリーゼが膝を抱えて座り込んでいた。

　裸にタオルを巻いただけの格好で、タオルから除く肩や胸元も赤色を帯びていた。

「いつまでたってもカズラが元気にならないから、サービスしてあげようと思って待ってたの」

「ええ……じゃあ、どうしてそんなに酒臭いんだよ……」

「恥ずかしいから強いお酒がぶのみして無理やり酔っぱらってきたに決まってるでしょこのバカ！　あなたたちこそ、どうして２人でお風呂に来てるのよ!!
 」

「いや……バレッタさんが背中流してくれるっていうから」

「うう、いつもこんなのばっかり……」

　よよよ、とバレッタが涙目でうなだれる。

　リーゼは大げさにため息をつくと、気だるそうに立ち上がった。

「あー、もういいわ。ほら、２人とも脱ぎなさい。３人で入りましょ」

「「えっ!?
 」」

　ぎょっとして声を上げる２人をよそに、リーゼがバレッタの服に手をかける。

　完全に目が据わっていた。

「『えっ』、じゃないでしょ。ほら、脱ぎなさいよ」

「ちょ、ちょっと！　リーゼ様！」

　ぐい、と胸の下まで上着を捲られ、バレッタは慌ててリーゼの手を押さえる。
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「カズラを元気にするんでしょ？　まさか、服着たまま背中流すつもりだったわけ？」

「え？　そ、そうですけど……痛っ!?
 」

　びしっ、とバレッタの頭にリーゼの手刀が炸裂した。

　なんでやねん！　と
一
 かず

 
良
 ら

 もバレッタにツッコミを入れかけたのは内緒だ。

「ほら、観念してさっさと脱ぐの！　
一
 かず

 
良
 ら

 もとっとと脱ぎなさい！」

「ええ……」

「何恥ずかしがってるのよ。男ならこういうのって嬉しい状況なんでしょ？」

「い、いや、こんな展開で全裸になれと言われてもだな」

「あー、なら、これなら文句ないでしょ」

　そう言って、リーゼは自分の身体に巻いていたタオルを一気にはぎ取った。

「おわあっ!?
 」

「きゃあああ！　なな何やってるんですかリーゼ様!!
 　カズラさん見ちゃダメです！　あっち向いてください!!
 」

「私が脱いだんだからカズラも脱ぎなさい！　バレッタも早く脱ぎなさいよ！」

「ひゃあ！　引っ張らないでください！　シャツが裂けちゃいます！」

「ああもう、なら下だけ脱ぐので許してあげるわよ。上を脱ぐのはお風呂場に入ってからでいいから」

「それ妥協案になってないですよね!?
 　ていうか、早くタオル付けてください!!
 」

「リ、リーゼ落ち着け！　無理強いは良くない！　このタオルを付けるんだ！」

「だからカズラさんはこっち見ちゃダメって言ってるじゃないですかあああ!!
 」

　その後も３人はぎゃーぎゃー騒ぎ続け、あまりの騒ぎっぷりに何事かと何人もの
侍
 じ

 
女
 じよ

 と警備兵が風呂場へ駆けつけてしまい、結局３人での入浴はお流れとなってしまった。





第５章　想い出の残照

　

　十数日後の午後。

　国境沿いの
砦
 とりで

 を視察するため、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは馬車に乗って麦畑の中を進んでいた。

　季節はちょうどパン麦とラタ麦の収穫期で、あちこちで労働者たちが刈り入れ作業に精を出している。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが乗る馬車の形状は、外が眺められるように座席部分が大きく開放されたもので、鉄の骨組みに布張りの屋根が付いている。

　４人並んで座れる座席が３列並んでおり、席の前にはテーブルも備え付けられている。

　振動対策に
懸
 けん

 
架
 か

 
式
 しき

 （座席を車体から吊り下げる方式）を採用した、２頭引きの長距離移動用の新型馬車だ。

　街では商業区画を順々に移動する１頭引き８人乗りの乗合馬車が数十台、雨期明けから稼働している。

　料金は後払い制で、１区画間の運賃は一人３アルだ。

　経済の活性化を目的としてイステール家が出資しているため、料金は格安である。

「ふむ、
砦
 とりで

 内にも畑があるんですね。広さはだいたいグリセア村の農地と同じくらいか」

「はい。肥料の投入で生産量が大幅に向上しましたので、年間にしてだいたい２００人～２５０人分の食料を安定的に生産できる見込みです」

「作っているのは穀物と芋類だけですか？」

「農地の作物はそうですが、空いているスペースに飛び飛びで果樹も植わっております。今年あたりから実が生り始めるかと」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソンと隣り合って馬車の前列に座り、広げられた
砦
 とりで

 の全体地図を見ながら設備の説明を受けていた。

　ナルソンは
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な鎧を身に着けており、いかにも『将軍』といった渋い雰囲気を醸し出している。

　イステール家の３人が揃って移動するということもあり、引き連れている護衛や従者は総勢３００名近い、大所帯だ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちの後ろにはリーゼとバレッタが座っており、リーゼは鎧姿、バレッタは私服である。

　エイラとマリーは最後尾の座席だ。

　ジルコニアは馬車には乗っておらず、アイザックとともにラタで部隊を先導していた。

　コルツも付いてくると強く主張したため、両親と一緒に別の馬車で同行している。

「すごい麦畑ですね。
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯以外にもこんなところがあるなんて、びっくりしました」

　バレッタは刈り入れ作業を楽しそうに眺めながら、隣のリーゼに話しかけた。

「……」

　リーゼは座席の肘掛けに頬杖をついたまま、返事をするでもなく反対側の景色を眺めている。

「リーゼ様？」

　バレッタは少し
戸
 と

 
惑
 まど

 った様子で、リーゼに目を向けた。

「あ、ごめん。なあに？」

　リーゼは話しかけられていたことにようやく気づき、バレッタに
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　バレッタは、「あ、いえ……」と再び景色に視線を戻した。

　イステリアを出発してからというもの、バレッタはリーゼがどこか元気がないように感じていた。

「カズラ様！」

　
砦
 とりで

 の門が見えてきた頃、ラタに乗ったハベルが
蹄
 ひづめ

 の音を響かせて駆けつけてきた。

　ぐるっとその場で素早く旋回し、ラタの頭を
一
 かず

 
良
 ら

 たちと同じ進行方向へと向ける。

　素晴らしい操馬技術だ。

「ハベルさん！　お久しぶりです！」

「ご無沙汰しております！　馬車の具合はどうですか？」

　実に爽やかな笑顔で、ハベルが元気よく
挨
 あい

 
拶
 さつ

 する。

　以前のような堅さは微塵もない。

「いい感じですよ。お尻も痛くなりませんし、これなら何時間乗っていても平気ですね」

「兄さん！」

　後部座席から、マリーが大声でハベルを呼ぶ。

　ハベルは半身をよじって振り返り、満面の笑みで手を振る妹の姿ににっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「マリーも元気そうでよかったです。屋敷での仕事ぶりは問題ありませんか？」

「ばっちりですよ。とても元気に、きっちり働いてくれています。すごく明るくなったって、皆喜んでますよ」

「よかった。身分が変わって、気が緩んでいるのではないかと心配しておりました」

　ハベルは現在、
砦
 とりで

 の周囲に
開
 かい

 
墾
 こん

 した農地に、新たな井戸を掘る作業の監督をしているため、
砦
 とりで

 を仮住まいとして生活している。

　その間は一度もイステリアに戻っておらず、マリーと会うのは約２カ月ぶりだ。

「そういえば、マリーさんってハベルさんのこと、前から『兄さん』って呼んでましたっけ？」

「いえ、以前は『ハベル様』でしたね。あの一件があってから、ようやく兄として認めてくれたようです」

「あ、やっぱりそうでしたか。
砦
 とりで

 に滞在中はマリーさんのお仕事はお休みにしますから、兄妹水入らずでのんびり過ごしてください。ハベルさんも連休にしちゃっていいですから」

「えっ!?
 　い、いえ、さすがにそういうわけには。井戸掘りも全然終わっておりませんし」

　
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した様子で、ハベルが言う。

　井戸掘りにはエンジンブレーカーを使っているので、ハベルが作業から抜けるわけにはいかないのだ。

「別に数日休んだって、そこまで影響は出ませんよ。たまにはのんびりしてください」

「……かしこまりました。それでは、そうさせていただきます。マリー！」

　ハベルが振り返り、大声でマリーを呼ぶ。

「はいっ！」

「あっちに着いたら、一緒に
釣
 つ

 りでもしないか？」

「はい！　私、素手でお魚を捕まえられるようになったんですよ！　兄さんにもやり方を教えてあげますね！」

「そ、そうか」

　ハベルが再び、
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直る。

「では、私は迎えの準備をしてまいります」

「はい、また後ほど」

　勢いよく駆け出していくハベルを見送り、
一
 かず

 
良
 ら

 は
砦
 とりで

 へと目を向けた。

　緩やかな丘を這うようにして、防御塔を備えた長大な石造りの防壁が延びている。

　防壁の内外には労働者の住居とみられる建物が並んでおり、
砦
 とりで

 の周囲の平地部分には金色の穂がゆれる麦畑が広がっていた。

　防壁の内側の中央部には、兵舎や食料庫といった施設が集まっている。

　
砦
 とりで

 という名称からして、
一
 かず

 
良
 ら

 は無骨な軍事施設のイメージを持っていたのだが、実際に見た
砦
 とりで

 からは防壁に囲まれた田舎町のような印象を受けた。

「しかし、ずいぶんと広く作りましたね。これが戦争に使われるのか……」

　あまりにものどかな光景に、実際に戦場になっているさまが想像できずに
一
 かず

 
良
 ら

 が
唸
 うな

 る。

「完全包囲されても長期間にわたって籠城できることを一番の条件として作らせましたからな。大兵力を駐屯させて守りを固めれば、敵側としてはここを無視して内地に侵攻するわけにはいきませんので」

「無視してイステリアに侵攻したら、内地の部隊と挟み撃ちですもんね。バルベールから来る補給部隊も潰せるし、確かにここは重要ですね。高台に構えてれば敵は攻めにくいですし、確かに抑えるならここですよね」

「はい。ここを抑えている限り、けっして負けることはありませんな」

「丘からの下り坂に罠を張り巡らせれば正面は盤石。側面や裏手からだと敵はこちらの領土内に踏み込むことになるから、内地の部隊と
砦
 とりで

 の部隊の二方向に気を付けなければいけないと。場合によっては、クレイラッツからの援軍とで包囲できるってことですね」

「そのとおりです。戦時資料を読んだのですか？」

「ええ、資料を見ながらリーゼに説明してもらいました」

　その後ものんびり話をしながら、一行は
砦
 とりで

 へと進んでいった。

　南門へとたどり着き、兵士に城門を開けてもらう。

　城門は上手部分がせり出した形になっており、真下を狙えるように足場に隙間が空いていた。

　城門をくぐると、中では数百人の兵士が整列していた。

　兵士たちの前では、
白髪
 しらが

 交じりの金髪をオールバックにした老兵士――イクシオス――が、先に到着したジルコニアと何やら話をしている。

　アイザックとハベルはその
傍
 そば

 に控えており、何やら楽し気に言葉を交わしていた。

　どちらかというと、明るい表情でいろいろと話しかけるハベルの相手をアイザックがしている、といった様子だ。

　馬車から皆が降りていると、ジルコニアとイクシオスが歩み寄ってきた。

「お待ちしておりました。遠路、お疲れ様です」

　イクシオスが小さく頭を下げる。

「うむ、出迎えご苦労。こちらのかたは、内政の支援をしてくださっているカズラ殿だ。このたび、軍事についても助言をいただけることになった」

「カズラです。よろしくお願いします」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がぺこりと頭を下げる。

「イクシオスです」

　イクシオスがにこりともせず、名を名乗る。

「
砦
 とりで

 をご案内いたします。こちらへ」

　そう言い、イクシオスは
砦
 とりで

 の奥へと足を向けた。

　雰囲気にやたらと威圧感があるうえに愛想の欠片もない老兵士に、
一
 かず

 
良
 ら

 は緊張で表情を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせて後を付いていく。

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 に、やり取りを見守っていたジルコニアがすっと近づいた。

「ああいう人なんです。悪く思わないであげてくださいね」

　カズラの耳元に口を近づけ、小声で
囁
 ささや

 く。

「そ、そうなんですか……何か怒ってるのかと思っちゃいましたよ」

「相手が王族でも態度は同じですよ。戦時中、国王にもさっきみたいな態度をとって、取り巻きに
咎
 とが

 められても完全に無視してましたし」

「す、すごいですねそれ。そんなことして大丈夫だったんですか？」

「国王が取り巻きを
諫
 いさ

 めてくれたので、その場は収まりましたね。あと、王子がその取り巻きたちに『お前らいちいち細かいことで騒ぐなよ、うるせえな』って言ってくれたおかげで、その後も何もありませんでした」

「ルグロさんなら確かに言いそうだ……」

「面白い人ですよね。私、思わず吹き出しちゃいましたもん。取り巻きたちに思い切り
睨
 にら

 まれましたけど」

　その時のことを思い出したのか、ジルコニアがくすくすと笑う。

「ルグロさんって、指揮を執ったりしてたんですか？」

「いえ、単独では一度も。直属の軍団は持っていたんですけど、『やり方はあんたたちに任せる』って出合い頭に言われてしまって。本当にまるごとイステール領軍の指揮下に置かれました」

「マ、マジですか。国王は何も言わなかったんですか？」

「何も。臣下に反論も許しませんでした」

「そうなんですか……ルグロさんは、戦いの間何をしてたんですか？」

「私たちにくっついて、私たちの指示をそのまま実行するだけでしたね。時々思い付いたように、意見は出していましたけど。ただ、私が最前線に出て戻ってくるたびに、本気で怒鳴りつけてくるのには参りました。『死んだらどうすんだ！』って何度言われたか分かりません」

　ルグロの思い出話を、
一
 かず

 
良
 ら

 は興味津々で
頷
 うなず

 きながら聞く。

　どうやら、ジルコニアは彼のことを気に入っているようだ。

　あちこちの施設に立ち寄りながら
砦
 とりで

 の建設具合の説明を受けつつ、北側の防壁へとやってきた。

　石の階段を上り、防壁に備えられた防御塔へと登る。

「おお」

「いい景色ですね……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に来たバレッタが、バルベール側に広がる草原を眺めて感嘆の声を漏らした。

　防壁の先は緩やかな下り坂になっており、青々とした美しい草原や森が見て取れる。

　丘というからにはけっこうな高台なのかと
一
 かず

 
良
 ら

 は思っていたのだが、平野部とはそこまで高低差はないようだ。

　ほんの２～３キロほど先には、こちらの
砦
 とりで

 ほどとまではいかないにしろ、それなりに立派な防壁に囲まれた街があった。

「目と鼻の先に街があるのか……」

「あれは、バルベール側の駐屯地です。最近になって、ようやく
奴
 ど

 
隷
 れい

 や市民を集めて陣地の強化に乗り出したようです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の漏らした言葉に、イクシオスが説明をしてくれる。

　駐屯地の中にはそれほど人がいないようで、あまり人の動きは見られない。

　駐屯地の外に広がる畑では、数百人の上半身裸の男たちが、兵士に見張られながらせっせと麦の刈り入れを行っていた。

「最近になって、ですか。こっちはもう
砦
 とりで

 を造り始めて５年目だっていうのに、ずいぶんとのんびりしてますね……ん？　あれもバルベールの防御陣地ですかね？」

　丘を下った３～４００メートルほど先に、数メートルの高さにまで盛り土をした一帯があった。

　上半身裸の男たちが、盛り土の周囲に柵や防御塔とみられるものを建てている。

　丘の上には石材と木材が山積みになっていた。

「はい。こちらからの反撃を防ぐためのものかと」

「あの位置に造られると、けっこう厄介ですか？」

「敵を撃退した後の追撃が難しくなります。あそこから矢を射かけられますので」

「なるほど……あ、女の子だ」

　男たちの中に１人だけ、その場には似つかわしくない真っ白なワンピース姿の少女がいた。

　髪も肌も真っ白で、遠目からでもその姿はかなり目を引いた。

　少女は両手を大げさに振り回しながら、柵を建てる男たちを応援している様子だ。

「何ですかね、あれ」

「さあ……あんなところで子供を遊ばせるとは、規律も何もあったものではありませんな」

　そのまま
一
 かず

 
良
 ら

 がその少女を見ていると、彼女は急に後ろを振り返り、ばたばたと暴れるように地団太を踏み始めた。しばらくすると再びこちら側に向き直り、ふいに
一
 かず

 
良
 ら

 の方へと顔を向けた。かなりの距離だが、自分のことを見ているのが何となく分かる。

「あ、手を振ってる」

　少女はぴょんぴょんと跳ねて何かを叫びながら、ぶんぶんとこちらに手を振っている。

　思わず
一
 かず

 
良
 ら

 が手を振り返すと、イクシオスにがしっと腕を掴まれ、「お止めください」と怒られてしまった。

　少女も、駐屯地の方向から慌てた様子でやってきた赤髪の兵士と紺色の服を着た金髪の少女に両脇を抱えられ、ずるずると引きずられて行った。

「まったく、まるでピクニックですな」

「す、すみません……」

　ふと
一
 かず

 
良
 ら

 が隣を見ると、いつの間にかバレッタがいなくなっていることに気が付いた。

　裏手に行ってみると、バレッタはリーゼと並んで、
砦
 とりで

 内に広がる街並みを眺めていた。

「お、こっちもいい眺めですね！」

　バレッタの隣に行き、
一
 かず

 
良
 ら

 も街を眺める。

　バルベール側の駐屯地と違って、こちらの
砦
 とりで

 は多くの人びとが作業に精を出していて活気があった。

　２人から何の反応もないことに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 は彼女たちに目を向けた。

　バレッタもリーゼも、もの悲し気な表情で街の一点を見つめている。

　その視線を追うと、そこには大きな石板が建っていた。

「あれは？」

「……
慰
 い

 
霊
 れい

 
碑
 ひ

 。この丘で亡くなった人たちの」

　ぽつりと、リーゼが答える。

　それでようやく、
一
 かず

 
良
 ら

 は２人の表情の意味に気が付いた。

「カズラ殿、そろそろ次の場所へ向かいましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が何も言えずに
慰
 い

 
霊
 れい

 
碑
 ひ

 に目を向けていると、ナルソンが声をかけてきた。

「あ、はい……」

　返事をしつつ、２人に目を向ける。

　２人とも、黙って
慰
 い

 
霊
 れい

 
碑
 ひ

 を見つめたままだ。

「カズラ殿？」

「すみません。行きましょう」

　ナルソンに促され、
一
 かず

 
良
 ら

 は階下へと降りて行った。

　

　数時間後。

　
砦
 とりで

 を一通り回り終え、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは宿舎で夕食をとっていた。

　宿舎は石造りの２階建ての建物で、中央に庭園を備えた立派なものだ。

　
砦
 とりで

 内に造られた各軍事施設の中心部に位置しているのだが、領主や王族が滞在することを考えて造られているため、それなりに設備は
豪
 ごう

 
奢
 しや

 なものとなっている。

　風呂は２つ備えられており、客間も20
 以上あるとのことだ。

「この調子でいけば、来年の今頃には堀まで造り終わりそうだな」

　料理を口に運びながら、ナルソンがイクシオスに話しかける。

「最低限のレベルで、です。防壁をもっと高くし、防御塔も増やすべきです。
砦
 とりで

 の外へ続く道もまだまったく整備できておりませんので、それらの完成となると再来年になります」

「うむ。確かに側塔（城壁にへばりつくようなかたちで外側に飛び出ている防御塔）はもっと欲しいところだな。道の整備が一番時間がかかりそうだ」

「このままいくと今年分の予算を確実に超過しますが、追加の資金はいただけるのですか？」

「そこは気にしなくていい。必要なだけ請求してくれ。人も物もだ」

「では、資金を今の倍、秋口までに追加でいただきたい。それと、リゴとドラブラを装備させた兵も追加で３個中隊
寄
 よ

 
越
 こ

 してください。訓練もかねて、道の整備に取り掛かります」

　ぶっ、とナルソンが料理を吹き出しかけ、げほげほと咳き込む。

「いかがいたしました？」

「い、いや、もう少し遠慮して言ってくれると助かるんだが……」

「これでも遠慮しておりますが」

「領の財政を破綻させる気か、お前は」

　笑うところなのかどうなのか判断しにくいやり取りをする２人を横目に、
一
 かず

 
良
 ら

 は隣の席に目を向けた。

　バレッタがいるはずのそこには、彼女の食事が手付かずで主の帰りを待っている。

　バレッタは
砦
 とりで

 巡りから一人離れ、あれからずっと防御塔にいるようだった。

　夕食前にリーゼが一度呼びに行ってくれたのだが、「もう少しだけ」と言ってその場を動こうとしないらしい。

　もう食事が始まってからだいぶ経つのだが、いっこうに戻ってくる気配はない。

「俺、ちょっとバレッタさんのとこ行ってきます」

「……カズラ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が席を立つと、対面のリーゼが声をかけてきた。

「今日は、ずっと一緒にいてあげて」

　暗い表情でぽつりと言う彼女に、
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 いた。

　

　息を切らせながら、バレッタがいるであろう防御塔へと向かう。

　すでに日は落ちかけており、空は夕焼けから夜の
闇
 やみ

 へと移り始めていた。

　防御塔にたどり着き、上を見上げる。

　塔の柵に手をかけて彼方を眺める、バレッタの姿があった。

　何と声をかけようかと思案しながら、階段を上る。

「……」

　バレッタの後ろ姿を前に、
一
 かず

 
良
 ら

 は立ち止まった。

　どう声をかけたらいいのか、むしろ声をかけていいものかと、言葉に詰まる。

「……私、母のことをほとんど覚えていないんです」

　とりあえず隣に行こうかと一歩踏み出した時、バレッタが急に口を開いた。

「ここで母が死んだんだって。それだけを、あの
慰
 い

 
霊
 れい

 
碑
 ひ

 を見た時にやっと思い出したんです」

「バレッタさん……」

　どう答えていいのか分からず、
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタの後ろ姿をじっと見つめる。

「おかしいですよね。毎日一緒にいたはずなのに。今までずっと、母の存在すら忘れていたんですよ？」

　バレッタはうつむき、柵に置いた自身の手に目を落とした。

「だから、この景色を見ていれば、もっと何か思い出せるかなって。でも、ダメですね。顔も、声も、何も思い出せない」

　バレッタは息をつくと、少し
一
 かず

 
良
 ら

 に振り返った。

　今にも消えてしまいそうなほどに
儚
 はかな

 げな
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを、
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「ごめんなさい、すぐに戻りますから。先に――」

　そう言いかけたバレッタを、
一
 かず

 
良
 ら

 は後ろから抱きしめた。
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「……俺も、一緒にいるよ」

「……っ」

　漏らしそうになった声をかみ殺し、バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 の腕に手を触れた。

　冷え切ってしまった指先が、わずかに温もりを取り戻していく。

　――ああ、そうか。

　――だから自分はこんなにも、この人のことを追い求めているのか。

「……どうして……忘れちゃったのかな」

　バレッタは再び、遠目に見える
慰
 い

 
霊
 れい

 
碑
 ひ

 へと目を向けた。

　目の前の景色が涙でかすみ、喉が震えて
嗚
 お

 
咽
 えつ

 が漏れそうになる。

「どうしてっ……何も思い出せないんだろっ……」

　母と過ごした、優しい想い出。

　母を亡くした、悲しい想い出。

　どれもかけがえのない、自分の中の大切な記憶。

　忘れられるはずがない。

　忘れていいはずがない。

　それなのに、どうして何も覚えていないのか。

　どこかに母の姿を探すかのように、母が
斃
 たお

 れたという小高い丘を、バレッタはじっと見つめていた。

　

「っくしゅん！」

　防御塔の壁に寄りかかるようにして眠っていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、すぐ目の前から聞こえたくしゃみの音で目を覚ました。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の胸に抱き着くような格好で眠っていたバレッタが、ぶるっと身を震わせて薄っすらと目を開く。

「おはようございます……いてて」

　ぼんやりと顔を上げたバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　こうしてバレッタを抱きしめるような格好のまま、塔の上で一晩を明かしたのだ。

　誰かが様子を見に来てくれたのか、厚手の毛布がバレッタの肩に掛けられている。

「あ、おはようございま……」

　バレッタはそこまで言いかけて、みるみるうちに顔を赤くした。

　そんな彼女に
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑し、よしよしとその頭を
撫
 な

 でた。

　昨夜、バレッタがここを離れたくないと言ったため、
一
 かず

 
良
 ら

 はそれに付きあって深夜まで塔の上で過ごしたのだ。そのうちバレッタがうつらうつらし始めたので、少し休もうと彼女を抱きしめたまま塔の壁に寄りかかり、そのまま２人して眠ってしまい、今に至る。

「身体、大丈夫ですか？」

「あ、はい！　大丈夫です！」

　ばっと身を起こし、あたふたしながらバレッタが言う。

　
頬
 ほほ

 には涙の流れた跡があるが、昨日のような暗い表情はすっかり消えていた。

　すると、そのお腹から「きゅー」っとかわいらしい音が響いた。

　バレッタが慌ててお腹を手で押さえ、さらに顔を赤くする。

「はは、お腹空いちゃいましたよね。朝ごはん食べに行きましょうか」

「うう、はい……」

　よっこらしょ、と２人して立ち上がり、
砦
 とりで

 へと目を向けた。

　まだ日が昇り始めたばかりのようで、空は
若
 じやつ

 
干
 かん

 薄暗い。

　カップラーメンでも食べるか、と考えながら階段を降りようとする
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を、バレッタが掴んだ。

「ん、どうしました？」

「カ、カズラさん、あ、あれって……」

　バレッタは
酷
 ひど

 く動揺した様子で、バルベール側の斜面を指さしている。

　バレッタの指し示す方向に視線を向け、
一
 かず

 
良
 ら

 は目を疑った。

「……え？　な、何だあれ。何であんなも――」

「伏せてっ!!
 」

　バレッタに飛びつかれるようにして２人して床に転げた瞬間、すさまじい衝撃と破壊音が頭上を襲った。

　２人同時に、ばっと顔を上げる。

　防御塔の屋根部分が、根こそぎ消し飛んでいた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は反射的に立ち上がり、飛びつくようにして目の前の柵にしがみついた。

「カズラさん！　塔を降りないと!!
 」

「ど、どうして……！」

「カズラさん!!
 」

　バレッタに腕を引っ張られながら、
一
 かず

 
良
 ら

 が
驚
 きよう

 
愕
 がく

 に目を見開いて震えた声で叫ぶ。

「どうして、あんなところに『
トレビュシェット
 平衡錘投石機

 』があるんだよ!?
 」





転章

　

　爽やかな風が
頬
 ほほ

 を
撫
 な

 でる、初夏の昼下がり。

　簡素な木造の建屋が並ぶバルベール軍駐屯地の一角に、カイレンの姿があった。カイレンは周囲にきょろきょろと視線を巡らせながら、うろうろと速足で歩き回っている。

　ここはアルカディアの
砦
 とりで

 を遠目に望む軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 から、さらに数百メートル後方に造られた第10
 軍団の駐屯地である。カイレンの率いる第10
 軍団は約半年前にこの地へやってきたのだが、先に現地にいた軍とはほとんど関わらずに生活をしていた。

「カイレン様、誰かお捜しですか？」

　道端に座り込んで武具の手入れをしていた兵士が、カイレンに声をかける。

「ああ、フィレクシアを見なかったか？」

「フィーちゃんなら、１刻（約２時間）くらい前に食堂で『バスケットいっぱいにお菓子ちょうだい』と料理担当の奴にせっついてましたね。ピクニックにでも行ってるんじゃないですか？」

「ピクニックって……あいつ、明日何をするのか忘れてるんじゃねぇだろうな……」

「大仕事の前の気分転換じゃないですか？　俺らも、武具の手入れが終わったら
釣
 つ

 りに行くんすよ。景気づけに、
釣
 つ

 った魚で一杯やろうと思って」

　にっ、と笑顔を見せる兵士に、周囲で武具の手入れをしていた兵士たちが笑い声を上げる。

「ちょ、お前ら！　俺も誘えよ！　
釣
 つ

 りたての魚で一杯なんて最高じゃねえか！」

「そこであなたが乗ってどうするんですか」

　背後からため息交じりの言葉を投げかけられ、カイレンは振り返った。

　すぐ後ろに、呆れ顔のティティスが立っていた。

「お、ティティス、ちょうどいいところに来たな。フィレクシアを捜してるんだけどさ、見なかったか？」

「少し前に、重そうなバスケットを持って駐屯地の外へ出て行ったみたいですよ」

「ったく、また黙って出かけやがったのか。１人で出て行ったのか？」

「いえ、南門の衛兵の１人がラタに乗せていったみたいです。荷物持ち兼子守り役というか」

「南門っていうと……あそこか」

「あそこですね」

「迎えに行くけど、来るか？」

　やれやれ、といった様子で、カイレンがため息をつく。

「はい、お供します。ラタを取ってきますね」

　ティティスが
厩
 きゆう

 
舎
 しや

 へと向かおうとした時、激しい
蹄
 ひずめ

 の音が駐屯地の入口から響いてきた。その場にいる皆が、音の方向へと目を向ける。

「……ちっ、嫌な奴が来たな。お前ら、
余
 よ

 
計
 けい

 なこと言うなよ。何を言われても我慢だ。絶対に黙ってろ。ティティス、あいつが帰るまで戻ってくるなよ。早く行け」

「はい」

　ティティスが小走りでその場を離れてすぐに、数騎の騎兵がカイレンの下へとやってきた。

　
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な鎧を身に着けた老将軍と、それに従う護衛兵だ。

「ふん、相変わらず小汚いところだな。もう少しどうにかしたらどうだ？」

　ラタから降りもせずに、老将軍が辺りを見渡して吐き捨てるように言う。

「これはマルケス殿。何か御用で？」

「貴殿のところの頭の弱い白い女が、また勝手に敵方の
砦
 とりで

 の前で遊んでおったのだ。これで４度目だぞ。いい加減にしろ！」

　心底不快そうな表情で、老将軍――マルケス――が馬上からカイレンを
睨
 にら

 み付ける。

「いやいや、前にも言いましたが、別にマルケス殿の許可が必要ってわけじゃないでしょう？　悪さをしてるわけでもないし、放っておいてやってはくれませんかね」

「いたずらに敵を刺激するなと言っておるのだ！　元々この地を任されていたのは我ら第６軍団だぞ！　勝手にあのような高台までこしらえおって、さらに相手をバカにするように女を遊ばせるとは、いったいどういうつもりだ！」

　マルケスが額に青筋を浮かべて怒鳴る。カイレンはどこ吹く風といった様子で、ぼりぼりと頭をかいた。

「そうは言いますがね。この半年間、相手方に好き勝手に村やら隊商やらを襲われて、何の対処もできずに手をこまねいていたあなたたちに、そんなことを言われたくありませんね。今さら刺激がどうのとか言ってる場合じゃないと思いますが」

「何を言うか！　我らとて敵の尻尾を掴もうと動いておるわ！　大した証拠もないのに軍団長自ら敵に怒鳴り込むような真似をして、相手の警戒心を
煽
 あお

 って
砦
 とりで

 の増強に拍車をかけさせるなど愚の骨頂だぞ!!
 　少しは我らに敬意を払った行動を見せたらどうだ！」

「敬意？　軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 への居住を拒否したうえに、まるでこちらを手下のように扱おうとしておいて敬意も何もないとは思わないのか？　俺たちは、あんたの手駒じゃねえんだぞ」

　カイレンが言い切ると、周囲の兵士たちから「そうだ、そうだ！」とか「よく言ったぞ大将！」といった言葉が笑い声とともにかけられた。

「き……さまっ……!!
 」

　あまりにもな態度に、マルケスが腰の長剣に手を伸ばす。カイレンも自らの剣に手を伸ばした時、２人の間に割って入るようにして、ラタに乗ったティティスが駆け込んできた。

「カイレン様、ラタをお持ちしました。行きましょう」

「お、おう……って、何で１頭だけなんだよ？　俺１人で行けってか？」

「私はカイレン様の後ろに乗ります。ちょっとしたデートというやつです」

「何だそりゃ。まあいいや、行くか」

　ティティスが空けたスペースに、カイレンがひょいと飛び乗る。

「お、おい！」

「では、その白い女を迎えに行って参ります。こんな小汚いところですが、マルケス殿は心行くまでゆっくりしていってください」

　言うが早いか、カイレンはラタの腹を
蹴
 け

 って駐屯地の外へと駆けだして行った。

　

「いやあ、来てくれて助かった。危うく剣を抜いちまうところだったよ」

　アルカディアの
砦
 とりで

 の方向へとラタを走らせながら、カイレンがティティスに話しかける。

「何やら一触即発みたいに見えましたが、いったい何があったんですか？」

「いや、あいつがフィレクシアを頭が弱いとか言うもんだからさ、腹が立って思わず喧嘩売っちまっ……いだだだ!?
 」

　太ももを思い切りつねられ、カイレンが痛みに叫び声をあげる。

「何を言われても我慢って言ってませんでしたっけ？　言ったそばから自分で喧嘩売るとか、頭おかしいんじゃないですか？」

「い、いや、部下の手前、あんまりへりくだった態度を取るのもどうかなーと思ってさ。フィレクシアって皆に人気あるし、バカにされて黙っているってのも……」

「何年も寝食をともにしている彼らに、今さら格好つける必要がありますか？　どんな態度取っても、皆さん察してくれますよね？」

「はい、そのとおりです……」

　ティティスにくどくどと説教をされながら、カイレンはラタを走らせる。

　第６軍団の駐屯地を迂回すると、遠目にアルカディアの
砦
 とりで

 の防壁が見えた。

　緩やかな丘の上を横一文字に、人の背丈の３倍ほどもある石の防壁が延びている。

「立派な防壁ですね。あれを正面から攻めるんですか」

「おうよ。
砦
 とりで

 内の施設はほとんど完成したって話だし、やるなら今だろ。このまま放っておいたら、
砦
 とりで

 の外の工事が始まっちまうからな」

「ですが、これは独断専行どころの話じゃないですよ。もし上手くいかなかったら、投獄どころか、絞首刑になる可能性だって……」

　カイレンの腹に回しているティティスの腕に、わずかに力がこもる。そんな彼女の手を、カイレンはぽんぽんと
撫
 な

 でた。

「大丈夫だって。俺が今まで大丈夫って言って、ダメだったことが一度でもあるか？」

「……ありません」

「だろ？　だから、今度も大丈夫だって。安心しとけ」

　カイレンはラタの手綱を握りなおし、掛け声を上げてラタの足を速めた。

「見てろよ、ティティス。この国の腐った連中を、俺がまとめて駆逐してやる。権力にしがみついて自分の利益のために他人の命を使い捨てにしているクソどもに、現実の非情さを味わわせてやるぞ。いくら時間が経とうが責任からは逃れられないことを、奴らは身をもって知ることになるんだ」

「……性格悪いですね」

「おまっ!?
 　そこは
瞳
 ひとみ

 を
潤
 うる

 ませながら、『カイレン様、素敵です！』って感動するところだろ!?
 　せっかく格好いい
台詞
 せりふ

 をキメ顔で言ったんだからさ！」

「はい。素敵ですよ。尊敬しちゃいます」

「ぼ、棒読みすぎる……」

「要望に応えて言ってあげたんですから、それくらい我慢してください。あと、後ろからだとキメ顔されても見えません」

　そんなやり取りをしながら数分走り、２人は
砦
 とりで

 の数百メートル手前に造られた高台へとやってきた。高台は
綺
 き

 
麗
 れい

 に整地されており、パーツごとに分けられた木材や丸く削った石などが山積みになっていた。高台の中央では、髪も肌も服も真っ白な少女が、お菓子を片手に腕をぶんぶん振り回している。

「はーい、皆さん頑張ってくださいねー！　いっちにー！　いっちにー！」

「おーい！　何やってるんだお前！　黙って出ていくなって言っただろうが！」

　カイレンが馬上から声をかけると、フィレクシアがくるりと振り返った。手には大きなクッキーを持っており、口の周りは食べかすだらけだ。

「お前、じゃないです！　ちゃんと名前を……って、何でティティスさんと２人乗りしてるんですかあああ!?
 」

「ここは私の定位置ですよ」

「何を言ってるんですか！　そこは私の場所ですよお！」

「違います。ここは私の場所です」

　顔を真っ赤にして怒るフィレクシアに、ティティスは余裕の表情で薄く笑いかける。

「こ、こら、何を挑発してるんだお前は」

「ここは私の場所だと言っただけです」

「むうう！　こら！　皆さん何で笑ってるんですか！　ちゃっちゃと作業を進めるですよ！」

　３人のやり取りを見て笑っている男たちに気づき、フィレクシアが声を上げる。

「カイレン様、モテモテですね！」

「フィーちゃん、あっちは諦めて俺とかどうよ？」

「うっさいです！　ちゃきちゃき働くですよ！」

　フィレクシアは地団太踏みながら、腕を振り回して顔を真っ赤にしている。

「おーい、マルケスから苦情が入ってるんだよ。こっち戻ってこい」

「あんなポンコツの言うことなんか知らないですよ！　怒らせておけばいいんです！」

　大声でまくしたてるフィレクシアに、再び男たちから笑い声が響く。彼らは
奴
 ど

 
隷
 れい

 に
扮
 ふん

 した第10
 軍団の兵士たちだ。作業の目的が外部に漏れないように、高台作りから部材の運搬まで、すべてが兵士たちによって行われていた。何も知らない者たちから見れば、防御用施設を建造しているようにしか見えないだろう。

「まったく……ティティス、ラタから降りろ。あいつを引っ張り戻すぞ」

「はあ、手間のかかる人ですね……」

「あっ、あんなところにアルカディアの偉い人がいますよ！　おーい！」

　カイレンとティティスがラタを降りていると、フィレクシアが
砦
 とりで

 の方向に向かってぴょんぴょん跳ねながら手を振り始めた。

「明日はよろしくお願いしますねー！　ぼっこぼこにしてあげますよー！」

「ちょっ！　バカ、やめろ!!
 」

　慌ててカイレンが高台へと駆け上り、フィレクシアの首根っこを掴む。

「何やってんだ！　やめろ！」

「何するんですか、せっかく手を振り返してくれたのに」

　その言葉にカイレンが
砦
 とりで

 へと目を向けると、防御塔の上で若い男がこちらに手を振っていた。その手を隣の老将軍が掴み、何やら説教をしている様子だ。あちら側にも、ノリのいい人物がいるようである。

「聞こえたらどうすんだ！　全部台無しだぞ！」

「この距離で聞こえるわけがないじゃないですか。カイレン様は心配性ですねえ」

「ったく、お前って奴は……ほら、帰るぞ」

「えー、まだここにいたいです」

「ダメだ。駐屯地で部品の組み立てに支障が出てるんだよ。やっぱりお前が監督してやってくれ」

「あんな簡単なものも組み立てられないって、皆さん怠けすぎなんじゃないですかあ？」

「あーもう、少し黙っとけ！　おい、ティティス、こっち来て手伝え！」

「はいはい」

　２人でフィレクシアを羽交い絞めにするようにして、ずるずると高台を降りていく。

　ふと、カイレンはもう一度、
砦
 とりで

 の防御塔へと目を向けた。先ほど腕を掴まれて説教を受けていた若者の姿は、もうなくなっていた。

　

　それから約半日後。

　数本の松明が周囲を照らす薄暗い
闇
 やみ

 の中、アルカディアの
砦
 とりで

 を望む高台の上に、カイレンたちはいた。

　日付が変わってからしばらく経っており、地平線の向こう側はわずかに明るくなり始めている。周囲には１００近い兵士たちがおり、半分組み上がった状態で駐屯地から運んできた部品をそれぞれ組み合わせていた。

「
砦
 とりで

 の連中にはバレてないみたいだな」

　半分組み立て終わった３機の兵器――
平
 へい

 
衡
 こう

 
錘
 すい

 投石機――を前に、カイレンが隣に立つティティスに話しかける。

　これは、支柱の上にシーソーのように可動する長い棒を設置し、片側には重石となる砂袋を入れる箱を、もう片側には石弾が入ったカップを備えた兵器だ。重石が重力で落ちる力を利用して、反対側に装填された石弾を、てこの原理で投げ飛ばすのである。

「何か作業をしていることには気づいているでしょうけどね。夜なべして陣地の建設をしているな、程度に考えているかと」

「まあ、こんなもの見ても、初見じゃ何かなんて分からないだろうしな。本隊の準備は大丈夫だろうな？」

「大丈夫です。１刻（約２時間）前には朝食も終えてますし、装備の確認も済んでいます。後方に身を伏せて待機していますよ」

「よし、投石機の組み立てが終わり次第、攻撃を開始するぞ。壁を破ったら、そのまま突っ込んで一気に制圧する」

「はい……しかし、そんな短時間で、本当にあの壁を壊せるのでしょうか？」

　心配そうに言うティティスに、フィレクシアがすぐさま反応して振り返った。

「む、疑ってるんですか？　そりゃあ、確かにこの構造だと飛距離は物足りないかもしれないですけど、あの程度の壁ならこれでも十分いけると思うですよ。厚みもそこまであるようには見えないですし、１発でも当たれば、ぼーん、ですよ！」

「そ、そうですか……でも、物足りないってどういうことです？　この石をあそこまで投げ飛ばすんですよね？　すさまじい飛距離じゃないですか？」

　ティティスが近場に山積みにされた石弾に目を向ける。それらは直径40
 センチ弱に丸く削られており、重さはかなりのものだ。この場所から丘の上にある壁まで届くというだけでも驚くべき射程距離だというのに、それ以上遠くに飛ばす兵器があるというのだろうか。

「弓とかに比べたらけっこう飛びますけど、ここからあそこまでで限界って、ちょっとなーって思いませんか？　もっと小さくて、もっと遠くまで飛ばせるものを造りたいのですよ。重ねた板の反発力を利用したものを作ってみるのも、面白いかもしれないですねえ」

「……構造がまったく想像つかないのですが」

「こういうやつですよ。何十にも重ねた板を、間を置いてこうやって並べてですね……」

　フィレクシアがティティスの前でしゃがみ込み、がりがりと地面に石で絵を描き始める。ティティスもその場にしゃがんで、ふんふんと
頷
 うなず

 きながら説明を聞く。

「その特別に作った板を曲げて、びよーんってなる力を使うんですか」

「そうです、そうです。びよーんびよーんからの、ぐりーんぐりーんで、ぼーんぼーんですよ」

「フィレクシアさんの説明は面白いですね」

「ティティスさんに
褒
 ほ

 められました！」

「お前ら、何だかんだで仲いいよな」

　どこか間抜けな会話を聞きながら、カイレンが苦笑する。そうしているうちにも作業は進み、段々と空が白んできた。投石機はすべて組みあがり、巨大な木箱の中に兵士たちが砂袋を積み込む。

「フィレクシア、投石部隊の指揮はお前に任せる。壁もそうだが、防御塔も頼むぞ」

「りょーかいです！　突破地点の両脇にある塔を、ちゃんと２機で狙ってるですよ！　その先までぶち抜いてやるです！」

「お、おう。頑張れ。ティティス、後方の本隊に合図を出せ」

「はい」

　ティティスが松明を手に取り、後方を振り返って大きく振る。

　フィレクシアは一歩前に出て、大きく息を吸い込んだ。

「皆さん、いよいよ本番ですよ！　
牽
 けん

 
引
 いん

 班、重石を上げてください！　巻き上げ始め！」

　１機につき４人の兵士たちが、二手に分かれて投石機の両脇へと走る。

　投石機の両側には一抱えほどの大きさの車輪が２枚重ねで付いており、外側の車輪の外周には等間隔で穴が空いていた。その穴に鉄の棒を突っ込み、掛け声をかけてタイミングを合わせ、棒を引いて車輪を回す。

　ガコンガコンと内側の車輪に設置された逆回転防止のストッパーの音が響くにつれて、重石を入れる箱から延びた
紐
 ひも

 が巻き取られ、箱が少しずつ持ち上がった。

　箱が最上部まで持ち上がり、その反対側が地面に接した。

「装填班、弾込め始め！」

　６人の兵士たちが短く返事をし、二人一組で石弾を転がしながら投石機へと運ぶ。石弾の重さは、約60
 キログラムだ。２人がかりでそれを持ち上げ、太い
縄
 なわ

 を編んで作られたネット状の受け皿へと載せる。

　すべての投石機に石弾が装填されると、フィレクシアは左手を腰に当て、右手で
砦
 とりで

 を指差した。

「発射！」




[image: p_307.jpg]




　兵士が大きなハンマーで、重石の反対側に付いた、巻き取り
紐
 ひも

 の接続ピンを横から殴りつける。接続ピンが外れて重石が落下し、３基の投石機が
唸
 うな

 りを上げて石弾を投げ飛ばした。

「……あ」

　石弾は大きく放物線を描きながら飛んでいき、２発が目標のやや上方を通過して
砦
 とりで

 の中へと消えていった。残りの１発は防御塔の屋根部分に直撃し、木の
爆
 は

 ぜる轟音とともに屋根をもぎ取るように
粉
 ふん

 
砕
 さい

 した。

「あああ！　重石が多すぎたですよ！　少し減らすですよ！」

　フィレクシアは顔を赤くして、地団太を踏んで悔しがる。

「す、すごい……」

　屋根の崩壊した防御塔を見て、
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした表情でティティスがつぶやく。

「こりゃあ、すげえな。本当に１発当たれば……」

　満足そうにカイレンは言いかけ、言葉を止めた。

「カイレン様？」

　厳しい顔つきで一点を見つめているカイレンを見て、ティティスもその方向へと目を向けた。

　昨日の昼間に見た若い男が、屋根が崩壊した防御塔の手すりにしがみつき、こちらを見ている。その男の腕を、金髪の少女が引っ張っていた。

「……軍団の指揮を執る。ティティス、ここは任せるぞ」

「はい、お気をつけて。ご武運を」

「カイレン様！」

　高台を降りようと一歩踏み出したカイレンに、フィレクシアが声をかけた。

　振り返ったカイレンに、彼女は花の咲くような笑顔を向ける。

「フィレクシアがついてるですよ！　
砦
 とりで

 は落ちたも同然です！　やっちゃってください！」

　無邪気な笑顔を向けてくるフィレクシアに、カイレンもつられて
頬
 ほほ

 を緩める。

「よし、やってやるか！　野郎ども、今夜はあの
砦
 とりで

 で宴会だ！　気合い入れていくぞ！」

　拳を振り上げて、カイレンが宣言する。高台の兵士たちから、大きな歓声が上がった。





番外編　マリーさんは８３０万アル稼ぎたい

　

「……うーん」

　ある日の午前中。

　街なかの高級商業区画の片隅で、マリーは
唸
 うな

 っていた。

　目の前には、『フライス領産最高級品』と書かれた札とともに、ザルに盛られたドライフルーツが数種類置かれている。マリーが目を付けているものは、『ナナの実』と呼ばれる、バナナによく似た甘くて柔らかい果物を乾燥させたものだ。この果物の最盛期は夏であり、今の季節は春である。ナナの実を使うには、ドライフルーツを用いるしかない。

「一番小さい小皿一杯で25
 アル……うーん」

　難しい顔で、商品とにらめっこをするマリー。

　一番小さい小皿は、マリーの手のひらよりもやや小さいくらいのサイズだ。

　ドライフルーツは、この国では高級品である。水で戻せばいつでも使えるうえに、長期にわたって保存が利くので需要は多い。

　だが、製造には非常に手間がかかるため、単価も高い。関税価格が上乗せされてしまっているフライス領産のものとなっては、なおさら高価だ。

「
侍
 じ

 
女
 じよ

 さん、そのドライフルーツは本当に
美味
 おい

 しいよ。ほら、試しに一つ食べてごらん。このままでも十分いけるから」

　様子を見ていた店主の中年男が、ザルからナナの実のドライフルーツを１つつまんでマリーに差し出した。

「あっ、すみません。いただきます」

　マリーは
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 しながらそれを受け取り、一口
齧
 かじ

 った。

　ぽりぽりと音を立てて
齧
 かじ

 るとともに、まろやかな甘みが口いっぱいに広がった。

「本当、すごく
美味
 おい

 しいです」

「だろう？　こいつは、その辺で売ってるものとは質が違うんだ。何せ、フライス領産のもののなかから特に質のいいものを選んで作ったからね」

「あ、これって、このお店で作ったものなんですか」

　マリーの問いかけに、店主は自慢げに
頷
 うなず

 いた。

「ああ、そうだよ。ほら、去年は春から夏にかけて
飢
 き

 
饉
 きん

 で大変だっただろう？　だから、今年も同じようなことになったら大
儲
 もう

 けできると思って、夏のうちにたくさん作っておいたんだ。まあ、残念ながら、今年はどの地域も豊作になりそうだけどね」

「なるほど……」

　ふむふむ、とマリーは
頷
 うなず

 き、再びドライフルーツが盛られたザルに目を向けた。

「これって、どうやって作るんですか？」

「薄く切った果物を天日干しするんだよ。言っとくけど、自分で作ろうだなんて考えないほうがいいよ。最低でも半月くらいは干さないといけないし、外に出しっぱなしってわけにもいかないんだから。忙しい
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんが作るには、手間がかかりすぎるよ」

「そうなんですね……これ、一番小さい小皿１つ分ください」

　マリーがポケットからお金の入った小袋を取り出すと、店主は途端に笑顔になった。

「まいどあり！　他にも何かいるかい？」

「生の果物もいくつかいただきたいです。おすすめはありますか？」

「よしよし、いいのを
見
 み

 
繕
 つくろ

 ってあげるから、ちょっと待ってておくれ」

　こうして、数個の果物と小皿１杯分のドライフルーツを購入し、マリーは帰路についた。

　

　半日後。

　ナルソン邸の調理場で、マリーはバレッタと夕食の支度をしていた。

　本日のメニューは、スパゲティミートソース、フルーツヨーグルト、フルーツジュースだ。

「……というわけで、ドライフルーツは狙い目だと思うんです！」

　木のボウルに入れた生の果物を手で
搾
 しぼ

 りながら、マリーはバレッタに力説していた。今朝見たドライフルーツの価格から、自分で大量に作ることができれば大
儲
 もう

 けできると考えたのだ。

「うーん……でも、作るのにすごく手間がかかるから、自分で作るのは難しいんじゃないかな？　雨にも気を付けないといけないし、毎朝外に干して夕方には取り込まないといけないんでしょう？　上手くやらないとカビたり腐っちゃうだろうし、すごく大変だと思うよ」

「ですけど、もしたくさん作れたら、いっぱいお金を稼げると思うんです。市場で出回っているドライフルーツはどれも高価なので、少し安めにしてたくさん売れば、大
儲
 もう

 けできると思います！」

　やる気に満ちた目で野望を語るマリー。

　バレッタは挽き肉（日本産）をフライパンで炒めながら、小首を傾げた。

「でも、どうして急にそんなことをしようと思ったの？　お金を稼いで、何か買いたいものでもあるの？」

　バレッタが問うと、マリーは『よくぞ聞いてくれました』とばかりに、ばっとバレッタに顔を向けた。

「はい！　元ルーソン邸を買い戻して、兄さんにプレゼントするんです！」

「……えっ、ルーソン邸を買い戻すって、いくら必要なの？」

「土地と建物含めて、８３０万アルだとジルコニア様がおっしゃっていました」

　あまりにもな金額に、バレッタは苦笑いを浮かべた。

　元ルーソン邸の建っている地区は高級住宅が立ち並ぶ区画なので、地価がかなり高いのだろう。

　マリーの月給は２０００アルなので、給金だけで買おうとすると、単純計算（税金や生活費は無視）でも３４５年かかってしまうことになる。

「そ、そう。高いんだね……普通にお仕事してても無理だね……」

「はい。なので、
侍
 じ

 
女
 じよ

 のお仕事以外にも何か副業をして、お金を貯めようと思って」

「それでドライフルーツなんだ……うーん……」

　バレッタとしては、マリーの計画にはかなり無理があるように思えた。だが、やる気を
漲
 みなぎ

 らせている本人にそれを言うのも気が引けた。

　かといって、他に何かいいお金稼ぎの方法が思いつくわけでもない。

「明日はお休みなので、たくさん果物を買ってきてドライフルーツをいっぱい作ろうと思うんです。とりあえず３０００アル分果物を買ってきて、一日かけて切り分けて干そうかなって」

「ちょ、ちょっと待って！　そんなにたくさん作って、もし失敗してカビちゃったり腐っちゃったりしたら大変だよ？　まずは少しだけで試してみたほうが」

　いきなり量産に走ろうとしているマリーを、バレッタは慌てて
諫
 いさ

 めた。

　ドライフルーツ製作初体験で、いきなり３０００アル分もの果物を使うのは無謀すぎる。

「いえ、大丈夫です。最近は天気もいいですし、きっと上手くいきます。それに、もう少ししたら雨季になってしまうので、早く始めないといけないんです」

「で、でも、もし失敗したら……」

「大丈夫です。果物を買うときにお店の人にやり方を教わりますから、上手くいきますよ」

　謎の自信に満ちているマリーに、バレッタは心底不安になった。

　どう考えても、初心者がいきなり挑戦して上手くいくようには思えない。

　第一、そのお店の人がきちんとした作り方を教えてくれるのかも怪しいものだ。

　だが、自分がいくら言い聞かせてもマリーは話を聞いてくれそうにない。マリーの意外にも頑固な一面を垣間見て、バレッタは少し驚いた。

「じゃ、じゃあさ、一度カズラさんに相談してみるのはどうかな？」

「えっ、カズラ様に、ですか？」

　きょとんとした視線を向けてくるマリーに、バレッタは
頷
 うなず

 く。自分の言うことに耳は傾けなくても、
一
 かず

 
良
 ら

 が言い聞かせてくれれば何とかなるだろうと思ったのだ。

「うん。カズラさんなら、もしかしたらいい案を出してくれるかもしれないし、聞いてみたほうがいいよ。もっといいお金
儲
 もう

 けの方法を考えてくれるかもしれないよ？」

「うーん……」

「私も一緒に聞いてあげるから。ね？　一度、相談してみようよ」

「……分かりました。では、夕食後にお願いできますか？」

　あまり乗り気ではない様子ながらも、マリーが
頷
 うなず

 く。

　きっと
一
 かず

 
良
 ら

 なら何とか説得してくれるだろうと、バレッタは胸を
撫
 な

 でおろすのだった。

　

「……ドライフルーツ屋を開いて、ルーソン邸を買い戻す？」

「はい。たくさん作って、少し安い値段で売りに出そうと思うんです！」

　夕食後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋にやってきたバレッタとマリーは、さっそく
一
 かず

 
良
 ら

 に『ドライフルーツでお金を稼いでルーソン邸を買い戻そう大作戦』の相談をした。

　マリーは
瞳
 ひとみ

 を輝かせて、胸の前で握りこぶしを作って
一
 かず

 
良
 ら

 に力説する。

「値段を下げれば、買ってくれる人はたくさんいると思うんです。作れば作るだけ
儲
 もう

 かると思います！」

「ふうむ……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は少し考えるそぶりを見せる。

「そうか、ドライフルーツって高級品だったのか……面白いかもしれないな」

「……カズラさん？」

　何やらぶつぶつ言っている
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが
怪
 け

 
訝
 げん

 な目を向ける。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は顔を上げ、にやりとした笑みを浮かべた。

「マリーさん、気が合いますね。実は俺も、ドライフルーツを作ろうって考えていたんですよ。最近忙しくて、まったく手を付けてなかったんですけど」

「「えっ？」」

　驚いた声を上げるバレッタとマリー。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は席を立つと、部屋の
隅
 すみ

 に山積みにされたダンボールへ向かった。

　そして、小奇麗な四角い箱を手に戻ってきた。

「ててててん、ドライフードメーカー！」

　謎のメロディーを口ずさみ、２人にそれを差し出す。

「ど、どらいふーどめーかー？」

　困惑した顔でオウム返しするマリーに、
一
 かず

 
良
 ら

 は不敵な笑みを向ける。

「そう！　何とこれは、ドライフルーツや乾燥野菜を、ボタン一つで作ってしまうスーパーアイテムなのだ！　果物や野菜にもよるけど、製作時間は最長でも約18
 時間！　元から水分の少ないキノコなら、半日かからずにカリッカリ！　これであなたも、今日から乾物屋さんだ！」

「おおー！」

　何やらノリノリになって説明する
一
 かず

 
良
 ら

 に、マリーは
瞳
 ひとみ

 を輝かせる。

「ど、どれくらい一気に作れるんですかっ!?
 」

「まあまあ、ちょっと待ちたまえ。今、取説を読むから」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は箱を開け、中からドライフードメーカー本体と取扱説明書を取り出した。

　本体の大きさは、縦横35
 センチ、高さが30
 センチほどだ。

　一般的な家庭用ドライフードメーカーの中でも、かなり大型の部類に入る。

「えっと、この中に６段重ねでトレーがセットできるんで、そこに敷き詰められる分だけですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はトレーを取り出し、テーブルの上に並べた。約35
 センチ四方の四角い耐熱プラスチックトレーが６枚。縦70
 センチ、横１０５センチの長方形が出来上がった。

「こうして並べるとけっこう大きいですね。１日かからずにどんな食品でも乾燥させられるんで、かなり効率いいですよ！　……あ、あの、マリーさん？」

　並んだトレーを見つめながら静かになってしまっているマリーの顔を、
一
 かず

 
良
 ら

 がのぞき込む。

「半日でトレー６枚分だと考えると、半月で１８０枚分……うーん」

　どうやらマリーは、この道具の生産力に不満があるらしい。

　ドライフルーツで８３０万アルを稼ぎ出そうとしているのだから、そう考えてしまっても仕方がないのかもしれないが。

「マ、マリーちゃん、それだけ作れれば十分だと思うよ。１８０枚のトレーが床に敷き詰められてるのを想像してみれば分るでしょう？　すごい量が作れるよ？」

　バレッタが慌てて、マリーを諫めるように声をかける。

「ですが、お店で売るとなると、量的に物足りな……あっ！　も、申しわけございません！　せっかく使わせてくださるのに……あ、あの？」

　マリーは自らの失言に気づいて、慌てて頭を下げた。だが、
一
 かず

 
良
 ら

 がニヤニヤしながら見てきていることに気づき、困惑した。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は笑みを浮かべたまま、再び壁際のダンボールへと向かう。

「ふっふっふ。マリーさん、安心してください」

　そう言って、ダンボールから２つの箱を取り出した。

「ててててん、他社製ドライフードメーカー×２！」

「おおー!!
 」

「ええ……」

　新たに２つのドライフードメーカーを取り出した
一
 かず

 
良
 ら

 を見て、マリーが
瞳
 ひとみ

 を輝かせた。

　バレッタはノリに付いていけず、やや引き気味だ。

「使い勝手が悪かったり壊れてしまった時のために！　別々の他社製品を２つ買ってきておいたのです！　仕様はほとんど同じだから、２週間でトレー約５４０枚分の生産力だ！」

「すごいです！　カズラ様素敵です！　くらくらしちゃいます!!
 」

「はっはっは！　そうだろう、そうだろう！　よっしゃ、調理場に果物を取りに行きましょう！　ドライフルーツ祭りの幕開けだ!!
 」

「はいっ！」

「は、はあ」

　テンションアゲアゲ状態で勢いよく部屋を飛び出していく２人を追いかけるようにして、バレッタも調理場へと向かうのだった。

　

「ようし、とりあえず果物だけやってみましょうか。薄くスライスして持って帰りましょう」

「はいっ！」

　調理場へとやってきた３人は、備蓄品の果物を
見
 み

 
繕
 つくろ

 ってカットに取り掛かった。

　今の時期、手に入る果物は５種類ほどである。

　ブルーベリーのようなやわらかい実や、リンゴのような少し硬いものなど、種類は少ないながらにバラエティーに富んでいる。

　夏になると一気に種類が増え、全部で20
 種類近くが手に入るようになる。

「こんばんは、カズラ様。何をやってるんです？」

　せっせと３人で果物を切っていると、調理場の清掃をしていた３人の若い
侍
 じ

 
女
 じよ

 のうち、近くにいた１人が声をかけてきた。

「シェリーさん、こんばんは。ドライフルーツをたくさん作ろうと思って、果物を切ってるんですよ」

　シェリーと呼ばれた
侍
 じ

 
女
 じよ

 は、それを聞いて心配そうな顔つきになった。

「ドライフルーツですか。かなり手間がかかりますけど、大丈夫ですか？」

「ふっふっふ、実は秘密兵器がありましてね。半日でドライフルーツを作ることができる、特別な道具があるのですよ」

「えっ!?
 」

「ちょ、ちょっと！　カズラさん！」

　口を滑らせた
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが慌てて声をかける。

　シェリーは清掃を続ける他の
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちを振り返った。

「みんなー！　カズラ様が半日でドライフルーツを作るんだって！」

「えっ!?
 　ドライフルーツを半日で!?
 」

「できるのぉ!?
 」

　わっ、と
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちが
一
 かず

 
良
 ら

 の下に集まってくる。

「「「作り方を教えてください!!
 」」」

「え、えっと……やべ」

「もう……どうするんですか……」

　目を
爛
 らん

 
々
 らん

 と輝かせている
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちに対し、バレッタは深くため息をついている。

　高級品であるドライフルーツが半日で作れると聞いては、興味が湧いて当然だ。

「あの、ごめんなさい。これは極秘の政策でして、ちょっと皆さんには教えることはできないんですよ」

「「「えー!?
 」」」

　一斉に
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちが不満の声を上げる。

　日頃から
一
 かず

 
良
 ら

 は彼女たちと気さくに話をしているせいか、皆が
一
 かず

 
良
 ら

 に対してかなり砕けた態度をとるようになっていた。

「ど、どうしてもダメなんですか!?
 」

「ダメです。本当にごめんなさい」

「そんなっ……私、カズラ様のこと信じてたのにっ……」

「泣き落とそうとしてもダメです。ていうか、その言い回しおかしくないですか」

「わ、私、ずっとカズラ様のことをお
慕
 した

 いしていました……今晩、お部屋に行ってもいいですか!?
 」

「急に何を言い出すんですか、シェリーさん!?
 」

　あの手この手で取り入ろうとする
侍
 じ

 
女
 じよ

 たち。

　マリーはすさまじい勢いで果物をカットしながら、
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

「カズラ様、こうなったら皆さんにも手伝っていただくというのはいかがでしょう？」

「「えっ」」

　たじろぐ
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタに、マリーはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「大丈夫ですよ。もしあのことを外に漏らしたら、責任を取らされて皆さん確実に処刑されます。なので、絶対に外に話は漏れないです」

「「「えっ!?
 」」」

　とんでもないことを言い出したマリーに、
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちが驚いた声を上げる。

　マリーは背中に黒いオーラをたぎらせながら、
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちに笑顔を向けた。

「今からジルコニア様を呼んで、今までのいきさつを説明して皆さんに誓約書を書いてもらいましょう。皆さん、ドライフルーツに命をかける覚悟はありますか？」

「「「あ、ありません」」」

　マリーの機転で、ひとまず危機は回避された。

　

　その後、部屋に戻った
一
 かず

 
良
 ら

 たちは、さっそくドライフードメーカーに果物をセットすることにした。

　四角い耐熱プラスチックのトレーに、少しずつ隙間を空けてスライスされた果物を並べていく。

　３台すべてに果物をセットし終え、スイッチを入れた。

「とりあえず10
 時間でセットしましょうか。明日の朝には、ドライフルーツが出来上がっているはずですよ」

　やれやれ、といった様子で、
一
 かず

 
良
 ら

 が椅子に腰かける。

　マリーはドライフードメーカーとにらめっこするように、中腰になって見つめている。

　容器は不透明なので、中身は見えないのだが。

「そういえば、ドライフルーツを作ったら、どうやって売るのかは考えてあるの？」

　冷蔵庫から作り置きのハーブティーを取り出しながら、バレッタがマリーに問いかける。

「はい、お仕事がお休みの日に、天秤棒（両端にザルや桶をぶらさげた長い棒。棒の中央を肩に担いで持ち運ぶ）を担いで街に売りに行こうかなって思ってました」

「そっか……一人で売り歩くのは大変だし、クレアさんにお願いしてみたらどうかな？」

　バレッタの提案に、マリーが顔を向ける。

「クレア様のお店で売ってもらうんですか？」

「うん。クレアさんなら商売のプロだし、きっと上手くやってくれると思うの」

「んー……そうですね！　明日、お願いに行ってみます！」

「マリーさん、どうせなら、明日は３人で行きませんか？　ここまで一緒にやった手前、どうなるのか気になりますし」

「はいっ！」

　こうしてひとまず話はまとまり、明日皆でクレアの店に行くことになった。

　

「な、何でこんなにドライフルーツが山盛りになってるの？」

　翌朝。朝食とともに、テーブルの中央に山盛りにされたドライフルーツを見て、リーゼが
怪
 け

 
訝
 げん

 そうな声を上げた。

　ジルコニアとナルソン、壁際で控えているエイラも、驚いた顔でドライフルーツの山を眺めている。

「昨日さ、俺の部屋でバレッタさんとマリーさんと一緒に、ドライフードメーカーっていう道具を使ってドライフルーツを作りまくったんだ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の
台詞
 せりふ

 に、リーゼが不満そうな顔を向ける。

「えー、そんな楽しそうなことやってたなら、私も呼んでよ！　仲間はずれなんて
酷
 ひど

 いじゃない！」

「い、いや、別にそんなつもりじゃなかったんだけど……とりあえず、食べてみてくれないか」

　リーゼはぶーぶー文句を言いながらも、ドライフルーツを１つつまんで口に運んだ。

「……ん、
美味
 おい

 しい。上出来じゃない」

「あら本当、
美味
 おい

 しいわ。これ、本当に一晩で作ったんですか？」

　同じくドライフルーツを口にしたジルコニアが、
一
 かず

 
良
 ら

 に問いかける。

「ええ。だいたい半日でこれくらいの量が作れます。雨だろうが雪だろうが、天候に関係なく作れますよ。完全に乾燥したものだけじゃなくて、半生状態のものも作れますし」

「……むう」

　ドライフルーツを口にしたナルソンが、
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に
唸
 うな

 った。

「カズラ殿、ドライフルーツというものは、普通は作るのにかなり手間がかかるものなのです。単価も高いですし、どうせならその道具をフル稼働して、イステール家から売り出してみてはどうでしょう」

「あ、ごめんなさい。それは先約があるんで無理なんですよ」

　ナルソンがいぶかしんだ顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「先約、ですか？　いったい誰が？」

「マリーさんです。ドライフルーツを大量に作って売り出したい、と提案されてまして」

　皆が、壁際に控えるマリーに目を向ける。

　マリーは
微
 ほほ

 
笑
 え

 みながら、「すみません」とナルソンに頭を下げた。

「そ、そうですか……しかし、半日でこれほどの生産量となると、市場に流せばかなりの額を稼げるようになりそうですな……」

「そうなんですか。マリーさん、目の付け所が良かったですね。ナルソンさんのお墨付きですよ！」

「はい！」

　マリーが満面の笑みで、元気に返事をする。

「ああ、だからこの間、元ルーソン邸の値段を聞きに来たの。ドライフルーツ販売で、何とかその額を稼ごうってことなのね」

　ジルコニアが納得した様子で
頷
 うなず

 く。

　ナルソンはしばらく
唸
 うな

 った後、マリーを振り返った。

「マリー、販売経路に関しては、すべて私に任せてみないか？　仲介手数料は販売額の４割でどうだろう」

「ありがとうございます。ですが、クレアさんのところにも相談に行ってから決めさせていただきたいです」

「両方に見積もりを出させて競わせる気か、しっかりしてるな」

　苦笑するナルソンに、マリーは「えへへ」と
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　

　朝食後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタとマリー、それにリーゼを加えた一行は、クレアの店にやってきた。

　出来上がったばかりのドライフルーツをマリーが差し出すと、クレアは「ほう」と感心したように声を漏らした。

「なかなかよくできてるね。保存も利くものだし、店で売るのは別に構わないよ。手数料はいただくがね」

「よかったです。手数料は販売額の３割５分ではどうですか？」

　マリーが言うと、クレアはふっと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「３割でいいよ。あんたには、うちの子たちが世話になってるからね」

　クレアの返事に、マリーはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「ありがとうございます！　……あの、やっぱり２割５分ではどうでしょうか？」

「こら！　調子に乗るんじゃないよ！　３割でも格安なんだからね！」

「ご、ごめんなさい。では、明日から毎日、これの倍の量を持ってきますね」

「……は？　倍の量を毎日？」

　ぎょっとして問い返すクレアに、マリーは元気に
頷
 うなず

 いた。

「はい！　これから１年中、毎日ドライフルーツを作れるようになったんです！　たくさん持ってきますので、販売よろしくお願いします！」

「い、いや、さすがにそんなに持ってこられてもね……ていうか、どうやってそんなに作ってるのさ。ドライフルーツってのは、作るのにかなり手間がかかると思ったんだが」

「それは秘密です」

　マリーが口元に人差し指を立てて、かわいらしく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　クレアは問い詰めるようなことはせず、ふーん、と鼻を鳴らした。

「そうかい。だけど、そんなにたくさん持ってこられても、うちだけじゃ
捌
 さば

 ききれないね……嬢ちゃんに力を貸してもらったらどうだい？」

　そう言って、クレアはリーゼに目を向けた。

「うん、いいよ。私が他のお店に口利きしてあげる。私の分の仲介手数料はいらないから、お父様に任せるより
儲
 もう

 かると思うよ」

「ちょ、お前、それでいいのか？　ナルソンさんのことを差し置いて、それはさすがにまずいんじゃ……」

　あまりにもきっぱりと言い切るリーゼを、
一
 かず

 
良
 ら

 が慌てて
諫
 いさ

 めた。

「いいよ、別に。街のお店が
儲
 もう

 かれば経済は活性化するし、結局税収ってかたちで領地の収益に跳ね返ってくるんだから。それに、統治者ばっかりお金
儲
 もう

 けを独占しても、妬まれるだけでいいことなんて何もないよ。
潤
 うるお

 うのは市民が先で、統治者が
儲
 もう

 けるのは最後でいいの」

「お、お前マジでかっこいいな……」

「惚れた？」

「惚れたというか素直に感心した。尊敬の念と感動すら覚える」

　そんな話をしていると、バレッタが一人で難しい顔をしていることに
一
 かず

 
良
 ら

 は気が付いた。

「バレッタさん、どうかしました？」

「あ、いえ。何でもないです」

　――少しくらい手数料が高くても、ナルソン様の持ってる販売経路のほうが広いだろうし、安定して
捌
 さば

 けると思うんだけどな。

　まあいいか、と考えながら、バレッタは皆の話に耳を傾けていた。

　

　約半月後の午後。

　今日も今日とて、マリーはせっせとドライフルーツメーカーに果物をセットしていた。

　部屋には
一
 かず

 
良
 ら

 、バレッタ、マリーがおり、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタはパソコンで事務仕事中だ。

「マリーさん、ドライフルーツの売れ行きはどうです？　
儲
 もう

 かってますか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が仕事の手を止めて、マリーに声をかけた。

　マリーは振り返り、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「はい、すごく順調です！　生産量が追いつかなくて困ってるくらいです！」

「そんなに売れてるんですか。クレアさんが
捌
 さば

 ききれないって言ってましたけど、リーゼの口利きが利いてる感じですかね？」

「それもそうなんですが、ナルソン様がたくさん
捌
 さば

 いてくださっているおかげで、いくら作っても追いつかないんです」

「……え？　ナルソンさんが？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が首を傾げた時、部屋の扉が開いてナルソンが入ってきた。

「カズラ殿、道具の生産について少しご相談が……む、マリー、ここにいたのか」

　ナルソンは扉を閉めると、懐から折りたたまれた紙を一枚取り出した。

「ほれ、欲しいと言っていた、ここ７日分の収益をまとめた明細書だ」

「ありがとうございます！」

　マリーは明細書を受け取ると、中身を見てにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　どうやら、売れ行き好調のようだ。

「カズラ殿、申しわけないのですが、少し執務室でお話をさせていただけませんか？」

「はい。いいですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は席を立ち、ナルソンとともに部屋を出て行った。

　マリーは再び、せっせとドライフルーツメーカーに果物をセットし始める。

「マリーちゃん、ドライフルーツの販売って、クレアさんのお店とリーゼ様の口利きしてくれたお店だけにお願いしてたんじゃなかったの？」

　バレッタが声をかけると、マリーは手を止めて振り返った。

「いえ、クレア様のお店から戻った後に、すぐにナルソン様とお話しして、いくらか販売していただくことにしたんです。あのままだと、すべて
捌
 さば

 けなかったときに困ってしまうと思いまして」

「そうだったんだ。手数料は４割かな？」

　バレッタが聞くと、マリーはちろっと舌を出していたずらっぽく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「えへへ、２割５分まで下げてもらっちゃいました」

「えっ!?
 　ど、どうしてそんなに下げてもらえたの!?
 」

「どこのお店にも２割５分で提案しましたって言ったら、しばらく考えた後で『仕方がない』っておっしゃって引き受けてくださいました」

　マリーの
台詞
 せりふ

 をバレッタは頭の中で
反
 はん

 
芻
 すう

 し、はあ、とため息をついた。

「……嘘は言ってないね。確かに、提案はしてたし」

「はい、嘘は言ってないです」

　えっへん、といった様子で胸を張るマリー。

　バレッタは、少し真剣な眼差しをマリーに向けた。

「えっとね、マリーちゃん。ナルソン様は、たぶん仲介手数料取れてないと思うの。ある程度稼げたら、せめて３割５分くらいにまでは上げてあげてね。ナルソン様はマリーちゃんのために、手数料なしで手伝ってくれてるんだと思うから。必死なのは分かるけど、そういうの、あんまりよくないと思う」

「う……はい」

　バレッタの意見に良心の
呵
 か

 
責
 しやく

 が生まれたのか、マリーは気まずそうに視線を落とした。

　その様子に、バレッタは苦笑いを浮かべる。

　どうやら、悪いことをしているといった自覚が、マリーにはまるでなかったようだ。

「……あ、あの、バレッタ様」

「ん、なあに？」

「……ごめんなさい。私、間違っていました」

　しゅんとした様子で謝るマリーに、バレッタが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「うん、そうだね。夕食の後で、一緒にナルソン様に謝りにいこっか」

　思わぬ提案に、マリーが驚いて顔を上げた。

「えっ！　そ、その、一緒に行っていただけるのですか？」

「うん。一緒に謝ろう？　そもそも、クレアさんのところにお願いしに行こうって言ったのは私だし。きっかけ作った責任はあるから」

　バレッタの気遣いに、マリーの目に涙が浮かんだ。

「う……バレッタさまぁ……」

「あらら」

　ぽろぽろと涙を流し始めたマリーにバレッタは駆け寄り、落ち着くまで抱きしめたのだった。

　

　それからもドライフルーツは順調に売れ続け、マリーの貯蓄はどんどん増えて行った。

　季節や天候を問わず安定生産が可能なマリーのドライフルーツは評判が評判を呼び、本格的に需要に対して供給が追い付かなくなってしまい、
一
 かず

 
良
 ら

 は１日に数十キロの生産力を誇る業務用ドライフードメーカーを日本から仕入れてくる羽目になるのだが、それはまた別のお話である。





あとがき

　

　皆さんこんにちは、こんばんは。全力買いしているバイオベンチャー株が３日前から大暴落していて白目を剥いているすずの木くろです。あとがきの締め切りに合わせて株価操作している機関がいるんじゃないかと疑うほどのベストタイミングです。本当にありがとうございます。

　ところで、皆さんはナスはお好きでしょうか？　ナス料理というと、煮びたし、味噌田楽、麻婆茄子などが有名かと思います。そんな数あるナス料理の中でも、我が家で大人気な簡単＆美味しい料理を紹介させてください。恐ろしいほどにごはんが進みます。


①
 　ナスを縦に３ミリくらいの厚さでスライスする。


②
 　醤油５・日本酒２（料理酒ではない）の割合で混ぜ、刻み大葉を入れたつけダレを作る。


③
 　ホットプレートに有塩バターを多めに落とし、ナスが透き通って焦げ目がつくくらいまで両面をよく焼く。焼けたら熱いうちに②
 のタレにつけて食べる。

　こんな感じの簡単料理です。芯まで焼かれたホクホクのナスが、日本酒の上品な風味に大葉の香りが加えられた醤油ダレとコラボレーションして、究極のおかずへと進化いたします。

　玉ねぎ、カボチャ、ピーマン、ホタテの貝柱、ソーセージ、お肉などと合わせて、鉄板焼きみたいなかたちでホットプレートで食べると、楽しいし熱々で美味しいです。ぜひお試しを！

　あと、今年はスイカを２００株ほど植えておりまして、いつも作っている大玉スイカに加えて、職場の中国人さんに「40
 キロくらいまで大きくなる」というスイカの種をもらって植えました。さらに、父が知り合いの農業大学の教授さんから「１００キロ近くまで大きくなる」というオーストラリア産のスイカの種をもらって育てています。今のところまだ手鞠程度の大きさですが、立派に成長した暁には、いつもお世話になっている編集部に感謝を込めて１００キロ級の巨大スイカを直接送りつけ……るのは輸送手段的に厳しいので、普通のスイカを送らせていただこうと思います。というか、本当に40
 キロや１００キロまで大きくなるんですかね？　軽トラにクレーンを付けたので畑からは運べると思うのですが、たとえ半分に切っても冷蔵庫に入らないですよね……。それだけ大きければ盗まれる心配はなさそうだけど、今度は処理に困るという事態になりそうです。やはり、編集部にお裾分けするしかないのだろうか。

　というわけで、「宝くじ～」シリーズ、７巻目を発売することができました。

　応援してくださっている読者様、素晴らしいイラストで本作を彩ってくださっている黒獅子様、素敵な装丁デザインに仕上げてくださっているムシカゴグラフィクス様、コミカライズ版を連載してくださっているメディアファクトリー様、漫画家の今井ムジイ様、本作担当編集の荒田様。ありがとうございます。今後も頑張りますので、なにとぞよろしくお願いいたします。

　

２０１７年７月　　すずの木くろ





すずの木くろ（すずのき くろ）

埼玉県在住の兼業作家。好んで読むものは第二次世界大戦のノンフィクション戦記と架空戦記だが、自身で執筆する作品はファンタジーものばかり。（二〇一七年八月現在）

　

イラストレーション

黒獅子（くろじし）

熊本県出身。シリーズ「ゲート―自衛隊 彼の地にて、斯く戦えり」（アルファポリス文庫）のイラストレーションなどを担当しています。（二〇一七年八月現在）
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